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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　十二月三十一日。

　明日には年が変わってしまう今年最後の日──大おお晦日みそか。

　リビングで佐さ伯えきさんを待つ僕は、少々気が重かった。

　点つけっぱなしのテレビから流れるのは、大晦日らしい特番ばかり。一年の終わりと新年を迎えるどこか浮かれたような慌ただしさが伝わってくるが、僕は完全にそこに乗り損ねてしまっていた。

「おっまたせー！」

　準備のできたらしい佐伯さんが部屋から飛び出してきた。

　本日のスタイルはというと、




「ティアードミニに、レースつきのオーバーニーソックスをガーターで留めてみましたー。黒でトータルコーディネイトです」




　と、わざわざ自分で解説してくれた。

　所々白のアクセントがあるので、黒というよりはモノトーンだろうか。上はセーラーカラーなので、そこだけ見ると制服のようでもある。

「見えないところまでちゃんと黒、はぁと、みたいなね？」

「よけいなことは言わなくていいです」

　ただでさえ座ざ椅い子すに座って見上げていると、ガーターなんていうアイテムのおかげもあって太もも付近に目がいきがちなのだから、そういう不必要な情報は提供しないでもらいたい。

「ぐっときたなら、久しぶりにスキンシップしませんかっ」

「しませんよ」

　僕が即そく答とうすると佐伯さんは、ちぇっ、と不満そうに舌打ちした。

「今から出かけるのに、そんなことしてる場合じゃないでしょう。せっかくの服が皺しわになりますよ」

「んー、おしゃれしてそんなことになるなら、それはそれで本望かも？」

「……」

　実に佐伯さんらしい考え方ではあるな。

「ほら、そろそろ出ましょう」

「もぅ。しばらく会えないっていうのに」

　佐伯さんは改めて不満を口にした。

　そのままファッショナブルなコートに袖そでを通しながら、戸締りやガスの元もと栓せんなどを確認していく。ご立腹は一瞬で去ったのか、「しましょ、しましょ、しましょ♪」と謎なぞの歌を口ずさんでいる。




　彼女の言う通り、僕たちはこれから三日ほど会えなくなる。大晦日から正月三が日にかけてそれぞれの実家に帰るからだ。僕の気が重いのもそのあたりに原因があった。

　当然だが、家に帰れば母と顔を合わせる。

　母はクリスマスイブにあの人が亡くなったことをまだ知らない。いつ告つげるか、そのタイミングは父に任せてある。だが、それでも前以上にどんな顔をして母に会えばいいのか、どんな態度で母に接すればいいのかわからないことには変わりないのだ。




　僕も学校指定のコートを手に取り、立ち上がった。

　改めて見回すと、片づけられた家の中は家族旅行に行く前のような独特の雰囲気があった。特にいつもとちがうことをしたわけでもないのだが。

「じゃ、行こっか」

「そうですね」

　佐伯さんの確認作業が終わって、出発準備完了。

　僕たちは２ＬＤＫのアパートにしばしの別れを告げ、外へと踏み出した。




「長く家を空けるのって初めて？」

「そうなりますか」

　道すがらそんな話をする。

　我ながら親不孝なことだと思った。本気で家に帰ろうと思ったのは夏休み中、お盆近くの一回だけ。結局、それも日帰りになってしまっている。後は家に置いてきたものを取りに帰って、その際に両親に顔を見せている程度だ。

　佐伯さんがしばらく家に帰っていた時期があったが、そんなのはもう忘れてしまっていいエピソードだろう。

「そう言えば、ゴールデンウィークにも帰るつもりだったのに、誰かさんが急に前触れもなく風か邪ぜをひいたおかげで流れてしまいましたね」

「ん？　んんー？　あったっけ、そんなこと」

　惚とぼける佐伯さん。まぁ、そっちは笑って流せる話ではある。

　僕も佐伯さんも、鞄かばんひとつの身軽な装よそおいだった。当然だろう。別に旅行に行くわけではないのだ。家に帰ってしまえば、むしろこちらよりいろんなものが充実している。ないものといえば勉強道具くらいなもの。実際、鞄には家にいる間にもやっておいたほうがよさそうな冬休みの課題が入っている。このあたりに勉強が本分である高校生の悲哀を感じてしまう。

　駅に着くと、券売機で切きつ符ぷを買った。行き先はふたりとも一いちノの宮みやで、そこまでは一緒だ。一ノ宮からはそれぞれ私鉄とＪＲで、方角も真逆になる。

　さほど待つこともなくプラットホームに滑り込んできた電車に乗った。

　大晦日のせいか人の移動も激しいようで、車内は程ほどに混んでいた。ふたり並んで座れるシートはなく、ドア付近に立つことにした。途中、いくつか乗客の乗り降りの多い駅があるので、そのどこかで座れるだろう。

　学園都市の駅を出て、さらに隣の駅を過ぎると車窓からは谷が見えてくる。なかなかの絶景だ。遙はるか下に道路があって、そこを走る車はミニカーよりも小さい。

　ふいに佐伯さんが口を開いた。




「大丈夫？」




「何がですか？」

「だから、その、これから家に帰るわけでしょ……？」

　家に帰るのは佐伯さんも同じはずだが──と思ったところで、ようやく彼女の言わんとしているところがわかった。佐伯さんにはクリスマスイブを終着点とした一連の出来事のバックボーンはすべて話してある。きっと母と会う僕のことを心配してくれているのだろう。

　そう言えば、電車に乗ってからずっと何も話していなかったな。これから家に帰るという実感が強くなるとともに口数が減っていたらしい。これでは心配もされるな、と反省する。

「別に。今まで通りですよ」

「今まで通り……」

　心配させまいと口にした言葉を、佐伯さんは鸚鵡おうむ返がえしにする。

　そして、少し思案した後、遠えん慮りよがちに口を開いた。

「あのね、弓ゆみ月づきくん。大きなお世話かもしれないけど、今まで通りじゃよくないんじゃないかな……」

「……かもしれませんね」

　僕は窓の外に目を向けたまま答えた。

　車内にアナウンスが流れる。そろそろ次の駅に着くそうだ。

　今のままではいけないことは僕もわかっている。しかし、母を赦ゆるそうにも、母は僕がすべてを知ってしまっていることに気づいてもいなければ、あの人が亡くなったことを告げられてもいない。そして、何より──あの人とちゃんと向き合わなかった僕は、すでに人を責めることも赦すこともできない立場にある。自分の気持ちを整理するのに、もう少し時間がかかりそうだ。

　電車が次の駅を過ぎて等速度運動に入ったころ、僕は切り出した。

「佐伯さん、この後、時間ありますか？」

「ん？　まぁ、別に急いで帰る必要はないけど？」

　佐伯さんは不思議そうに僕の顔を覗のぞき込みながら答える。

「じゃあ、少し一ノ宮でぶらぶらしていきましょうか」

「それってデート？」

「そんなところです」

　別に名前なんてどうでもいいだろう。僕を心配してくれる佐伯さんのために何かできるのなら。

「うん、つき合う！」

　彼女は笑顔でそう言ってくれた。
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　その後、一ノ宮のセンター街をテキトーにぶらつき、お昼を食べ──たまたま通りかかった映画館で面白そうな作品をやっていて、上演時間もちょうどよかったので、そのまま映画を見たりもした。

　結局、家に着いたのは夕方。弓月家の平均的な夕食の時間までにはまだしばらく間があった。

　懐なつかしい我が家の門を開けて這は入いり、さらに玄関のドアのノブに手をかけたところで、その向こうから小走りに駆けるような軽い足音が聞こえた。何だろうと思いながらもドアを開ける──と、そこで目にしたのは、横滑りしてくる妹ゆーみの姿だった。しかも、制動の際にバランスを崩し、よろめいた。

「……おかえり、兄さん」

　が、それでも辛かろうじて踏ん張り、何もなかったかのように僕を迎えてくれる。どうやら僕が門を開ける音を聞きつけて走ってきたようだ。……飼い主の帰りを待っていた猫みたいだな。

「ただいま帰りました。わざわざ出迎えにきてくれなくてもいいのに」

「……何のこと？　私はたまたまここにいただけ」

　ちがうらしい。

「……そうでしたか」

「ええ、そう」

　落ち着き払った澄すまし顔でうなずく。……あまりそうは見えなかったのだが、それなら深くは追及するまい。

　ゆーみは相変わらずゴシックロリータのファッションに身を包んでいた。これで厚底や編み上げのブーツを履いて私立高校に通っているのである。いくら私服登校可でも限度があるのではないだろうか。

　靴を脱いで玄関を上がったところで奥から母が出てきた。

「おかえりなさい、恭ゆき嗣つぐ。遅かったのね」

　彼女は、その理知的な相そう貌ぼうに優しい笑みを湛たたえ、久しぶりに帰ってきた僕を迎えてくれた。

「途中で友達と会ったものですから」

「ゆーみちゃんなんて朝からずっとそわそわしてたのよ」

　僕はゆーみを見た。

　妹は、先ほどと同様、何を考えているかよくわからない無表情顔で立っている。光の乏とぼしい目がわずかに横を向き、僕から視線を逸そらした気がした。が、やがておもむろにこちらに指を突きつけ、

「お兄様、あなたは堕だ落らくしました」

　なぜか指し弾だんされてしまった。

　視線を戻せば、母がまだそこにいた。久しぶりに会った母子おやこの間に何か会話があって然しかるべきなのだろうが、僕はどうにも適切な言葉を見つけられないでいた。それは母も同じようで、ある意味ではゆーみよりも何を考えているかわからない息子に戸と惑まどっているようだった。

　と、そこで僕の携帯電話ガラケーが鳴った。

「すみません。電話のようです」

　ちょうどよかった。僕はこれ幸いとばかりに母の横をすり抜け、二階へ続く階段へと向かった。

　電話は佐伯さんからだった。

『あ、弓月くん？　もう帰ってた？』

「ええ。たった今ですが」

『わたしはちょっと前かな』

　夏休み明けに佐伯さんの家に行ったときからわかっていたことだが、やはり僕の家のほうが遠いようだ。

『でね、帰って早々お父さんが言うわけ。「弓月君は明日はこちらに顔を見せにこないのか」「彼のことだからきっと挨あい拶さつにくると思っていたのに」って』

「……」

　僕は天井を仰ぎ見る。

　相変わらずトオル氏には無駄に気に入られているようだ。まぁ、気に入られて悪い気はしないし、できるなら点数稼ぎはしておくべきだろう。

「……わかりました。明日の昼過ぎくらいに寄らせてもらいますよ」

『わかったー。待ってる』

　そうして電話は切れた。

　佐伯さんの弾はずむような声が耳に残っている。彼女とトオル氏の利害が一致したというところなのだろうな。僕としてもいい具合に外に出る口実もできるし、そこに相あい乗のりさせてもらおう。

　端末を折りたたんだところで、ちょうど部屋の前だった。

「……佐伯さん？」

「うわっ」

　声の主はゆーみだった。後ろからついてきていたらしい。

　カルガモの子どもか。




　部屋で少し休んでから、キッチンへと降りた。

　リビングにいた母とふた言、三言、言葉を交わしながらコーヒーを淹いれる。会話の内容は近況について。実に事務的で、弾むような雑談とは程遠い。

「ところで、父さんは？」

「書しよ斎さいにいるわ」

　姿を見せないから外出しているのかと思ったが、どうやら書斎に籠こもっているらしい。仕事でも持ち帰ったのだろうか。

　食器棚を見ると、父が愛用しているマグカップがそこにあった。僕は、ついでに父の分もコーヒーを淹れ、書斎へと向かった。

　キッチンを出て廊ろう下かを進み、一階にある書斎の前までくると、ふたつのマグカップを片手で持ち、空いた手でドアをノックする。

「僕です」

「ああ、恭嗣か。開いてるよ」

　その返事を待って中に這入る。

　書斎の父は、やはり何か仕事をしていたのか、今までライティングデスクでノートパソコンに向かっていたようだ。

「ただいま帰りました」

「おかえり」

　だが、今はこちらを向き、僕を迎えてくれている。

　父はこれといって特徴のない、どこにでもいる会社員といった印象の人だ。それでも真ま面じ目めな人柄がそこに表れているようで、僕は好ましく思っている。

「コーヒーを淹れたのですが、飲みますか？」

「せっかくだ。もらおうか」

　どうやらこのコーヒーは無駄にならずにすむようだ。僕がマグカップを手渡すと、父はさっそくひと口啜すすった。

　ここは父の私室であり、仕事部屋だ。人を招くことは想定していないので、イスは父が座っている一いつ脚きやくしかない。僕は自分でも行ぎよう儀ぎが悪いと思いつつ、ドアにもたれたままカップに口をつけた。

　久しぶりに家のコーヒーメーカーを使ったが、なかなかよい出来だ。父も満足してくれるにちがいない。

「お前が淹れるコーヒーはよく似てるな」

　と、タイミングよく父が感想をこぼした。

　だが、それは感想というには少々不思議なつぶやきだった。

「似てる？　何にですか？」

「いや、いい。忘れてくれ」

　何のことかわからず問い返せば──しかし、父はすぐにそう言って、なかったことにしてしまった。

　後になって思い返してみれば、先の言葉は僕がこの数ヶ月後に譲り受けるあの店のことを指していたのだろう。あの人のコーヒーの味によく似ている、と。

　だとしたら──それも当然なのかもしれない。なぜなら僕のコーヒーの原点はあそこにあるのだから。あの店のことを忘れていたとしても、僕は無意識にあの味を理想として追っていたにちがいない。

「そうですか？」

　しかし、このときの僕はその意味がわからなかった。言われるがままに話を流す。

　さらにコーヒーを味わってから、父は切り出してきた。

「この前はありがとう。きっと彼も喜んでると思う」

　あの人のことだった。

「……そうでしょうか」

　僕は少しだけ考えてから口を開いた。

　クリスマスイブの夜にあの人が亡くなったときも、父はそう言ってくれた。だが、僕にはそうは思えなかった。小さな棘とげのようにずっと心に引っかかり、自じ問もん自じ答とうしている。

　僕は続ける。

「僕はずっと逃げていました。あの人と話そうとせず、会うことすら避けていました。それなのに、あの人は本当に喜んでいるでしょうか？」

「でも、最後はちゃんと会いにきてくれた。それで十分だよ。彼とてああいう立場だったんだ。多くは望んでいなかっただろう。それでも最さい期ごのときにはお前がそばにいてくれた。きっと喜んでいるさ」

「……」

　僕はコーヒーの表面を見ながら、黙ってそれを聞いていた。

　思い出されるのは、あのときの彼の微笑ほほえみだ。病室に飛び込んできた僕を見て、あの人は微笑んだ。だからきっと喜んでいた、などと単純に思うつもりはない。でも、少なくとも僕は、あの微笑みを一生忘れないだろう。

「恭嗣には辛つらい思いをさせてしまったな。私たちがしっかりしていないばかりに」

「いえ……」

　僕は首を横に振って、そう答えるしかできなかった。

　悪いのは父を裏切った母だろう。父にも何らかの原因はあったかもしれない。そのふたりが隠し通そうとした秘密を知ってしまった僕は、運が悪かったとしか言いようがない。だけど、そこから先は僕の責任だ。あの人から逃げ、正面から向き合おうとしなかった僕の罪──。

「あの人のことは、母さんには？」

「まだだ。でも、前にも言ったが、それは私からちゃんとタイミングを見て言うよ。恭嗣は気にしなくていい」

　それを聞いて僕はほっとした。

　正直、僕はもうこれ以上この件に関かかわりたくないと思っている。まだまだ気持ちの整理がつきそうにないのだ。

「ひとり暮らしだとぜんぶ自分でやっているのだろう？　せっかく家に帰ってきたんだ。ここでは母さんに任せてゆっくりしなさい」

「そうですね」

　僕は苦笑。

　実際には八割方佐伯さん任せなのだがな。

　考えてみればそれだけではない。今回のことでも、僕は彼女に支えられている。あの人との出会いと死、僕の過あやまち──許容量を超える出来事も、佐伯さんがそばにいてくれているからどうにか耐えられているようなものだ。……あれもこれも佐伯さんに頼りっきりだな。

　あまり父の仕事の邪魔をしても悪いので、僕は適当なところで書斎を後にした。

　後はいつも通り。

　普段よりも少し早めに夕食をとり、夜九時ごろには年越しそばを食べた。テレビは年末の賑にぎやかな特番にあわせて点けっぱなし。いつも通りの弓月家の大晦日だ。

　いつもとちがうことと言えば、ゆーみがずっと僕のそばにいたくらいか。定番のお笑い番組も僕の部屋で観ていた。

　僕がさっぱり帰ってこないからな。甘えているのだろうかと思い、試しに頭を撫なでてみたら嚙かみつかれた。……獣けものか。たぶん甘えているというよりは、何かの当てつけなのだろう。

　そうして夜が更ふけ、年が暮れていった。
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　夢に、彼女が出てきた。

　初めて見るようなどこかで逢あったような、大人にも少女にも見える、真っ黒なゴシックロリータの衣装を身にまとった──彼女。

　黒い、アリス。

「また君ですか。……君はいったい何ものなんです？」

　我ながら何とも莫ば迦かげたことに、僕は彼女に話しかける。

　すると、さらに莫迦げたことに、彼女はちゃんと答えたのだった。

「夢と世界を渡る──夢の住み人」

「夢の住み人？」

　どこかで聞いたことのある単語だ。どこだっただろう？

「単なる夢の住人よ」

　それでいい、ということなのだろう。

　要するに、夢の登場人物は自ら夢の登場人物だと名乗ったのだ。どこまでも莫迦げているな。

「その夢の住人が、こんなところでいったい何をやってるんです？」

　それが聞きたかった。こうもたびたび出てこられると、彼女という存在はいったい僕の内面の何に由来しているのか気になってくる。

「最初は──少し用があって、この世界にきたの」

「用？」

「ええ。『彼』と『彼女』に会うために。でも、ここにはまだいないみたい。だから、もう少し後でまたくるつもり」

「……」

　小学生でも書けるような易しい文章。にも拘かかわらず、その内容はさっぱり理解できなかった。

　聞きたいことが山ほどあった。

『彼』と『彼女』とは何ものなのか？　まだいない、とはどういう意味なのか？

「後で、とは？」

　結局、問い返したのはそれだった。

　しかし、黒いアリスは首を左右に振った。そして、幽かすかに笑う。

「さぁ？　五年後か十年後か。もしかしたら百年後かも」

「遠大な話ですね」

　ぜんぜん『少し後』ではない。

「だから、お別れを言いにきたわ」

「僕に？」

「ええ、貴方あなたとのつき合いも長いから」

　そう言って彼女は苦笑した。

　長いか？　まだ片手で数えられるほどしかお目にかかっていない気がするが。いや、夢で同じキャラクタに何度も遭そう遇ぐうすれば十分と言えるか。

「そろそろ朝ね」

　と、黒いアリス。

　夢の中に出てきた人物に朝を告げられたのは初めてだ。

　朝がきたら夢から覚めて、夢の登場人物である彼女ともさようなら。きっとこの夢のことも忘れているのだろう。

（忘れる……？）

　忘れて、どうなる？

「……」

　そうか、夢か。

　なら、こういうこともできるのだろうか。

「せっかくだから試してみようか」

　その直後、僕の手の中には一いつ挺ちようの拳けん銃じゆうがあった。……ふむ、さすが夢。やればできるものだな。

　それから僕はおもむろに、その銃を自分のこめかみにあてた。

「さて、これでうまく目が覚めたらお慰なぐさみ」

　言ってから思い切って引ひき鉄がねを引いた。

　ＢＡＮＧ！

　黒いアリスが目を丸くするのが見え──、

　そして、僕は──、
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「うわあっ！」

　飛び起きた。

　一瞬自分がどこにいるのかわからなかった。学園都市のアパートの自室ではなさそうだ。……ああ、ここは実家の自分の部屋か。正月にあわせて大晦日に帰ってきていたのだった。

　それにしても──、

「……元日からひどい目覚めだ」

　思わず朝一番から徒と労ろう感かんたっぷりのため息を吐つく。

　腰をひねって目覚まし時計を手に取ってみれば、針はちょうどいい時刻を指していた。

「……」

　気まぐれにじっと扉を見て待ってみたが、誰かが起こしにくる気配はない。

　当然か。もう母親に起こしてもらう歳としでもないし、実家に佐伯さんはいない。





それに■■■もいない。






　僕が毎朝佐伯さんに起こされるのは、起こすほうと起こされるほう、双方の趣しゆ味みみたいなものだ。彼女がくるのがあと五分も遅ければ、僕は勝手に起きるにちがいない。たぶん。

　僕はベッドから出ると、着替えて階下に降りた。

　洗面所で顔を洗ってからリビングに行くと、そこではもう父が朝刊を読んでいた。朝の挨拶をしてから、僕は新聞の正月特集を手に取った。

「用意ができたわよ」

　さして面白くもないそれに目を通していると、やがて母の呼ぶ声が聞こえてきた。十畳間の和室のほうだ。僕と父はソファから腰を上げると、そろってそちらに移動する。

　和室の座ざ卓たくの上には、母の言葉通り元がん旦たんらしい朝食の準備が整っていた。

　広げられた三段のおせち料理と大皿に載せられた鯛たい、屠と蘇そ器き。そして、家族三人分の茶ちや碗わんや小皿──。

「……」

　不意に僕は強烈な違和感に囚とらわれた。





なんだ……？






「さぁ、食べましょ」

　しかし、その違和感の正体を探る思考は、母の声によって遮さえぎられた。

　父と僕が着席し、母も遅れて腰を下ろした。長方形の座卓の長辺に父と母が向かい合って座り、僕が短辺に座る。僕の向かいには誰もいない。そこには調味料の類たぐいや、多めに持ってきた小皿が積んで置かれているだけだ。席が四つあるのに三人しかいないせいか、何となくもの足りない気がする。





前からこうだっただろうか？






　家長である父からお屠蘇を回して新年の挨拶をすませると、さっそくおせち料理に手をつけた。

「恭嗣、どうかしたの？」

「いえ、別に……」

　母から声をかけられ、僕ははっと我に返った。いつの間にか誰もいない向かいの席をぼんやり眺めていたようだ。

「今日は午後から出かけますので」

　僕は誤ご魔ま化かすようにそう告げた。

「そうなの？」

「友人と約束があります」

　いつもの素そっ気けない返事。

　しかし、それは意い図としてそうしたというよりは、単に僕が上の空だったからだ。僕の心は、何かが足りていないような空虚さを感じていた。

　やがて朝食が終わると、僕はリビングで少し朝刊を読んでから二階に上がった。

　自室のベッドに寝転がる。

　特にこれと言ってやることがなかった。いや、そうではないな。部屋にある本を久しぶりに読んでもいいし、テレビで正月ならではの番組を見てもいい。せっかく勉強道具を持ってきたのだから、勉強をするのもいいだろう。でも、さっぱりそんな気にはなれなかった。

　それというのも、先ほど覚えた違和感がさらに強くなっているからだ。

（この家はこんなにも広かっただろうか……？）

　何か大事なことを忘れてしまったようで落ち着かない。

　しばらくは何度か寝返りを打ちながら考え込んでいたが、やがて睡すい魔まが襲ってきて眠りと覚かく醒せいの境界線が不ふ明めい瞭りようになってきて──、




「ッ!?」


そうだ……！






　不意に僕はパチリと目を開けた。

　弾かれたように起き上がると、そのままの勢いで外出着に着替えた。財さい布ふと携帯電話をズボンのポケットに突っ込み、最後に上着を手に取って部屋を出た。

　上着に袖を通しながら階段を下りる。

「あら、恭嗣、出かける？」

　と、玄関で母に声をかけられた。

「午後からだったんじゃ……？」

「ええ、ちょっと……」

　僕は曖あい昧まいに答え、家を飛び出した。

　相変わらず奇き行こうの多い息子である。母の戸惑う顔が目に浮かぶようだ。




　僕は家を出ると、近くの公園へと向かった。

　そこは大きな池を中心にした自然の多い公園だった。池を緑りよく道どうが取り囲んでいて、木製のベンチが点々と置かれている。藤ふじ棚だなの下にはテーブルもあった。

　公園は元日の午前中にも拘らず、ちらほらと人の姿が見られた。小さい子どもをつれた親子や家族。新年からさっそく緑道を走り込んでいるスウェット姿の中年男性もいる。

　僕はベンチのひとつに、池のほうを見ながら腰を下ろした。

　そして──、




「■■■」




　その名を呼んだ。

　声にはならなかったが、僕は確かにその名を口にした。

　不意に僕の横で、トン、と音がした。まるで小柄な体が軽やかにジャンプして着地したような音。




「どうして、覚えているの……？」




　彼女にしては戸惑いを含んだ声だった。

「昔、いわゆるループものと呼ばれる小説を読んだことがあります」

　僕は脈みやく絡らくもなく話しはじめる。

「同じ一日を幾度となく繰り返す話です。作中で主人公は状況を打開するため、時間が巻き戻る際に強いショックを受けることで記憶を引き継ぐという方法をとりました。クラスメイトがトラックに轢ひかれるのを見たり、時には自分から飛び込んだり」

「まさか、だからあんなことを？」

　目覚める際に銃で頭を撃ったことを言っているなら、その通りだ。

「まぁ、この場合は忘れずにいようという強い意志が必要だったのでしょうけど」

　銃はその意志の表れに過ぎない。

　でも、幸いにしてうまくいった。大事なことを思い出すことができた。

「君は前に、いつまでも僕のそばにいられないといった趣しゆ旨しのことを言いましたね？　でもね、君はそれでよくても、僕が困ります。僕たちはつき合いが長いんですから」

　数回会ったどころの話ではない。

　十六年じゃないか。

　僕が立ち上がって振り返ると、初めて見るようなどこかで逢ったような、大人にも少女にも見える、真っ黒なゴシックロリータの衣装を身にまとった彼女──黒いアリスは困ったように笑った。




「少し遊びが過ぎたようね。こんなにも懐かれるなんて」




「……」

　そうか。僕が彼女に懐いていたのか。てっきり彼女が僕に懐いているものだと思っていたのだが。認識を改めないとな。

「いいわ。もう少しここにいてあげる」

　そう言うと黒いアリスはやさしい微笑みを残して、夢幻のようにかき消えた。

　唐とう突とつに僕の意識が遠のいていく。

　それはまるで夢の終わりのようで──、

「ありがとうございます」

　その中で僕はそう口にしたのだが、果たしてその言葉は彼女に届いたかどうか。
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「──さん、起きる。朝。しかも元旦──」

　声が聞こえ、意識が覚醒していく。

　僕はゆっくりと瞼まぶたを開き──何を思ってかその言葉を口にした。

「黒いアリス……？」

　焦点が定まらない視線が捉えたのは、夢の中に出てきた彼女──じゃ、ないな。現実にいる見知った顔だ。

「あぁ、佐伯さんですか……ぐはっ」

　間違った代だい償しようはエルボードロップ。

　そうだ、ここは学園都市のアパートではなく、僕の実家だった。佐伯さんが起こしにくるわけがなく、ましてや夢の産物が現実に出てくるはずもない。

　僕は緩かん慢まんな動きで体を起こした。

「おはようございます。ゆーみ」

　そこにいたのは僕の妹。

　昨日は久しぶりに顔を合わせたこともあって、僕のこの部屋で大晦日の特番を見ながら他た愛わいもない話をしていた。そのときはそこそこ機嫌がよかったが、今はすこぶる悪いようだ。

「おはよう、兄さん。夢から覚めた？」

「夢、か……」

　久しぶりの実家の、自室のベッドでの睡すい眠みんだったが、特によく眠れたわけでもうまく寝つけなかったわけでもなかった。ただ、どうやら夢を見ていたらしい。

　さて、夢というのは睡眠が浅いときに見るものだったか、深いときに見るものだったか。しかし、多くの場合そうであるように、目が覚めた今となっては夢の内容も急速に薄れつつあった。どんな夢だったかな。

「兄さん、ふたつほど聞いていい？」

　ゆーみは普段から平へい坦たんな声を、いっそ無表情とも言えるほどにさらに平坦にしながら聞いてくる。

「黒くろ井いアリスって、兄さんの新しい彼女はキラキラネームなの？」

「……ちがいますよ」

　そもそも新しくなっていない。

「じゃあ、次。そんなによく佐伯さんに起こしてもらってるの？」

「……まぁ、よく泊まりにきますからね」

　僕は吐と血けつするみたいにして、そう返事を絞り出した。

　よもや去年のゴールデンウィークに咄とつ嗟さについた噓うそが、ここまで後を引くとは。噓に合わせて何かを発言するたびに、自分を貶おとしめているようで自己嫌悪に陥おちいるな。

「ふうん、そう」

　ゆーみの返事は短い。

　その声が冷ややかに聞こえるのは気のせいではないのだろう。彼女の中で兄の株は大暴落しているにちがいない。

「兎とに角かく──とっとと着替えて家事を手伝う」

　我が妹はふしだらな兄に背を向け、用はすんだとばかりに部屋を出ていこうとする。その手がドアノブにかかった。

「あぁ、ゆーみ。言い忘れていました」

　と、そこで僕はその彼女を呼び止めた。

「明けましておめでとうございます」

「……明けましておめでとう、兄さん。今年もよろしく」

　ゆーみは一瞬驚いたような顔を見せた後、少しだけ笑って言葉を紡つむいだ。

　そして、加えてひと言。




「まだまだつき合いは長くなりそうね」
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　我が家では正月の食事は家族一緒にとることになっている。

　両親はともに働いてはいるが、元日から出勤しなければいけないような仕事ではないし（父は持って帰ってはきたようだが）、僕もゆーみもバイトをしているわけでもない。今年も例年通りの風景になりそうだ。

　場所はいつも決まって十畳間の和室。ダイニングは使わない。おかげでおせち料理や皿やら何やらを運ばなくてはいけないので大変だ。

　僕は着替えて顔を洗った後、キッチンへと向かった。

「おはようございます。何か手伝いましょうか？」

　積極的に母の手伝いをしようと思ったのは、長男としての自覚からかもしれないし、佐伯さんにこのままではいけないと言われたからかもしれない。ゆーみに言われたのもあっただろう。

　しかし、もしかしたらそれらとはまったく逆で、母への無意識の当てつけの可能性もなきにしもあらずだ。……いや、それはないか。母はあの人がこの世を去ったことをまだ知らない。当てつけにもならないだろう。

「え？　あ、恭嗣？　おはよう。えっと、そうね。それじゃあ、とりあえず先にポットを運んでくれる？」

「わかりました」

　母は急に現れた息子に驚き、戸惑いながらも指示を出した。ここ数年素っ気ない態度を取り続ける僕が、まさか手伝ってくれるとは思っていなかったのだろう。

　僕はそんな彼女の様子には触れず、言われた通りにポットを手に取った。

　それを持って十畳間へ行くと、すでに座卓の上にはおせちの重箱が重ねたままの状態で置かれていた。そして、部屋の隅すみにはストーブの前でうずくまるゆーみの姿もあった。彼女は僕に気づくと、光の薄い黒目でちらとこちらを見──それだけだった。……人に家事を手伝えと言っておいて、自分はそれか。

　時々こういうのがいるな。こっちを一いち瞥べつして「なんだ、お前か」みたいな顔をする猫。

「恭嗣が家にいるのなんて久しぶりね。三が日はこっちにいるのよね？」

　僕がキッチンに戻ると、母は雑ぞう煮にの鍋なべに向かったまま嬉うれしそうに話しかけてきた。

「そのつもりです。でも、三日には向こうに戻りますが」

　それは帰ってくる前から言ってあったことだ。

「それと──今日はお昼を食べたら出かけます」

「そうなの？」

「友人と約束がありますから」

　こっちは昨日急に決まった話。佐伯さんの父、佐伯トオル氏に新年の挨拶だ。

　最初は昼前に家を出て、途中どこかで昼食をとるつもりだったのだが、さすがにそれは正月からあんまりな態度だろうと思い、やめた。

　残念そうな母の様子を認めつつも、僕はその話題をそこで打ち切る。

「次はどれを？」

「じゃあ、このお雑煮を持っていってちょうだい」

　母は言いながら鍋にかけていた火を消し、蓋ふたをかぶせる。

　僕は母と入れ替わりにガスコンロの前に立ち、その鍋を両手で持ち上げた。確か鍋なべ敷しきは向こうの和室にもう置いてあったな。

「気をつけてね」

「わかってますよ」

　心配されるほど子どもではないつもりだ。尤もっとも、母からすれば僕はいつまでたっても子どもなのだろう。

　そう。僕と母が血のつながった親子なのはまぎれもない事実だ。
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　僕の都合に家族が合わせてくれるかたちで昼食を少し早めにとり、家を出たのが昼過ぎ。電車をふたつほど乗り継いで、佐伯さんの実家の最寄り駅についたのは午後二時前だった。




「ゆっみづっきくーん！」




　改札を出ようとすると、その向こうから僕を呼ぶ声。佐伯さんがこちらに向かって手を振っていた。

　改札口付近には彼女以外にも少なからず乗降客がいて、何ごとかと驚いた人たちが僕や佐伯さんを見る。おかげで思いがけず恥ずかしい思いをすることになってしまった。とは言え、そんなのは一時のこと。自分が思っているほど周りはこちらのことなんて気にしていないものだ。多少注目を集めたところで、次の瞬間にはちがうものを見ているのだから。

「えへへー、一日ぶり」

　僕が改札を出ると佐伯さんが、こっちがよろけそうな勢いで飛びついてきて、腕にしがみついてきた。べったりと体を密着させた後、上うわ目め遣づかいに問うてくる。

「ね？　寂さびしかった？」

「君、自分で言ってるじゃないですか。たった一日ですよ？」

　実際のところ、時間にしたら二十四時間たっていない。昨日の今ごろなら、一緒に映画を見ていたはずだ。

「もぅ」

　僕の回答が不満だったのか、ふくれる佐伯さん。

　これでも佐伯さんへの愛情はあるつもりなのだが、一日離れていただけで寂しいと思えない僕はもしかして薄情なのだろうか。彼女の反応を見ていると自分に自信がなくなってくる。

「それよりも新年なんですから、それに相応ふさわしい挨拶があるでしょう」

「あ、そだね。──明けましておめでとう、弓月くん。今年もよろしくね」

「明けましておめでとうございます。こちらこそよろしくお願いします」

　かわいらしくお辞じ儀ぎをしてから笑う佐伯さんに、こちらも頭を下げて応じる。

　僕は改めて彼女を見た。

「今日はまた大人しい恰かつ好こうですね」

　本日の佐伯さんは、デニムのロングパンツにセーター、その上にコートを羽は織おっていて、落ち着いた感じの装いだ。少し大人っぽく見える。昨日の攻撃的なスタイルとは大違いだな。

「家にはお父さんがいるからね」

　昨日もいたでしょうに──と問うと、昨日はリビングに首だけ出してただいまの挨拶をすると、さっさと二階に上がって部屋着に着替えたのだそうだ。当然、部屋着も学園都市のアパートで着ているような無防備極まりないものではなく、もっと大人しいものだったにちがいない。

「さ、行こっか」

　さっそく率先して歩き出す佐伯さんの後に続き、僕も駅えき舎しやを出た。




　この駅の周りは商業施設が少なく、閑かん静せいな住宅街が広がっている。そのせいか前回きたときは日曜だったにも拘らず人の姿があまりなく、少し寂しく感じたものだ。

　しかし、さすがに元日の今日はそうでもない。初はつ詣もうでに行くのであろう友達同士、グループ、或あるいは、恋人たち。はたまたショッピングモールにでも行くのか、はしゃぐ小さな子どもをつれた若い夫婦。様々だ。中には着物を着こなした気合いの入った女性もいる。佐伯さんもこういうのを着たりするのだろうか。

　僕は駅舎の前に広がるロータリィに目をやった。かつて一度だけ見たクーペはそこにはなかった。

「別に期待していたわけではないんですが──てっきり前みたいにおじさんもくるのだと思っていました」

「うちのお父さん、正月は朝からお酒吞のんじゃう人だから」

　なるほど。飲酒運転はできないな。

　あの真面目そうなトオル氏も正月は朝から吞むのか。真面目だからこそ正月だけと決めているのかもしれない。……まさかとは思うが、行ったらベロベロに酔っていたりしないだろうな。

「ちょっと歩くけどいい？　バスもあるにはあるけど、休日ダイヤだから本数が少ないかも」

「いいですよ。歩きましょう」

　夏なら暑さに閉口しただろうが、今なら歩いてもさほど苦にはなるまい。いい運動になる。

　僕らは佐伯邸に向かって足を踏み出した。




　前はトオル氏の車で道路に沿って走ったが、今回は住宅地を突っ切るようにして歩いた。前回も思ったことであり、こうして歩いていると改めて思うが──やはりこのあたりは敷地面積の広い家が多い。意外と高級住宅地なのかもしれない。

　道すがら佐伯さんが聞いてくる。

「ね、ゆーみさんは元気？」

「相変わらずですよ」

　活力に欠かけるというか、気が向いたときにしかやる気を出さない怠たい惰だな猫みたいな妹ではあるが。

「わたしたちのことは？　何か言ってた？」

「いえ、特には」

　思わず今朝のことを思い出し、

「うちにきたのは一回だけで、後はもう一回外で僕と佐伯さんが一緒のところを見られていますが、まぁ、それだけじゃばれたりはしないでしょう」

「……」

　そこで佐伯さんはなぜか無言。

　横目で彼女を見てみれば、軽く天を仰いでいた。

「いつ気づくかなぁ？」

「さて、どうでしょうね。この調子だと、おしえるまでわからないんじゃないですか」

「……」

　すると、彼女はちらとこちらを見──深々とため息を吐いた。

「うん。おしえるまでわからないだろうね……」

　いったい何だというのだろうか。
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　程なく佐伯邸に到着した。

　思っていたほど距離はなかった印象だ。住宅地を通って最短ルートを歩いたからだろうか。

　前庭を横切って玄関ポーチへと向かう。前庭の隅には車庫代わりのスペースがあり、クーペが停められていた。運転手が朝から酒を楽しんでいるのなら、この車も今日は正月休みだろう。

「ただいまー」

　佐伯さんが玄関ドアを開ける。

「おかえりなさい。……久しぶりね、弓月さん」

　出てきたのは佐伯さんの母、冴さえ子こさん。

　少し下がり気味の目が愛らしい方だ。今は目尻をさらに下げて笑みを浮かべている。佐伯さんの母親だけあって際立った美び貌ぼうの持ち主で、さすがに姉というにはむりがあるが、それでも歳よりもはるかに若く見える。髪はいつものように短いポニーテール風にアップにしていた。

「明けましておめでとうございます」

「ええ、明けましておめでとう。今年も貴き理り華かをお願いしますね」

　挨拶は程々にして、さ、上がって──おばさんはそう言うと、来客用のスリッパを出してくれた。スニーカーを脱いで玄関を上がり、それに足を突っ込む。佐伯さん母娘おやこの後についていくようにして廊下を進み、リビングへと這入った。

「おお、弓月君。よくきてくれたね」

　そこにいたのは佐伯さんの父、トオル氏。

　まだそんな歳ではないであろうに、耳の上あたりの髪に白いものを混じらせてはいるが、見るからに活力にあふれた男性だ。

　正月は朝から吞むという話だが、今はテーブルの上はきれいに片づけられている。一日吞みっぱなしというわけではないようだ。代わりに正月特番を見る傍かたわら読んでいたらしい実用書が無む造ぞう作さに置かれていた。おじさん自身は思っていたよりも普通。吞んでもあまり変わらない人なのだろう。

「明けましておめでとうございます。昨年は何かとお世話になりました」

「いやいや、世話になったのはこちらのほうだ。今年もどうかよろしく頼むよ」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。

　心なしか尊そん大だいかもしれない。

「さぁ、立ってないで、座ってゆっくりするといい」

　僕はトオル氏に勧められるままソファに腰を下ろした。

　対面ではない。ソファはＬ字に配置されているので、おじさんから九十度転写した座標になる。

「お父さん、弓月くんは挨拶にきただけなんだから、あまりしつこくしたら迷惑よ」

「いいじゃないか。せっかくきてくれたんだ。少しくらい話でも」

「もぅ」

　言うことを聞かないトオル氏に、佐伯さんは腰に手を当て、ため息を吐く。

　そんな父と娘のやり取りの間に冴子さんが紅茶を出してくれた。どうやら僕の訪問に合わせて用意してくれていたようだ。軽く頭を下げ、さっそく頂戴する。

「そうだ、弓月くん。初詣には行った？　まだなら今から行かない？」

　僕を父親から引き剝はがすべく、佐伯さんがそう提案してきた。

「いいですね。僕はまだです」

「わたしもまだ。じゃあ、用意してくるから。待ってて」

　そして、彼女はリビングを飛び出していった。

　残された僕はトオル氏と言葉を交わす。まだこの人とは数えるほどしか会ったことはないが、普段よりも口数が多く陽気に感じた。今は吞んでいなくても、多少酔いは残っているようだ。

　おじさんとは、僕のこと、佐伯さんのこと、学校のこと、ほかにもいくつかの話題について話をした。今の社会についての話もあったが、そつなく答えられたので多少なりとも好感度を上げられたかもしれない。

　と、それなりに長々と話したつもりだが、佐伯さんは未いまだ戻ってくる気配がない。ずいぶんと用意に時間がかかっているな──と思ったところで、おばさんも紅茶を出してくれたっきり姿を見ないことに気づいた。僕は遅まきながら彼女が何をしているのかを理解した。

　それから程なくして廊下から足音が聞こえてきた。

「ようやくお披ひ露ろ目めのようですね」

「ああ、そのようだ」

　僕同様これからの展開を予想していたらしいトオル氏が笑う。




「お待たせー」




　お色直しを終えた佐伯さんの再登場だ。

　リビングの入り口に背を向けて座っている僕は、腰をひねり、そちらを見た。そこには予想の通り、赤い着物姿の佐伯さんが立っていた。髪はアップにして髪留めでまとめられている。
















「似合う？」

「ええ、よく似合ってますよ」

「えへへー、やったァ」

　両の握り拳こぶしを口に当て、照れながらも嬉しそうに喜びを表現する佐伯さん。

「あらまぁ、子どもみたいにはしゃいじゃって」

　隣では着付けを手伝ったらしい冴子さんが、呆あきれつつ微笑んでいる。

　さて、反射的にというべきか、素直にというべきか、問われるままに似合っていますと答えた僕だが、実はかすかに違和感を覚えていた。確かによく似合っている。が、何か引っかかってもいた。髪が鮮やかなブラウンだからだろうか。いや、それは関係ないな。もっと別のことだ。

「じゃ、行こっか」

　ともあれ用意はできた。

「それでは失礼します」

「あぁ、今日はわざわざきてくれて、ありがとう。またゆっくり話をしよう」

　僕は立ち上がり、おじさんに頭を下げてリビングを後にした。

　おばさんは玄関まで見送るつもりらしく、廊下を行く僕たちの後をついてきていた。その最中、佐伯さんが口くち許もとを隠しながら、僕に囁ささやく。

「因ちなみに、一度脱ぐとひとりでは着れません」

「……脱がなければいいでしょう」

　親が後ろにいるこの状況で何を言い出すか。

　玄関で履いてきたスニーカーに足を突っ込む。もちろん、佐伯さんは着物に合わせ、履はき物ものは草ぞう履りだ。

「お邪魔しました」

「ええ」

　と、冴子さんは一度うなずいてから、

「貴理華を先に帰国させてひとり暮らしをさせると決めたときは不安で仕方なかったけど。近くにこんなしっかりした先輩がいるなら安心だわ。またいらしてね？」

　おばさんに見送られ、僕らは家を出た。




　寒々しくもどこか改まったような、新年を迎えて空気が入れ替わったような、そんな元日の空の下に身を晒さらす。

「さ、どこの神社に行く？」

　そして、佐伯さんの第一声がこれだった。

　問われた僕はひっくり返りそうになる。

「決めてなかったんですか？　てっきり近くの神社にでも行くんだと思ってました」

「あるにはあるし、別にそこでもいいんだけど、せっかく張り切って着物も着たんだし、もっと大きいところに行きたいじゃない？　……あ、そうだ。確か一ノ宮に大きな神社があったよね？」

「ありましたね」

　大昔にいわゆる格差婚で話題になった芸人と女優が結婚式を挙げたところだ。

　そのことを話すと佐伯さんは即決した。

「そこにしよう。何となく縁起がよさそうだし」

「そうですか？」

　式を挙げた何年か後には離婚したと記憶しているのだが。

　佐伯さんは手にした巾きん着ちやくを振り回しながら、弾むような足取りで颯さつ爽そうと歩いていく。

「あぁ、そうか」

　僕はその背中を見て、思わず納得した。

「ん、なに？　うなじが色っぽいとか？」

「いや、まぁ」

　そう思わなくもない。普段の長い髪を流している姿もいいが、たまにはこうしてほっそりとした首筋を晒しているのも悪くはない。

「よかったらちょっと着物が乱れるくらい後ろから抱きしめて、首筋から耳まで責めてください。わたしはそれだけでけっこうイケます」

「何をわけのわからないことを……」

　相変わらずの佐伯さん的発想だ。

　僕はため息で一拍おいてから、




「やっぱり君には着物は似合いませんね」

「ここで前言撤回!?」




　大おお袈げ裟さに驚く佐伯さん。

　まぁ、こういうところなのだろうなと思う。

「いや、似合っているとは思いますよ、とても。でも、佐伯さんは快かい活かつだから、着物というイメージではないんですよね」

「ひっどーい。せっかく着物でキメたのにぃ」

　彼女はぷいとそっぽを向くようにして踵きびすを返し、歩き出す。

　少しばかり機嫌を損ねてしまったか。どういう言い方をしたところで、女の子に対して着ている服を否定するのは怒らせることにしかならないな。普段の元気な佐伯さんが好きですよと言っておくべきだろうか。

　と、思っていると、

「ふーんだ。今に見てろ。わたしが着物も似合うお淑しとやかな女の子だってところを見せてやるんだから」

「今にって、いったいいつですか？」

　僕は彼女の横に並ぶ。

「さぁ？　知らなーい」

「……」

　まぁ、いいか。そんな佐伯さんが見られるなら楽しみにしていよう。きっとそれも彼女の一面なのだろう。

　佐伯さんは特に本気で機嫌を悪くしたわけではないようで、この後、僕たちは電車に乗って一ノ宮の神社に向かい、初詣を果たしたのだった。
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　そして、翌日。

　正月二日。

　佐伯さんから電話がかかってきたのは昼過ぎのこと。着信音を鳴らす端末を手に取り、通話に出る。




『きちゃった』




「……」

『……』

「……」

　僕はしばし考え、

「今すぐ帰ってください」

『門前払い!?　普通この場合どこにって聞くと思うんですけどー』

「知りませんよ」

　厄介ごとを持ち込まれそうなときは、その話すらさせず、聞かないのが最大の防衛策である。

「……今どこですか？」

　とりあえず期待に応こたえて聞いてみる。どうせ駅あたりだろう。駅名は普段の話の中で言ったことはあるし、頭のいい彼女がそれを覚えていて、この決定的な場面でそれを思い出しても不思議ではない。




『家の前』

「噓ですよね？」




　僕は間かん髪はつ入いれず聞き返していた。

　さすがにそれは冗談だろう。




『ぴんぽーん』




　しかし、僕の問いには答えず──彼女が口にしたのはそんな擬音。

　直後、玄関チャイムが鳴った。……本当だった。

　僕は端末を放ほうり出し、部屋を飛び出した。短い廊下を進み、ゆーみが無意味に建造中のバリケードを避け、二階から階下へと駆け降りる。リビングでは母が今まさにインターフォンに出ようとしていた。

「出なくていいです。僕の友人です」

「え？　そうなの？」

　母を声で制してから玄関へと向かう。

　ドアを開けると、そこには笑顔の佐伯さんが立っていた。

　今日の彼女は、赤いチェックのミニスカートに、同じ柄のレッグウォーマー。袖そで口ぐちに白のボアのついたやわらかそうな黒い上着を羽織り、首の周りにはマフラーを巻いていた。全体的にかわいらしさが前面に出ていて、短いスカートもそれほど挑発的には見えなかった。

　僕はがっくりと項垂うなだれる。

「誰に聞いたんですか？」

「ゆーみさん」

　そういえば昨日、こたつでずっとスマートフォンをいじっていたな。佐伯さんとやり取りしていたのか。

　さらに遡さかのぼれば、ふたりがアドレスを交換したのは僕を介かいしてだった。まさかこんなことに使われるとは。ほかにも普段どんなやり取りをしているかわかったものではないが、怖くて聞くのも躊躇ためらわれる。

「恭嗣、お友達？」

　と、そこで出てこなくてもいいのに、母まで出てきてしまった。

　刻一刻と状況が悪化していく。

「あ、お母様ですか？」

　お母様？

「わたし、水みずの森もりの一年生で、佐伯貴理華と言います。学園都市では弓月さんと家がすぐ近くで、とても親切にしていただいてるんです」

　弓月さん？

「今日は近くまできたものですから、挨拶をと思って立ち寄らせてもらいました」

「あら、そうなのね。それはそれはわざわざご丁てい寧ねいに」

　礼れい儀ぎ正しい少女の出現に、母の頰ほおはすっかり緩んでしまっている。……人それを術中にはまるという。

「恭嗣、せっかくだから上がってもらったら？」

「いえ、部屋が散らかってますので、彼女に失礼です。……少し出てきます。佐伯さん、ちょっと待っててください」

　僕は一度部屋に戻り、外出着に着替えた。コートを羽織り、再び階段を降りる。途中から母と佐伯さんの談笑する声が聞こえてきた。

　一階に降り立つと母がこちらに寄ってくる。

「佐伯さんってとてもいい子ね。すごくかわいらしいし」

「……知っています」

　困ったところも持ち合わせているが。

　彼女のことをすっかり気に入ったらしい母を振り切り、僕は玄関を下りてスニーカーに足を突っ込んだ。

「行きましょう、佐伯さん。……いってきます」

　佐伯さんの横をすり抜け、先に外へ出る。背後では彼女の「失礼します」の声が聞こえ──ドアが閉まり切る直前、遅れて彼女も表へ出てきた。

「お母さん、いい人じゃない」

「……」

　本当にいい人なら人を裏切ったり欺あざむいたりしないものだ、と言いかけて、その言葉を飲み込む。彼女に悪あく態たいをついても仕方がない。

　佐伯さんも母も、女というのはよく知りもしないうちから相手のことを褒ほめて持ち上げることのできる生きものなのだろうな。

「で、どうだった？」

「どうって……あぁ」

　聞き返している途中で気がついた。

　つまりはこれは、昨日のお淑やか云うん々ぬんの話の続きだったわけだ。

「微妙にお淑やかとはちがう感じですね」

「むぅ」

　難しいなー、と腕を組み、首をひねる佐伯さん。

　まぁ、かわいくはあり、こういう落ち着いたかわいらしさも持っているのかと、僕もおおいに見み惚ほれたのは確かだ。

「君はこのためだけに、わざわざきたんですか？」

「それもあるけど、やっぱり一日も欠かさず毎日弓月くんと会いたいなぁと思って」

　そう言って彼女はふわりと微笑む。

　佐伯さんの裏もない、邪気もない笑顔が、僕の心を鷲わし摑づかみにする。

　そうか。明日には学園都市のアパートに戻って、また佐伯さんとひとつ屋根の下の日々がはじまるのか。

　結局、年末年始も僕のすべての中心は彼女だったな。
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　三学期初日の朝だった。

「グッモーニンッ！　弓ゆみ月づきくん、朝だよ。起きて」

　意識が限りなく覚かく醒せいに近づいている僕の耳に飛び込んできたのは、佐さ伯えきさんの声。

　身に染みついた習慣とは恐ろしいもので、昨日まで冬休みだったというのに、今日にはもう普段通りの起き床しよう時じ間かんに合わせて目が覚めはじめていたのだ。

　ぎし、という音とともにベッドのスプリングが軋きしむ。佐伯さんが体重をかけたのだろう。僕の体も少しだけ沈む。

　瞼まぶたを開ければ、彼女が上から覗のぞき込んでいた。

「……おはようございます」

「うん、おはよう」

　佐伯さんが笑う。

　懐なつかしいやり取りだった。

　冬休み中は起こされるまでもなく自分から起きていたし、時々遅くなって佐伯さんが声をかけにくることもあったが、実際のところむりに起きなくてはいけないわけでもないので、彼女もここまではしなかった。佐伯さんの声を時間の目安にしていただけ。

　僕が緩かん慢まんな動きで上体を起こすと、覆いかぶさるようにしていた佐伯さんが後ろに下がった。

「……眠い、ですね」

「だらしないなぁ」

　腰に手をやり、呆あきれた様子の佐伯さん。

　朝なのだから仕方がない。僕も寝起きは悪くないほうだが、それでも朝は眠い。特に今日は昨日までとちがい、時間的にも早いのだから。

「……そして、寒いです」

「リビング、エアコンつけてあるから。寒いならむしろ早く起きたほうがいいよ」

　そう言った佐伯さんは、上にはゆったりとしたフード付きのパーカーを着ているものの、足のほうはショートパンツだ。うっかりすると見み惚ほれてしまうほどすらりとした足が剝むき出だしになっている。寒くないのだろうか。

　彼女は、寒がる僕の様子に小さく笑い、部屋を出ていった。




　朝食前、

「そんな恰かつ好こうで寒くないんですか？」

　僕は何となく聞いてみた。

　ふたり用のダイニングテーブルについた僕の前には和風の朝食がひと通りそろっている。佐伯さんは最後となる自分のご飯を炊すい飯はん器きからよそっているところだ。

「これ？」

　彼女は足を後ろに跳ね上げるようにしてみせる。スリッパは床に残したまま。裸足はだしの足の裏が見えた。

「冬だからこそ足を出さないと」

「どういう発想ですか」

　ファッションのためなら多少の寒さも我慢する、といったところか。健康のためなら死んでもいいに通じるものがあるな。

　ご飯をついだ茶ちや碗わんをもって佐伯さんが席に着いた。いただきます、と一緒に食べはじめる。

「夏には隠してたわけでもないでしょうに」

「もちろん。夏は勝負に出ないと」

　佐伯さんは力を込めて言い切った。

「結局、夏も冬も一緒じゃないですか」

　目のやり場に困るような恰好で部屋中をうろうろされるこっちの身にもなってほしいものだ。

　僕はひとまず気持ちを落ち着かせてから、諭さとすように切り出す。

「家では多少ラフな恰好も目をつむりますが、外では気をつけてくださいよ」

　僕が心配してそう言うと、佐伯さんは意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「独り占めしたい？」

「……前ぜん言げん撤てつ回かい。家でも気をつけてください」

　家では無防備極まりないのだから。やはりこのあたりでしっかり注意しておいたほうがいいのかもしれない。

　すると佐伯さんは腕を組み、何やら考えはじめた。いったい今のどこに考える余地があったというのだろうか。

　やがて彼女は何か閃ひらめいたように、ぽん、と手を打った。




「たまに見えるのがいい！」

「君、日本語に不自由するほどアメリカ生活は長くなかったはずでしょう」




　彼女のたわごとは無視し、焼き鮭に箸はしを突き入れる。佐伯さんも食事を再開した。

「大丈夫、安心して。外じゃわたしは完かん璧ぺきに鉄壁。帝国の双璧です」

「だったらいいですけど」

　というか、帝国の双璧とは何なのだろうか。

「あ、いい機会だし、せっかくだから聞いとこう」

　ふと何かを思い出したらしい佐伯さん。

「何ですか？」

「弓月くん、ナマ足派？　それともストッキング派？」

「……そんなところで派閥や主義を主張した覚えはありませんよ」

　何を聞かれるのかと思えば、とてつもなくどうでもいいことだった。僕はきっぱりと言い切る。

「でも、好みくらいあるでしょ？　黒ストで、その向こうに見える下着は白がいいとか、黒がいいとか。あ、もしかして肌色ストッキングがいい？」

「……」

　詳しすぎて胸焼けがしそうだ。決して朝食中にする会話ではない。

「ありません」

　僕はきっぱりと言い切る。

　そもそもなぜあることが当たり前みたいな言い方なのだろう。
















「仮にあったとしても、君には関係のない話です」

「大アリじゃない」

　佐伯さんは心外そうに発音のボリュームを上げた。

「好みの恰好をしてほしいのとしてあげたいのとで……いわゆる戦せん略りやく的てき互ご恵けい関かん係けい？」

「たぶん使い方を間違っていますよ。それに君が戦略と言うと、罠わなに嵌はめられそうで怖いです」




「え？　弓月くんってこっちがわざわざ戦略とか立てなくても、勝手に罠でもなんでもないところに嵌まり込まない？」

「は？」




　認識に相違あり。

　寝耳に水だ。まさか僕がそんなふうに見られているとは思わなかった。

　軽くショックで、この後、僕は黙って朝食を食べ続けた。
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　そうして三学期最初の登校。

　当たり前のように佐伯さんと一緒に家を出て、学校へと向かう──のはいいのだが、こういう状況にすっかり慣れてしまって、もうぜんぜん疑問をもっていない自分がいるな。

　振り返ってみれば、学校がらみで佐伯さんとの接触を避けていたのは最初だけで、ぜんぜん長続きしなかったというのが正確なところだ。

　僕たちの通学路は、途中から学園都市の駅と水みずの森もり高校とを結ぶ道に合流する。

　多くの生徒が学校へ向かって歩いていて、その様子は長期の休み明けで気け怠だるげだったり、久しぶりにクラスメイトと会ってはしゃいでいたり、と様々だ。僕も佐伯さんも周りに知った顔はないようで、その流れに乗って学校へと向かった。

　そして、辿たどり着いた昇しよう降こう口ぐち。




「む……」




　それまで機嫌よく話をしていた佐伯さんが、いきなり言葉を途切れさせた。

　理由は前方、我がクラスの下げ駄た箱ばこ付近にあった。そこに宝ほう龍りゆうさん──宝龍美みゆきがいたのだ。上履きに履き替えるところのようだ。

「それじゃあね、弓月くん。また放課後」

　佐伯さんは何ごともなかったかのように──そう、宝龍さんなど見なかったかのように、体の向きを変え、自分のクラスの下駄箱へと向かった。今朝はここで別れるようだ。いつもならこの後も一緒に廊ろう下かを歩くことも多いのだが。

　もちろん、このやり取りは宝龍さんも見ていた。

「相変わらず嫌われてるようね」

　彼女は近づいてきた僕に声をかけてくる。

　僕は靴を履き替えながら答えた。

「そのようですね。でも、宝龍さんも佐伯さんのことはよく思っていないのでは？」

「そうね。少なからずそういうところはまだあるわね」

　このふたりはあまり仲がよくない。




　原因のひとつは、佐伯さんから宝龍さんへ。

　一昨年、かなりいいかげんな理由から宝龍さんが僕とつき合いはじめ、挙げ句、三ヶ月もたたないうちに別れたことだ。その際、スクールカースト的な力学により僕のほうに少々悪あく評ひようが立った。その誤解を解こうとしなかった宝龍さんを、佐伯さんはまだ赦ゆるしていない。




　もうひとつは、反対に宝龍さんから佐伯さんへ。

　去年の学園祭のころ、佐伯さんが情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになっていたことだ。そのとき宝龍さんは、周りを振り回す佐伯さんの態度に激怒し、手をあげそうにもなっている。そのしこりがまだ残っているのだろう。




　見事に双方向。




　上履きに足を突っ込んだ僕は、待ってくれていた宝龍さんとともに歩き出した。

「でも、そろそろ水に流すべき時期だとも思ってるわ」

　向こうがどう思ってるかは知らないけれど──と、宝龍さんはつけ加える。

　これには少しばかり驚いた。

　この、人の目を奪いながらも人を寄せつけない冷たい美び貌ぼうの持ち主は、その見た目の通り人に好かれる努力とも人を好きになる努力とも無む縁えんだと思っていた。好かれようが嫌われようが、本人は意に介かいさないのだとばかり。

「意外？」

　僕の心中を見透かしたかのように、宝龍さんは微苦笑する。

「これでもあの子には一目おいてるつもりなのよ」

「そうなんですか？」

　今度こそ僕は口に出して問い返していた。

　それは、常に周りから一歩引いて、世間を睥へい睨げいしているような宝龍美ゆきの台詞せりふとは思えなかった。

　しかし、実際、去年の文化祭のときには、佐伯さんのことを認めるような発言をしていた。本当に関係を改善したいと思っているのかもしれない。

「恭ゆき嗣つぐはあの子とああいう出会い方をしなかったら、今ごろどうなっていたと思う？」

　不意に彼女は問うてくる。

「そうですね。別にどうにもならなかったんじゃないでしょうか」




　学校においてはひかえめながらどこか華やかなものをもった佐伯さんに対して、僕のほうはというと多くの生徒の中に埋まい没ぼつする平々凡々な一介の男子生徒。多少悪評がついて回っていたものの、新入生にまで伝わるほどではないだろう。

　まず接点はなかったはずだ。

　一方、僕が彼女の噂うわさを聞く可能性は十分にあっただろうとは思う。事実、滝たき沢ざわは僕に、トップの成績で入試をパスした帰国子女の話題をもってきている。だけど、僕の性格では、そんな話わ題だい沸ふつ騰とうの新入生と自分は住む世界がちがうと思ったはずだ。彼女は僕とは無関係な人間だと。もし仮に、だ──何かの拍子に僕が彼女に好意を抱いたとしても、何のアクションも起こさなかっただろう。なぜなら佐伯さんの目には、僕は何ら特別なところのない、たくさんいる生徒のひとりとしか映っていないはずだから。




「恭嗣らしい分析ね」

　僕が自分の考えを簡かん潔けつに述べると、宝龍さんはそう小さく笑った。

「でも、あの子はぜんぜんちがうことを思ってるみたいよ」

「と言いますと？」

「前に言ってたのよ。こんな出会い方をしなかったとしても、この学校で恭嗣を見つけ出した。恭嗣を選んで声をかけただろうって」

「……」

　佐伯さんがそんなことを。僕には初耳の話だ。

「まぁ、言うだけなら簡単ですよ」

　特に佐伯さんには宝龍さんへの対抗心もあっただろうし。

「そうね。でも、残念だけど私はクラスや学年がちがっていたら、恭嗣には気がつかなかったかもしれない。あの日、たまたま恭嗣を見つけたから──」

　と、そこで宝龍さんは言葉を途切れさせた。己の失言に気づいたのだろう。

　僕はそれを聞かなかったことにする。

「兎とに角かく、自信のないことは言えないわ。その点、あの子は言い切った」

「佐伯さんらしいです」

　彼女ならもしかしたら本当に、と思わなくもなくて──僕は自然、笑みを浮かべていた。

　だが、それもすぐに消える。

「でも、僕は佐伯さんの目にとまるほどスペシャルな人間じゃありませんよ」

　もちろん、今の状況を偶然の産物だと否定するつもりはない。確かに知り合ったきっかけは偶然の重なりだけど、佐伯さんが僕が自分でも気づいていない僕の何かを見て好きになってくれたのも事実なのだろうと思う。

　僕が否定の言葉で断じてしまったせいで、話は途切れてしまった。

　しばらく互いに黙って廊下を歩いていたが、程なくして宝龍さんが口を開いた。

「恭嗣、少し雰囲気変わった？」

　訝いぶかしむように、そして、どこか心配するように宝龍さんは聞いてくる。

「そうですか？　自覚はありませんが」

　自覚はない。

　でも、そういうことがあってもおかしくはないとも思う。

　きっかけになり得るとしたら、あの人の死に立ち会ったことだろう。あの一件で僕は拭ぬぐうことのできない大きな後悔を抱えてしまったし、未いまだ自分を赦せないでいる。そんな僕の今の精神状態が、宝龍さんには感じ取れているのかもしれない。

「冬休みに何かあった？　……ああ、あの子と──」

「何もありませんよ」

　ぜんぜん感じ取っていなかったようだ。

　廊下で妙なことを口走られる前に、きっぱりと言っておく。

「あなたたち、一緒に住んでるわりには、よく何もなくすんでるわね」

「佐伯さんのお父さんとそういう約束をしたんですよ。高校生のうちは高校生らしいつき合い方をするというね。それを条件に今の状況を認めてもらっています」

「ふうん。まぁ、あの子、芯しんは強いみたいだけど、そういう部分はおとなしそうよね」

「……」

　そうでもないのだけどな。僕は今朝のやり取りを振り返りながら思う。

　無論、そんなことはいちいち言うつもりはないし、言えば最悪ぜんぜん約束を守れていないと指し弾だんされかねない。

　それにしても、佐伯さんは人によって印象が変わるようだ。両親の前ですら微妙に猫をかぶっているし。

　尤もっとも、誰しも大なり小なり場面場面で自分を使い分けるものだ。友達に見せる顔を親にも見せられるかというと、きっとそんなことはないだろう。逆もまた然しかり。目上の人間に対する礼れい儀ぎだって、ＴＰＯによる自分の使い分けだと言える。接する人間の種類によって印象が変わるのは、別に佐伯さんに限ったことではないだろう。

　歩く僕たちの前に教室の入り口が見えてきた。約二週間ぶりの教室だ。
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　学期の初日にやることなんてたかが知れている。

　寒空の下、グラウンドで始業式があり、教室に戻れば担任教師からの連絡事項。早急に決めないといけないことを決めれば、それで終わり。先生に明日からさっそく通常通りの授業だと言われて返すブーイングも予定調和で、ある種の恒こう例れい行ぎよう事じめいている。




　そして、放課後。

　終礼の後、廊下を見てみれば、待ってくれている佐伯さんの姿があった。

　手早く荷物をまとめ、僕が立ち上がろうとしたときだった。まるでそれを遮さえぎるようにして、僕の前にすっと宝龍さんが立った。




「恭嗣はもう十分待ってから帰りなさい」




「なんですか、いきなり」

「いいから」

　彼女はやんわりと、しかし、確たる意志をもって僕を制した。

　そうしてから踵きびすを返し──向かうは教室の出口。当然、佐伯さんと鉢はち合あわせし、二、三、言葉を交わした後、ふたりで歩き去っていった。宝龍さんが先を歩き、その背を佐伯さんが挑戦的に睨にらみつけながらついていった感じだ。

　心なしか校こう舎しや裏うらで決闘、といった雰囲気だったのだが……。

　とは言え、ふたりともそんな莫ば迦かなことをやらかす人間ではない。むしろどちらかと言えば、ここで心配している僕なんかよりもよっぽど聡そう明めいな部類の人間である。仕掛け人である宝龍さんには宝龍さんなりの考えがあるのだろうし、ここは彼女に任せておくことにしよう。

　僕は鞄かばんから文庫本を取り出した。

「ねぇ、弓月君。宝龍さん、佐伯さんと歩いていったみたいだけど、何かあったの？」

　そこで話しかけてきたのは雀すずめさんだった。

　彼女も何やら不穏なものを感じているのか、声のボリュームは落とし気味だ。

「さぁ、何か話でもあるんじゃないですか」

「一緒についていかなくていいの？」

　雀さんは心配げだ。それは委員長体質によるものなのか、それとも佐伯さんと宝龍さんの仲が良好でないことを知っているからなのか。

「だって、あのふたりって……まぁ、いいわ」

　彼女は何かを言いかけ、やめた。

「ナツコさんが気になる気持ちもわかりますが、残念ながら僕はここで十分待つように言われてるんですよ」

　その言いつけを破ったら、どんな目に遭わされるか。

　しかし、雀さんはいよいよ心配になっているのか、僕の「ナツコさん」にも気づかず、追うべきかどうかそわそわしている。

「そうだ、雀さん。時間つぶしにつき合ってください。確か鞄の中にカード麻雀マージヤンがあったはず……」

「出さなくていいですっ」

「では、天あま城ぎ越ごえを──」

「歌いませんっ。……もう知りません！」

　怒り心頭に発したのか、雀さんは踵を返し、どすどすと歩調も荒く去っていく。

　僕はそれを見送ってから、改めて本を読みはじめた。




　そうして読書で時間をつぶし、きっかり十分たってから席を立った。

　帰路は当然のように登校時の逆回転。

　駅への道からひとつ曲がれば、途端に下校する生徒の姿はなくなる。水の森の学校全体を見ても、ひとり暮らしをしている生徒などひと握り。多くの生徒は電車での通学だからだ。

　そして、その道を少し進んだところに、佐伯さんがいた。

　ガードパイプに体重をあずけるようにして立ち、つまらなそうに携帯電話ガラケーをいじっている。

　人の気配を感じたのか、顔を上げて僕の姿を認めると、むっとした顔になった。どうやら僕を待ってくれていたようだが……そんな顔を向けられてもな。

「先に帰っていればよかったのに。寒かったでしょう」

「……」

　佐伯さんは何も答えない。

　こうしていても仕方がないし、とりあえず歩き出してみれば、佐伯さんもちゃんと後をついてきた。やがて僕の横に並ぶと、彼女はぽつりとこぼす。

「もう、なんなのよ、あの美人すぎる留年生は」

「こらこら……」

　周りが気を遣って触れないようにしている部分に、これまた古い修飾語をつけてきたものだ。

「宝龍さんとどんな話をしたんですか？」

「別に、普通」

　佐伯さんは不ふ貞て腐くされたように、そう答える。

「普通に、普通の話をしただけ」

「そうですか。普通でしたか」

　どうやら宝龍さんはひとまず接し方を変えただけで、今すぐにクリティカルなターニングポイントをつくる気はないようだ。

「弓月くんは知ってたの？」

「ええ、まぁ、そういう気持ちはあるということは」

　ただ、さっそく行動に移したことは予想外だったが。

「宝龍さんも君と仲よくしたいと思ってるんですよ」

「わたしは別に、そんなこと……」

　佐伯さんはうつむいたまま言いかけるが、その声は途中で力なく途切れた。

　思っていない、と続くのだろうな。

　佐伯さんはまだ怒っている。宝龍さんを赦していない。自分ではなく、人のために怒ることができるのは彼女の美点のひとつではあるのだろうが、しかし、残念ながらそれは僕が望むものではないというのが正直なところだ。

　落胆しかけた僕の耳に佐伯さんのつぶやきが聞こえてきた。




「でも──このままでいいとも思わない、かな」




　思わず彼女の横顔に目をやる。

　佐伯さんも顔を上げて僕を見──笑った。

「だって、誰かをきらいなままでいるのって自分も疲れるから」

「そうですね」

　佐伯さんがそう思ってくれるなら、関係改善の希望は十分にありそうだ。

　彼女だってそろそろ水に流したいだろうし、以前の自分の態度を反省してもいるのだろう。佐伯さん自身が言った通り、誰かにマイナスの感情を抱き続けるというのは、思っている以上に自分に返ってくるものだ。

　そして何より──、

「そのほうが君らしいです」

　佐伯さんが人を嫌ったりしている姿は、あまりらしくない。

「弓月くんは？　どう思ってる？」

「僕ですか？　まぁ、知っている女の子ふたりが仲が悪いのは、僕としても寂さびしいものがありますね」

「ふーん」

　何やら訝しげに相づちを打つ佐伯さん。

「わかってる？　その女の子ふたりは、今の彼女ともとの彼女だってこと」

「ああ」

　と、僕はうめく。すっかり忘れていたな。

　思い返せば、雀さんもそれを言おうとしていたのかもしれない。

「宝龍さんとはかたちだけで何もなかったから、つき合っていたという自覚が薄いんですよ」

「……ま、別にいいけど」

　ぷい、とそっぽを向くみたいにして、佐伯さんは歩く速度を上げた。僕が二歩分ほどおいていかれる。が、すぐに彼女は振り返った。




「じゃあ、その分わたしとはいろいろやっちゃう？」




　いたずらっぽく笑って、そんなことを言う。

　僕は思わず黙り込んだ。

　もちろん、考えてしまったのではなく、呆れたのだ。

　僕はトオル氏と、高校生の間は高校生らしいつき合い方をすると約束した。だけど、その約束を積極的に破らせようと誘いかけてくる佐伯さんこそが、その最大の障害というのはいったいどういうことだろうか。
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　三学期は短い。

　冬休みが明けたばかりだと思って油断していると、気がついたら学年末考査が目の前だったなんてこともよくある話だ。

　今は夜。

　早くも学年末考査を意識しはじめた僕は、自室で勉強中だった。

　取りかかるは数学。だけど、どうにも解法に自信がもてない。やっていることは一年生の範囲なのだが。少し考えた末、僕はイスから立ち上がった。

　部屋を出る。

　と、リビングには勉強の合間の休きゆう憩けいなのか、佐伯さんがいた。

　彼女のタンクトップにオフショルダーのトレーナーというスタイルの部屋着は、リビングに空調が効いているからいいようなものの、見ている側にとっては少々寒そうに映った。

　そんな彼女は自分の座ざ椅い子すに腰を下ろし、マグカップでコーヒーを飲んでいる。いつも通りカフェオレだろう。もちろん僕のコーヒーを、などと言うつもりはない。なくなったらなくなったで、ひと声かけてくるだろうから。少なくとも一杯分は残っているはずだ。

　佐伯さんは部屋から出てきた僕を見て、「おー」とひと声。

　僕も何か返そうと思ったとき、テレビから新しいニュースが流れてきて、意識がそっちにいってしまった。なんでもどこかの資産家の若夫婦（と言ってもどちらも四十代だが）が不幸な交通事故で亡くなったのだとか。毎日のようにある、どこそこで殺人事件があったとか、与党と野党の思惑が云うん々ぬんとか、そういったニュースとはちがい、少し珍しい種類のものだったので、思わずふたりして見入ってしまった。

　しかし、意外にあっさり次のニュースに移ってしまうと、僕たちは呪じゆ縛ばくから解放されたかのようにテレビから目を離した。

「弓月くんも休憩？」

「あぁ、そうでした」

　言われて僕は用件を思い出す。

「いま使ってなければでいいのですが、少し数学の教科書を貸してもらえますか？」

「いいよ。ちょっと待ってて」

　そう快かい諾だくして立ち上がる佐伯さん。

　彼女のボトムスはショートパンツだった。相変わらず冬場とは思えない部屋着だ。自室のドアの向こうに消えた佐伯さんは、すぐに教科書を手に戻ってきた。

「はい」

　立ったままそれを僕に手渡し、またもとの位置におさまる。

「何かわからないこと？」

「そんなところです」

　佐伯さんがテーブルに身を乗り出すようにして聞いてくる。僕は彼女を見──そして、すぐに視線を戻して、受け取った教科書を開いた。

「何ならおしえてあげようか？」

「単なる確認ですから」

　僕は視線を下方向に頑なに固定したまま返す。

「残念」

　特に残念でもなさそうに、佐伯さん。

　やり取りはそれっきり。

　僕が目だけで佐伯さんを見ると、彼女は先ほどの体勢のままだった。動いた気配がなかったので、案の定だ。

　仕方なく僕は指摘する。

「佐伯さん、その服でそういう姿勢はやめてもらえますか」

「へ？」

　彼女は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　ゆったりとしたトレーナーの下のタンクトップはずいぶんと大胆に前が開いているようで、前屈みになるとかなり奥まで見えてしまう。

　ワンテンポ遅れてようやくそのことに気がついた佐伯さんは、胸の前を手で押さえながら飛とび退のくようにして身を引いた。

「……み、見た？」

　そのままでおそるおそる問うてくる。

「見てませんよ」

　最初の不ふ可か抗こう力りよくはあれど、少なくとも自発的には見ていない。

「……」

「……」

「見る？」

「見ません」

　間かん髪はつ入いれず答える。

「即そく答とうされると傷つくんですけどー？」

「知りませんよ、そんなこと」

　佐伯さん的には、ここは傷つくポイントなのか。

　僕の言葉に口をへの字に曲げていた佐伯さんだったが、急に何か思いついたのか「きらーん」とわざわざ自分で効果音をつけつつ、表情を明るく変えた。

　立ち上がるのももどかしい様子で、立て膝ひざのままテーブルを回り込んでくる。そして、最後には両手も床について、四よつん這ばいの姿勢で僕の顔を覗き込んだ。また胸もとが大きく開き、奥にある豊かなふくらみが見えそうになる。不ふ覚かくにも僕の視線は上下を行ったりきたりしてしまった。

　そんな僕におかまいなしに──いや、むしろ手ごたえありとばかりに、佐伯さんは切り出した。

「ね、久しぶりにしようか？」

「何をですか、何を」

「もー、わかってるくせにー」

　少し顔を赤くし、照れているらしい佐伯さんは、肘ひじで僕を小突いてくる。

「わかりませんし、何もしません」

　僕は彼女から体ごと顔を背け、再び教科書に向かった。隣から「む……」と不満げな声が聞こえたが、無視。

　しかし、その直後だった。

　ページをめくっていた僕の手首が、がしっ、と摑つかまれた。

「……何ですか、これ」

「あ、いや、触ってしまえば弓月くんもその気になるかなと思って」

　しれっとそんなことを言う。

「冗談じゃない、やめてください」

「因ちなみに、わたしはすでにその気です。あと、例の如ごとくノーブラです」

「知りませんと言ってるでしょう。後者については、例の如くそうだとは思っていましたが」

　僕は咄とつ嗟さに腕を引こうとしたが、佐伯さんは手首を摑んだままはなさない。

「ぐ……」

「む……」

　そのとき傍はた目めには、僕たちはただ単に睨み合っているように見えただろう。だけど実際には、佐伯さんは僕の手を引き寄せようとし、僕は１ミリたりとも動くまいと腕に力を込め、ぐぐぐぐ……、と静かに熾し烈れつな争いを繰り広げていたのだった。

　その壮絶に不毛な戦いの終了のゴングは、テーブルの上から聞こえた電子音だった。

　ふたりしてそちらを見れば、そこには佐伯さんの携帯電話が。鳴り続けるメロディは、どうやら音声通話の着信を告つげているようだ。

「もぅ、いいところだったのに」

　佐伯さんは文句をひとつ吐はき出し、体を起こして端末を手に取った。……いいところ、だったか？

「あ、もしもし？　久しぶりー」

　佐伯さんらしい明るい声で電話に応じる彼女。

　誰だろうか、相手は。久しぶりということは学校の友達ではなさそうではある。まぁ、僕が気にするようなことではないが。

「今？　うん、大丈夫。どうしたの？」

　そうして彼女は騒そう々ぞうしく自分の部屋に消えていった。

　ひとりになったリビングで、僕はほっと胸を撫なで下ろす。……まったく、佐伯さんときたら。

　これでようやく落ち着いて本来の目的を果たせる。僕は三度教科書へと目を落とした。自信がなかったところをひとつひとつ丁てい寧ねいに確認していく。

　と、程なくして佐伯さんが戻ってきた。長電話になるだろうと思っていたのだが、意外だった。

「友達だった」

「そのようですね」

　彼女はいつもの場所に腰を下ろす。

「アメリカの学校で仲がよかった子でね。今、日本に帰ってきてるから、近いうちに会おうって」

「帰ってきてる、ということは日本人の女の子ですか？」

　なるほど。会う予定が立つなら長々と電話で話す必要はないな。

「ん？」

　しかし、僕の何気なく発した問いに、佐伯さんは妙なリアクションを見せた。

　それからなぜか少し考え──、




「えっと、日本人の……男の子？」




　言いにくそうに紡つむいだ言葉は疑問形。

　それを聞いた僕の中に複雑な思いがよぎる。

「……そうですか、男ですか」

　僕はようやくの思いで、それだけを口にした。

　教科書に視線を落とす。

「気になる？」

「……別に」

　顔を上げず、答える。

「ふうん、聞かないんだ。どんな関係だったか」

「友達でしょう？」

「今はね」

「……」

　つまり、前はそうではなかったということか？

「まぁ、君にだって友達以上に仲のよかった異性もいたでしょうから──」

「弓月くんに宝龍さんがいたように？」

「……」

　あれ？　これはもしや、暗に僕が責められているのだろうか？

　僕はそこで再び顔を上げた。

「弓月くんだって黙ってたんだから、これでおあいこだと思うなー」

　佐伯さんはあぐらをかくような恰好で座椅子の背もたれに体をあずけ、拗すねたように、それでいてどこか僕を責めるように言う。

「いや、あのときは君に言う必要はないと思っていただけで……」

「じゃあ、今は？」

　と、身を乗り出してくる佐伯さん。今度は先ほどの失敗を踏まえてか、手で胸もとを押さえている。

「もちろん、ちゃんと言いますよ。尤も、もう語るべきものはありませんが」

「ほんとに～？」

　それはどちらで疑われているのだろう？　また隠しごとをすると思われているのか、それともまだ隠しごとがあると思われているのか。

「本当です」

　どちらにせよ噓うそ偽りはないつもりだ。

「ふうん」

　佐伯さんは、微妙に疑わしげな響きを含ませながらそう返事をすると、またもとの位置に収まった。

　そして、少しだけ間をあけてから、あっけらかんとしてこう言ったのだった。




「ごめん、うそ」




「はい？」

　思わず素っ頓狂な声を上げる僕。

「いったいなんで……？」

「そりゃあ、宝龍さんとのことがあるからじゃないかなー」

「……」

　僕が思っていた以上に根にもたれているようだ。

　もしかしたら、去年の文化祭以降、宝龍さんのほうからじょじょに歩み寄る素振りを見せているので、佐伯さんの戸と惑まどいがこういうかたちになって表れているのかもしれない。

「面倒くさい女の子だと思った？」

「いえ、別に……」

　正直、そう思わないこともない。

　そう言葉を濁す僕に、佐伯さんはびしりと言う。




「面倒くさくない女の子なんていません」




「……」

　それは過去の偉い人じんが辿り着いた真理だったりするのだろうか。おそろしく納得できる言葉だった。

「安心して、今も昔も単に仲のいい友達だから」

「そうですか」

「でね──」

　と、佐伯さん。

　話しぶりからすると、ここからが本題のようだ。

「その子、日本にある実家がここから遠いの。ひと晩泊めてあげてもいい？」

　僕はそのお伺いにしばし考える。

　思い出すは先日、自らが言った言葉。




『知っている女の子ふたりが仲が悪いのは、僕としても寂しいものがありますね』
















　そう言った手前、僕はできませんでは示しがつかない。僕も努力すべきか。それに一年ぶりなら積もる話もあるだろうし、時間はいくらでもほしいにちがいない。

「わかりました。いいですよ」

「ほんと！　じゃあ、いいって返事しとくね」

　どうやら僕にも関わってくることだから、そこは保留にしていたようだ。

　佐伯さんは笑顔で立ち上がると、さっそく携帯電話を持って部屋に戻っていった。と思ったらすぐにまたドアが開き、彼女が顔だけを出した。

　そして、ひと言。




「あ、そうだ。友達、女の子だから」




「……」

「やったね、弓月くん。ひと晩女の子ふたりとひとつ屋根の下だね！」

　ひやかすように言うと、佐伯さんは再びドアの向こうに消えた。

　なるほど。そこから噓だったのか……。
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　問題の日はその週の週末、土曜日だった。

　朝、目覚めた瞬間覚える違和感。

　いったい何かと考えれば、僕がこうして目覚めたこと自体がその正体だった。

　いつもなら朝の微睡まどろみの中、佐伯さんの声で起こされるのに、今日はそれがない。どうしたのだろう。僕はベッドを降り、パジャマ代わりのスウェットのまま部屋を出た。さすがに二月の朝だ。寒い。

　リビングとキッチンは照明が点ついておらず、薄暗い。当然カーテンも閉まったまま。空気は一晩の間にすっかり冷え切って、フローリングから底冷えのしそうな冷れい気きが伝わってくる。つまるところ、佐伯さんはまだ起きていないということか。

「佐伯さん、起きてますか？」

　彼女の部屋のドアをノックし、声をかけてみる。が、返事なし。どうしたものかと思案しつつ、いくつかの可能性を考えてみる。

　ひとつは単なる寝坊。

　ひとつは起きられないほど体調が悪いという事態。

　そして最後に、そもそもこのドアの向こうに彼女がいないという可能性。

「……っ」

　それを考えた瞬間、胸が詰まった。……もう何ヶ月も前のことなのに、まだ引きずっているのか、僕は。情けない。

　このままこうしていても埒らちが明かない。僕は意を決し、中に踏み入ることにした。

「入りますよ」

　再度ノック。その後、声をかけてドアを開ける。

　中はリビングと同じだった。部屋の照明は消えたままで、カーテンを貫いて入ってくる薄明かりに包まれている。目が慣れてくれば、ベッドの上に人ひとり分の布団ふとんの盛り上がりが確認でき、僕はほっと胸を撫で下ろした。

「佐伯さん、朝ですよ。起きてください」

　ドアの脇にあるスイッチで部屋の照明を点け、声をかける。

「うぅん……」

　佐伯さんは悩ましげな声を絞り出しながら、寝返りを打った。が、次の瞬間、動きがぴたりと止まり──、

「え、朝!?　噓！　ホント!?」

　遅おそ蒔まきながら何を言われたのか理解したのだろう、布団を跳はね除のけ、飛び起きた。

「……」

「……」

　僕の返事を待つ佐伯さんと、絶ぜつ句くする僕。

　結果、沈黙。




「うわ、寒っ」

「……そりゃあその恰好ですからね」




　思い出したように身み震ぶるいする佐伯さんに、僕は声を絞り出した。

　すっかり忘れていた。佐伯さんは寝るときには多くを身に着けない主義だった。

　ベッドの上で体を起こした彼女は、白いシルク地のパジャマを着ていたが、寝乱れていて非常にきわどい。ぎりぎり隠れている感じだ。しかも、ボトムスのほうは穿はいていなかった。足の間に見える下着は、あまりに刺激的な黒。透き通るように滑らかな肌とパジャマの白に対するコントラストがまぶしい。

　佐伯さんは固まる僕を見て、ようやく自分の姿に気がついたらしい。僕が顔を背けるのと、彼女が慌ててパジャマの裾すそを引っ張って隠すのが同時だった。

　この場合、なんて恰好をと責めるのは当然お門かど違ちがいで、彼女のテリトリィに踏み込んだ僕が悪いのだろうな。

　そこで佐伯さんは面白い玩具おもちやを見つけたかのように笑った──気がした。

「因ちなみに、フロントはハイカット。バックも２分の１カットなので、ヒップにキュッて感じです」

「そんな詳細情報はけっこうです！　早く起きないと僕が勝手にわけのわからない朝食を作りますよ」

　僕は脱だつ兎との如く部屋を飛び出て、乱暴にドアを閉めた。




　ふたりそろって盛大に寝過ごしたわけではないので、そこまで切せつ羽ぱ詰つまった朝あさ模も様ようにはならなかった。今日が土曜で、弁当がいらないのも大きい。影響らしい影響といえば、少々朝食が簡素になったくらいか。とは言え、要領のいい佐伯さんのやることなので、それでも朝の栄養補給には十分だった。

「今日ですよね？」

「うん、そう」

　佐伯さんはバターを塗ったトーストから口を離してそう答えた。

　もちろん、彼女がアメリカにいたころの友人が遊びにくる件だ。佐伯さんに会いにきて、ついでに泊まっていくのだという。

「一いちノの宮みやで待ち合わせて、そのあと一緒にこっちに帰ってくる予定」

「そうですか」

　それが無難だろう。

　一ノ宮は人は多いが、わかりやすい待ち合わせスポットが多い。人と会うにはそこそこ適している。学園都市の駅は改札口がひとつしかなくて、待ち合わせに失敗しようがないのだが、反面、遊ぶ場所もない。

「あ、お昼は向こうで食べてくるつもりだから、悪いけど弓月くん、ひとりでテキトーに食べてくれる？」

「了解です」

　それくらいならどうということはない。たまには自分で自分の食事くらい作らないと、せっかくの料理スキルが腐ってしまう。

「ところで、君たちが帰ってきたら、僕はどうしましょうか？　いないほうがいいですか？」

「んー？」

　と、佐伯さんはしばし考え、

「別にそれでもいいけど、早いか遅いかのちがいだと思うなー。夜には会うことになるんだし」

「……それもそうですね」

　佐伯さんは見抜いている。彼女の友達が遊びにきて、あまつさえひと晩泊まっていくことに、僕が気後れしているのを。佐伯さんのいる生活にはすっかり慣れてしまったが、だからと言ってもうひとり増えても一緒というわけではないのだ。

　とは言え、往おう生じよう際ぎわ悪わるく家を出ていたとしても、それは佐伯さんの言う通り単なる一時しのぎにしかならないのも確かだ。

「すみません。明日まで実家に──」

「ダーメ」

　佐伯さんは僕の言葉を遮って、きっぱり言った。

「言ったでしょ？　友達、弓月くんにも会いたいって言ってるって」

「そうでしたね……」

　彼女は僕という同居人がいることをすでに友達に言ってあり、相手も僕に会いたいらしい。酔すい狂きような。まぁ、それだけ佐伯さんと仲がいいということなのだろう。それとも彼女に相応ふさわしい男かどうか、見定めようという魂こん胆たんか。

「未来の旦だん那な様だって挨あい拶さつする？」

「そんな自己紹介はしません」

　きっぱり断っておく。

　そこで会話が途切れた。お互いいつもより遅いことを意識して、早く食べないといけないと思っていたのかもしれない。

　が、しばし続いた沈黙を破って、佐伯さんが再び口を開いた。

「それにしても楽しみ。会うの久しぶりだから」

　懐かしさに頰ほおを緩める。

「昨日の夜も電話で遅くまで話しちゃった」

「それが理由でしたか。今朝の寝坊は」

　僕がそう言うと、佐伯さんは誤ご魔ま化かすように苦笑いを浮かべた。

　いったいどんな子なのだろうな、佐伯さんの友達というのは。
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　学校には特に遅刻することなく間に合った。

「じゃあ、今日は先に帰ってるから」

　そう言う佐伯さんと校舎の二階で別れ、僕はそのまま廊下を進んで教室に入る。

「朝から憂ゆう鬱うつそうな顔をしてるわね」

　机の上に制鞄を置き、イスに腰を下ろした僕に宝龍美ゆきが近づいてきた。

「おはようございます、宝龍さん」

「おはよう」

　僕の挨拶に応こたえてから彼女は、まだ登校していない矢や神がみの席に座り、問うてくる。

「何か気になることでもあるの？」

「……いえ、別に」

「って顔じゃないわね。単純に知り合ってからの月日なら、あの子より私のほうが長いのよ？　わからないと思って？」

「……」

　宝龍さんの観察力には頭が下がるな。それともそれだけ僕の顔がわかりやすく何かを訴えかけているのか。

「本当に何もありませんよ」

「じゃあ、今日これから何かあるのね」

「……佐伯さんのアメリカ時代の友達が遊びにくるんです」

　彼女のあまりの鋭さに観念し、僕は正直にそう話した。

「ふうん。……それって男？　女？」

「当然、女の子ですよ」

「よかったじゃない。男じゃなくて」

　宝龍さんはあっけらかんとして言う。こちらの気も知らないで。

「別に男でも気にしませんよ」

「昔つき合っていた男だったら？」

　からかうように問いを重ねる宝龍さん。

「考えるに値しませんね。過去に異性とつき合っていたことがあるなんて、一度も聞いたことがありません」

　しかし、僕はそれを鼻で笑い飛ばす。

「そう。でも、まだ言っていないだけという可能性もあるんじゃない？」

「……」

　まさか。でも、佐伯さんはあの通り、なぜ僕なんかのそばにいるのかわからないほどのルックスだ。そういう過去があってもおかしくはないだろうし、もしあったとしても許容すべきだろう。

　思わず考え込んでしまった僕を見て、宝龍さんが笑い出す。

「恭嗣、ずいぶんとかわいい性格になったわね」

「……もう何とでも言ってください」

　彼女には敵かなう気がしない。尤も、そもそもからして僕が太た刀ち打うちできる女性なんてほとんどいないに等しいのだが、とりわけ宝龍さんには天地がひっくり返っても勝てない気がする。

「で、何が問題なの？」

「泊まっていくんですよ」

「いいじゃない。女の子ふたりと、ひと晩ひとつ屋根の下よ」

　奇しくも佐伯さんと同じ表現だった

「僕がその状況を喜べるほど図太い性格だと思いますか？」

「ないわね」

「でしょう？」

　そうきっぱり言われると複雑なものがあるが、自他ともに認める事実なのでどうしようもない。

「どんな子なの？」

「聞いてません」

　別に聞いてもいいのだが、言葉で表現されてもピンとくる気がしなかったので聞いていない。

　と、そこでようやく宝龍さんが座る席の主が登校してきた。

「おはよう」

　矢神である。

「おはようございます」

「おはよう。……こっちもまた憂鬱そうな顔をしているわね」

　宝龍さんは席を立ちながら、そんな感想をもらした。

　見れば確かに彼は、朝もまだ一時間目の授業の前だというのに、憂鬱そうというか、どこかうんざりしたような顔をしている。人によっては朝がいちばん気が重いということもあるだろうが、矢神は学校がいやでいやでたまらないといった種類の人間ではなかったはずだ。

「宮みや崎ざきさんに捕まってたんだ……」

「宮崎？」

　誰だろう？　と思って記憶の糸を手た繰ぐり寄よせれば──すぐに去年の文化祭の日、宝龍さんにからんできた上級生がそんな名前だったことを思い出した。

「あの宮崎さんですか？　彼女がどうかしたんですか？」

「うん、まぁ、ちょっと……」

　言いにくそうに口ごもる矢神。

　だが、無む情じようにも宝龍さんが横から口をはさんできた。

「このところサインをねだられているのよね、宮崎さんに」

「サイン？　あぁ、そういうことですか」

　矢神はもともと書いた短編小説が文芸誌に掲載されるような小説家の端はしくれだったのだが、この冬、ついに彼が書き上げた長編小説が一冊の書籍として刊行されたのだ。名実ともに小説家である。

　宮崎さんはきっと、その矢神にサインをねだっているのだろう。話はだいたいわかった。ついでに矢神の登校が僕以上に遅かった理由もわかった。わかったのだが──、

「宮崎さんってそういう人なんですか？」

　僕は宝龍さんに尋たずねる。そこが気になる点だ。

「確か二年に上がったときに文系に進んだはずよ。それなりに読書家でもあったわね」

「なるほど」

　もともとそういう素地のあった宮崎さんは、同じ学校にいる高校生作家の存在を知り、試しに読んでみたところファンになったということか。

「書いてあげればいいじゃないですか、サインくらい。ミザリーさんへって」

「宮崎さんだよ。怖いこと言わないでよ」

　矢神は泣きそうだった。

　それにしても、あの勝かち気きそうな面おも立だちをした宮崎さんが、このおとなしい眼鏡の男子生徒を追いかけ回している図はなかなか微笑ほほえましくある。

「書けないよ、そんなの」

「書けないんですか？」

「うん。自分のサインなんて用意してないからね」

　あっさりと、矢神。

「せっかく本を出したんですから、この機にいつでもサインを書けるようにしておいたらどうですか？」

「うーん……浮かれてサインを用意しても、次の作品が出せなかったり書く機会がなかったりしたら恰好悪いと思うんだ」

　そういうものなのだろうか。

　これは矢神の謙けん虚きよさ故のものか、それともそれだけ業界の中での浮き沈みが激しいのか、僕には判はんじ難がたいところだ。

「宝龍さん、どうにかならないかな？」

　いよいよ困っているのか、矢神は宝龍さんに助けを求めた。

「わかったわ。今度言っておく」

「ありがとう」

　ほっと胸を撫で下ろす矢神。

　この様子を見るに、相当参っていたのだろう。

「それにしても、私の周りの男どもは贅ぜい沢たくな悩みで頭を抱えているわね」

　宝龍さんが呆れたようにため息を吐ついた。

　かたや女の子が泊まりにくると憂鬱になり、かたや女の子に追いかけ回されてうんざりしている。確かに彼女の目には贅沢なことで悩んでいるように見えるのだろう。

　もちろん、矢神は僕のほうの事情など知る由もなく、首を傾かしげていた。
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　本日の授業が終わり、帰宅したのが十二時半ごろ。

　昨夜の残りのご飯にレトルトのカレーをあけて昼食とした。美う味まい。僕の料理スキルはまだ腐ってはいなかったようだ。……もっとちゃんとしたものを作ろうとしないあたり、もうすでに腐りつつあるか。

　食後にはリビングでコーヒーを飲みながら、滝沢が押しつけていったコミックスに目を通す。が、残念ながらあまり集中できなくて、途中で放ほうり出してしまった。彼が持ってくる作品は今のところハズレがないから、これもたぶん面白いのだろう。でも、どうやら僕自身、今は読書のできる精神状態ではないらしい。

　読む本を変えてみようかと思った。幸いにして、手もとには矢神先生の本がある。滅びた超古代文明の遺産オーパーツを巡る現代人の戦いを描いた伝奇ものだ。だけど、きっと同じ結果になるにちがいない。

　ふと壁掛け時計を見ると、その針は午後三時を指していた。

　佐伯さんは今ごろどうしているだろうか。たぶんとっくに友達と合流して、昼食もすませていることだろう。一緒にこっちに帰ってくると言っていたが、それはいつごろなのだろう。早めに戻ってくるのか、さんざん遊んでからなのか。

「……」

　しまったな。それくらいの行動予定は聞いておくべきだった。

　そのあたりの不透明さに気がついてしまうと、急に落ち着かなくなってしまった。僕は立ち上がると、自室に戻った。外出着に着替え、コートを羽は織おる。夕方まで外で時間を潰そう。いつ帰ってくるのかと家で待っているよりは、外をぶらぶらしていたほうが気がまぎれるというものだ。

　躊躇ためらいもなく冬の空の下に出る。

　ところが、だ。

　とりあえず駅のほうへと足を向け、タイル張りの駅前広場に差しかかったとき、ちょうど帰ってきた佐伯さんとばったり鉢合わせしてしまった。意外と早かったな。

　声は聞こえないが、「おー」といった調子で手を上げる佐伯さん。

　その隣には彼女の友達と思おぼしき人物もいて──僕はそのふたりづれの姿にぎょっとした。佐伯さんとともに歩く人物が男だったからだ。……ちょっと待て。つれてくるのは女友達という話ではなかったか？　背や体格は佐伯さんとあまり変わらない。しかし、彼女の横を歩く人物はゆったりとしたジーンズにスタジャンという、少年の恰好をしていた。

　まさか女の子だというのも噓で、やはり男友達だったのだろうか？

　やがてお互いの顔がしっかりとわかる距離まできてみれば、

（つまり浜はま中なか君の逆バージョンか……）

　納得した。

　確かに女の子だった。ただ、やや中性的な容姿で、今みたいに少年のようなファッションを好んで着るような子らしい。
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　駆け寄ってきたのは佐伯さんではなく、その隣にいた人物のほうだった。

　佐伯さんの友人であるという彼女は、僕を見つけるなり地を蹴けり、駆け出した。佐伯さんが驚いたような顔をしているので、彼女にとっても予想外だったのだろう。

　彼女は僕の目の前で、両足で着地するようにしてストップした。

「キミが、ユキ？」

「ユ、ユキ……？」

　僕のことか？

　僕は思わず、助けを求めるように佐伯さんを見る。追いついてきた彼女は複雑な表情をしていた。きっと誰に対してもこういう接し方なのだろう。

「過去にそう呼ばれたことはありませんが、たぶん僕で間違いないですね」

「ふうん、そっか」

　彼女はスタジャンのポケットに両手を突っ込んだまま、僕の顔を覗きこんでくる。

　肩にかけたデイパックひとつの軽装備。ざっくり切っただけの短めの髪。そういうところは少年っぽいが、こうして改めて間近でみると、容姿はやはり女の子だった。見るからにやわらかそうな肌の質感や長い睫まつ毛げは、男にはないものがある。

「佐伯さん、そろそろ紹介してくれますか」

　彼女の視線に耐えかねて、僕は佐伯さんにお願いする。

「あ、うん。そうだね。えっと、この子がアメリカにいたときの友達で──」

「ボク、燿あき。芳よし木き燿」

　佐伯さんの言葉に割って入り、彼女は自ら名乗った。……ボク、ときたか。アメリカ育ちと関係しているのか、実に型にはまらない話し方だ。

　こちらに手を差し出してくる。

「よろしく」

「弓月恭嗣です」

　僕はその手を握り返し、握手に応じた。

　背が佐伯さんと同じくらいなだけに、小さな手だった。そして、やはり女の子だ。とてもやわらかい。その感触に僕は少しばかり驚いて、すぐに手を引いた。おかげで握手の時間はおそらく平均的なものより短くなっただろう。

「えっと、芳木さんは──」

「ダメ」

　話しかけた僕の言葉を、彼女は否定の言葉で遮った。




「ユキはボクのことをアキって呼ぶの。そうじゃないと話をしてあげない」




　その言葉を態度で示すかのように、彼女はぷいと顔を背けた。

「いや、でも、初対面で呼び捨てというのも……」

「じゃあ、『ちゃん』でも『君』でも、好きなのをつけていいよ」

　彼女は再びこちらを向き、何かを期待するような顔を見せる。

「でも、『芳木さん』はダメ。ボクもユキのことは『ユキ』って呼ぶから」

「で、では、『アキ君』で……」

　さすがにいきなり呼び捨てや『アキちゃん』などとは呼べない。それにどうもこの少年っぽさは『ちゃん』という感じではない。

「そっか。ユキはそれを選ぶんだね。いいよ、それで。……で、なに？」

「いえ、もういいです」

　彼女──アキ君は話の続きを促してきたが、僕はそう返した。今のやり取りでどうでもよくなった、というか、何を言おうとしたのか忘れてしまったのだ。

「こんなところで立ち話もなんですから、家に戻りましょうか」

　何も好き好んで寒空の下にいることもない。

　僕はさっそく駅えき舎しやとは反対方向に体を向けた。

「あれ？　どこか出かけるんじゃなかったの？」

　が、その僕に佐伯さんが問う。

　痛い指摘だ。

　確かに僕はそのつもりで出てきた。佐伯さんたちがどこで何をやっているか、いつ帰ってくるのかわからなくて、落ち着かなかったからだ。家でひたすら待っているよりは気が楽だろうという考え。だが、こうして彼女たちと合流してしまえば、むりに出かける必要はない。

　とりあえず最初の難関であるファーストコンタクトは、いささか衝撃的で呆あつ気けにとられたものの、無事終了したのだ。

「……いえ。どうせたいした用事じゃありませんから」

「あ、そうなんだ」

　佐伯さんはいちおうの納得を得たらしく、三人で歩き出す。

「今からユキとキリカの家に行くの？」

　僕の左横に並ぶアキ君は、腕をからませられるほどの至近距離から、僕の顔を覗き込みながら聞いてきた。──このパーソナルスペースの狭さは桜さくら井いさんに似ている。浜中君要素に加え、桜井さん要素まで持っていたか。

　あまりにも近い距離に多少焦あせりながら僕は答える。

「そうですよ」

「キリカとユキの家ってどんなの？」

「どんなのって、まぁ、普通ですよね？」

　僕はアキ君とは反対側にいる佐伯さんに同意を求める。

「かな？」

　と、彼女。

　普段からそんなことを考えたことがないから自信はないが、たぶん普通の家のはずだ。尤も、高校生の男女がふたりで住んでいるという時点で普通ではないという話もあるが、それは住んでいる人間の側の問題で、家自体は変なところはない。

「普通、か。そっか。でも、楽しみだな。……そうだ、ユキってキリカの彼氏なんだよね？」

「いちおう」

「いちおう、じゃなくてっ」

　佐伯さんから体当たりを喰くらう。

「訂正。まぎれもなくそうです」

　そんな僕らを見てか、アキ君は小さく笑う。

「いいよね、そういうの」

　そして、満足げにそう言い、納得するようにうなずいた。
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「おじゃましまーす」

　僕と佐伯さんに続いてアキ君が玄関を上がり、彼女は佐伯さんが出した来客用スリッパに足を突っ込んだ。三人連なってリビングに這は入いると、「わあ」と彼女は歓かん声せいを上げた。別に普通のリビングだと思うのだが。

「ゆっくりしてください」と言おうとしたが、やめた。今日のホストは僕ではない。アキ君は僕にも会ってみたいと言っていたようだが、それでも主役は佐伯さんだ。アキ君への接客は彼女に任せよう。すでに目的を果たしている以上、僕がつきっきりでいる必要はどこにもなく、最悪、後は自室に籠こもっていてもいいわけだ。

「ユキー。ボク、ユキのコーヒーが飲みたい」

「……」

　いいはずなのだがな……。

「キリカがね、自慢してたんだよ。自分の彼氏が淹いれたコーヒーはすっごく美お味いしいんだって」

　僕は佐伯さんを見る。

「噓じゃないでしょ？」

「まぁ、いいですけどね」

　彼女は僕のことを、ちゃんと彼氏だと紹介してくれていたらしい。そこは悪い気はしない。

「というわけで──ユキ、コーヒー淹れてー」

「わたしも飲みたーい」

　佐伯さんは自分の座椅子に座り、アキ君はその向かい──つまり僕の座椅子に腰を下ろして、ふたりで騒ぎ立てる。まるで佐伯さんがふたりになったようだ。どうやら浜中君、桜井さんに加え、佐伯さん要素まで持っていたようだ。……なんだ、この生き物は。キメラか。

　とは言え、どうにも子どもっぽいアキ君には悪い感情はない。

「はいはい。わかりました。少し待っててください」

　僕は脱いだ上着を部屋に放り込んでから、キッチンへと向かった。

　僕が淹れるコーヒーは、ぶっちゃけた話、家庭用のコーヒーメーカーでどれだけ美味しいコーヒーを作れるかを突き詰めただけで、特に何か手間暇かけてやっているわけではない。横おう着ちやくの極みだ。

　まぁ、喜んでくれるならそれでいいのだが。




　アキ君は今日初めて会った僕に対しても、まるで長年の友達のように接してくる。基本的に人懐っこい性格なのだろう。

「アキ、わたしの部屋いこ。ほら、向こうの話も聞きたいし」

　そんな中、コーヒーがなくなったころ、佐伯さんがそう言い出した。立ち上がり、アキ君の腕を引っ張る。

「そう？　わかった。じゃあ、ユキ、また後でね」

「ええ。積もる話もあるでしょうから。ごゆっくり」

　ふたりがドアの向こうに消えると、僕ひとりがリビングに残された。

　急に寂しくなったが、仕方あるまい。そりゃあ僕がいては気を遣ってしまって、思い出話や海の向こうの話もしにくいだろう。

　僕も遅れて立ち上がると、テーブルの上に残っていたマグカップをまとめてキッチンへと持っていった。軽く洗って戻ってくる。

「……」

　自然、僕の目は佐伯さんの部屋のドアに向いた。

　ふたりでいったいどんな話をしているのだろうな。気にならないと言えば噓で、やはりアメリカにいたころの佐伯さんについて聞きたい気持ちはある。それに結局アキ君は女の子だったが、だからと言って友達以上に仲がよかった男がいた可能性だってまだあるのだ。

「案外気にしてるか……」

　己を客観的に見て、つぶやく。

　宝龍さんにはたびたび佐伯さんの過去の交友関係は気にならないと言っているが、十分気にしている自分がいるな。

　これ以上は考えず、学年末考査に向けて勉強でもしよう。




　そうして部屋に戻り、勉強をはじめて一時間ほどがたったころだった。

　再びコーヒーが飲みたくなって部屋を出る。と、佐伯さんの部屋のドアの向こうから声が聞こえた。

「ユキー、ユキー」

　アキ君の声だ。僕を呼んでるのか？

　そして、次の瞬間、彼女が飛び出してきた。

「あ、ユキ。見て見てー」

　タイミングよくそこにいた僕を見つけ、嬉しそうに笑顔を見せる。続いて佐伯さんがそれを追いかけるようにして出てきた。

「似合う？」

　手を広げてみせるアキ君は、水の森高校の制服を着ていた。もちろん、佐伯さんのものだろう。

　僕は思わず目を丸くする。

　そして、驚きのあまり感想を後回しにし、佐伯さんに問うた。

「……何です、これ？」

「いやー、着てみたいっていうから……」

　と、苦笑しながら、佐伯さん。

「うん、アメリカじゃこういうのないから貸してもらったんだ。キリカは似合うって言ってくれた。ユキはどうかな？」

　僕は改めてアキ君を見る。

　佐伯さんと背丈や体格がたいして変わらないアキ君には、彼女の制服はぴったりだったようだ。そして、赤いチェック柄のスカートの制服は、見ようによってはまるでどこかのアイドルグループの一員のようにも見える。

　素直によく似合っていた。

「あれ？　ダメ？」

　僕が感想を口に出すのを躊躇っていると、そのうちアキ君はそんなことを言ってくるりと回ってみせた。

　遠心力に従ってスカートが浮き上がる。

「わ……」

　アキ君もそれに気がついたのか、一回転し終えると同時にスカートを手で押さえ、ぺたりと床に座り込んだ。軌跡としては螺ら旋せんだろうか。

　彼女はこちらを見、赤い顔で何をか訴えてくる。さすがに何を言いたいかわかった。

「大丈夫です。見えてませんよ」

　僕が座椅子に座っていたら危なかったかもしれないが。

「あ、でも、そっか。別に見えてもいいのか。ユキだし」

「よくありません。どういう理屈ですか」

　いくら少年っぽいとはいえ、こうしてスカートを穿いていたらどこからどう見ても女の子だ。

「はいはい。じゃあ、さっさと部屋に帰りましょうね、アキちゃん」

「じゃあねー、ユキ」

　結局、アキ君は手を振りながら、佐伯さんに引きずられるようにして部屋に連れ戻されていった。
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　冬は陽ひが暮れるのが早い。

　駅前で佐伯さんたちと合流し、家に帰ってきたときには三時半だったのだから、そうでなくても窓の外が暗くなるのなんてあっという間だ。

「今日は泊まっていくんですよね？」

　リビングのテーブルを囲んで九十度写した位置に座っているアキ君に、僕は尋ねた。

　彼女は、今は当然制服ではなく、もとの自分の服に戻っている。だからなのか、フローリングに敷いた座布団の上であぐらをかいていた。女の子としては行ぎよう儀ぎが悪いが、彼女の少年のような容姿と振る舞いのせいか、あまりそうは感じない。

「うん、そのつもり。……いい？」

「あれ？　確か佐伯さんはいいって言ったはずでは？」

　最初に会うことが決まった後、すぐにそこもそういう話になっていたはずだ。

　その佐伯さんは、今はキッチンで夕食の準備をしている。僕と、料理のできないアキ君は、雛ひな鳥どりよろしく食事が運ばれてくるのを待っている状態である。

「うん、言った。キリカはね。でも、ここはユキの家でもあるんでしょ？　だったら、ユキにも聞いとかないと。ユキもいい？」

　アキ君が斜め前から僕の顔を覗き込んでくる。

「あぁ、それなら大丈夫です。佐伯さんは僕に確認した上で言っていますから。どうぞ遠えん慮りよなく泊まっていってください」

「ほんと!?　わーい。ユキ、大好き！」

「となると、問題は寝る場所ですね」

　後半は聞かなかったことにして、当面の問題について考える。この家に誰かを泊めるのは初めてだ。いちおう来客用の布団はあって、日中に干しておいたので、いつでも使える状態だ。後はそれをどこに敷くかだな。




「あ、ボク、ユキと一緒でいいよ」

「ダメに決まってるでしょう」




　思わず喰い気味に答えていた。

「細いからシングルでも邪魔にならないと思うけど？　それでもダメ？」

「そういう問題じゃありません」

　僕は佐伯さんを見た。別にやましいことをしているような気分になって、彼女の目を気にしているわけでは決してない。助けを求めているのだ。このあまりにも性別がボーダーレスな子をどうにかしてくれないだろうか。

　しかし、佐伯さんはキッチンで揚げ物でもしているらしく、こちらのやり取りなどまったく耳に入っていない様子だ。……まぁ、聞こえていなくてよかったと思わなくもないが。

「たまにはキリカ以外も抱きしめて寝たくない？」

「たまにも何も、普段からそんなことはしてません」

　なんだろう。今、男として少々情けない台詞を吐いたような気がするな。

「そうなんだ。キリカとユキって恋人なんだよね？」

「そうですが、いろいろと事情があるんです。……とりあえず、君は佐伯さんと一緒に寝てください」

　最初からこの一択しかなかったはずなのに、この結論に至るまでにずいぶんと時間がかかったな。

「キリカと？　うーん、キリカとかぁ。それってまずくないかぁ？」

　ところが、なぜかアキ君には何かが引っかかるらしく、あぐらをかいたままで腕を組み、天井を見ながら考え込む。

　僕とならいいのだろうか？

　性別がボーダーレスなのか何なのか、本当によくわからない子だな。

「わかった。じゃあ、キリカの部屋に布団を敷いて寝る」

「……もうそこは佐伯さんとふたりで決めてください」

　僕は投げやりになって答えた。

　兎に角、僕の部屋でなければいい。後は好きにしてくれ。




「おまたせー」

　程なくして佐伯さんの弾はずむような声が聞こえてきた。どうやら出来上がったらしい。

「悪いけど、そっちに運んでくれる？」

　普段僕と佐伯さんが食事をしているダイニングのテーブルは二人用。三人では食べられないので、僕とアキ君も協力して料理をリビングに運ぶ。

　テーブルの上に展開されたのは、鶏とりのから揚げを中心にしたメニューだった。

　料理は普段よりもいくぶんか豪華だろうか。しかし、それもさることながら、それよりも僕と佐伯さん以外の人間がいて、リビングで食事をするというのがなかなか新鮮だった。

「わあ、キリカ、すごいね」

　アキ君が感嘆の声を上げる。

「まーねー。もともと料理は得意だったけど、この一年主婦をやって、さらに腕を上げたから」

　それを受けて佐伯さんが得意げに胸を張る。

　主婦というところに少々指摘を入れたい気持ちがあったが、今はやめておこう。わざわざ水を差すこともないし、下手をしたら自分に返ってきそうだ。

「ボクは全然だなぁ。……ユキは？」

「僕だってそこそこできますよ」

　普段はほとんど佐伯さんにまかせっきり、というか、さっぱりやらせてもらっていないが、ひとり暮らしをするにあたってそれなりに料理の仕方は覚えた。

　それは興味深いとばかりに、そこで口をはさんできたのが佐伯さんだ。

「へー。因みに、今日のお昼はひとりで何を作って食べたのかなー？　何かのときのために置いてあったレトルトのカレーがひとつ減っていたように思うけどー？」

「……」

　ほら、さっそく返ってきた。

　横ではアキ君が可お笑かしそうにケラケラと笑っている。

「じゃあ、今度はユキがキリカのために料理を作らないとね」

　確かに汚お名めい返へん上じようのためにそうしたいところ。しかし、佐伯さんと比べられるとひとたまりもないのも確かだ。
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　それは夕食後しばらくしてのことだった。

「お風ふ呂ろいつでも入れるけど、誰から入る？」

　風呂の準備をしていた佐伯さんが、戻ってくるなり僕らにそう告げた。

「佐伯さんからどうぞ」

「わたしはもう少し片づけがあるから」

　用意をした彼女から入るのが妥だ当とうかと思って順番を譲ったのだが、そう言ってあっさり辞退されてしまった。

　それならばと、僕はアキ君へと顔を向ける。

「よかったらアキ君からどうぞ」

「じゃあ、ユキからだね」

　僕とアキ君の声がほぼかぶった。

　ふたりして顔を見合わせる。

　すると、今度はアキ君がおもむろに考え込みはじめ、やがて何かを思いついたように、ぽん、と手を打った。

　いやな予感がする。




「ユキ、一緒に入ろう！」

「お断りします」




　予想通りだったので、間髪入れず答えた。

　目をぱちくりさせるアキ君。

　それから一転して笑顔を見せる。

「ふたり一緒だと窮屈だもんね」

「……」

　決してそういう問題ではない。

「じゃあ、お言葉に甘えて、先に入らせてもらおっかな」

　アキ君は僕の困惑をよそにそう言うと、立ち上がって佐伯さんの部屋に入っていく。程なく戻ってきた彼女は簡単な着替えを抱えていた。リビングを横切り、廊下へと消えていく。僕と佐伯さんは、何となく彼女の動きを目で追っていた。

　そのアキ君が再びひょっこり顔を出した。

「気が変わったら後から入ってきてくれたらいいから」

「変わりません」

　僕はぴしゃりと言い返した。

「アキ！」

　そして、目を三角にしているのは佐伯さんだ。それを見てアキ君は飛ぶように逃げていった。

「もぅ」

　佐伯さんは腰に手を当て、頰をふくらませながら彼女を見送った。

「さて、じゃあ、わたしは後片づけをすませてしまおうかな」

　アキ君が帰ってこないのを確認してから、彼女はキッチンへと向かった。

　食器などは食後すぐに洗ってあったが、まだ水切り籠かごに残ったままだ。それを片づけなくてはいけない。僕も佐伯さんも、お互い最初はひとり暮らしの予定だったから、食器洗い機などという文明の利器は用意していない。果たして、ふたりという人数は食洗機を導入すべきラインなのだろうか。

　そんなことを考えていると、廊下からアキ君の声が聞こえてきた。

「ユキー、ユキー。シャンプーないよー」

「……」

　なぜ僕を呼ぶのだろうな。普通、佐伯さんだろうに。

　しかし、キッチンでカチャカチャと食器を片づけている佐伯さんには、彼女の声は届いていない様子。

「佐伯さん、シャンプーがないそうですよ」

「え？　あ、そう言えばそうだった。わたしが入るときに新しいのを出すつもりで、ほったらかしにしてたんだった」

　僕が中継してアキ君の声を届けると、佐伯さんははっとする。

「手が離せないようでしたら、僕が行きましょうか？」

「ほっほーう。いい度胸よのぅ。自分の彼女を差し置いて、別の女の子のお風呂を覗きたいとぬかすか」

「冗談ですよ。本気にしないでください」

　半笑いが逆に怖い。

「覗くならわたしにしてください。一緒のお風呂もオッケーです」

　と、一方的に勝手なことを言って、佐伯さんは風呂場に向かった。

　口は禍わざわいの元とはよく言ったものだ。ちょっと冗談を言っただけなのに、すっかりそういう趣しゆ味みのある人間になってしまった。

　しばらくすると、用を終えたらしい佐伯さんが戻ってきた。食器の片づけも終わっていたようで、そのまま座椅子に腰を下ろす。

「ふー、一段落」

「お疲れ様です」

　労ねぎらいの言葉をかけつつも、我ながらえらそうだと思う。

　佐伯さんも一年ぶりに会った友人と積もる話もあるはずなのに、結局こうしていつも通りの家事をさせてしまっている。こういうときくらい僕がやるべきだろうに。家事スキルが腐るだけならまだしも、気遣いの心まで腐らせそうだ。

「それにしても、変わった子ですね」

　彼女が人心地ついたところで、僕は現時点での感想を口にした。

「アキ？　うん、まー、そうかな」

　佐伯さんは苦笑する。

「前からあんな感じなんですか」

「うん、そう。服で言えばツーウェイっていうか、リバーシブルっていうか」

　よくわからない表現だな。

　とは言え、変わった子であることは佐伯さんも認めるところのようだ。

「ところで、ひとつ聞いてもいいですか？」

　僕はタイミングをはかるように、そう切り出した。

「君、過去に異性とつき合っていたことはあるんですか？」

「……気になる？」

　僕が少しばかり覚悟を決めて問うと、佐伯さんはどこか勝ち誇ったように聞き返してきた。

「まぁ、そうですね。気になります」

　ここまできたらもう誤魔化す意味はないだろう。僕は素直に答える。

　僕と出会う前の佐伯さんには、僕の知らない佐伯さんがあるということはわかっていた。理解だけはしていた。だけど今回、アキ君の出現によってそのことを改めて突きつけられたような気がしたのだ。

　佐伯さんは先日言っていた。

『今も昔も単に仲のいい友達だから』と──。

　しかし、それはあくまでもアキ君──芳木耀のことであって、交際相手がいたことを否定するものではない。

「そっか。気になるかー」

　うんうん、と満足げにうなずく佐伯さん。

「で、どうなんです？」

「ここで残念なお知らせです」

　殊こと更さら明るく告げてきた佐伯さんの言葉に、僕はどきっとする。

　彼女はめいっぱい溜ためてから口を開いた。




「なんとわたし、年齢イコール彼氏いない歴でーす」




「……」

　まぁ、確かに佐伯さんからしたら残念なお知らせになるのだろうな。

「ん？　『でした』のほうが正しいのかな？　今は弓月くんがいるし」

「かもしれませんね」

　すっかり拍子抜けしてしまった僕は、その些さ細さいな表現の差は実にどうでもよく、呆れながら投げやりに相づちを打った。

「安心した？」

「安心？」

　問う佐伯さんに、僕は鸚鵡おうむ返がえし。

　改めて己を顧みる。

「気にはなっていましたが、安心とはちがう気がしますね。安心したなんて言うと、まるで僕が佐伯さんに異性とつき合った経験があることを許容できないみたいです」

　そこまで狭きよう量りようではないつもりだ。

「どちらかと言うと、またひとつ佐伯さんについて知ったことのほうが大きいですね」

「そっか」

　佐伯さんは嬉しそうに微笑む。

「じゃあ、気になることがあったら何でも聞いて。わたしも弓月くんには隠しごとはしたくないから。今日は何色？　とか。あと、こういうのがいいとかもアリです」

「何の話ですか」

　思わずテーブルに突っ伏しそうになる。

　僕としては真ま面じ目めに話をしていたつもりなのだが、気がつけばいつもの佐伯さん節になっていた。

「あー、気持ちよかった」

　その後、佐伯さんとどうでもいいような話をつらつらとしていると、アキ君が風呂から上がってきた。

　意外と早かったな。女の子だから長風呂かと思ったのだが。

「夫婦水入らず？」

　アキ君はリビングで向かい合って座る僕と佐伯さんを見て「お」と声を上げると、そんなことを言った。

「夫婦ではありませんけどね」

　振り返れば、彼女は英字のロゴの入った丈の長いＴシャツ姿だった。Ｔシャツワンピースというやつだろうか。見える範囲ではボトムスは確認できず、シャツの裾から素肌が剝き出しの足が伸びている。ショートパンツでも穿いているのだろう。

「ん？　どうしたの、ユキ。あ、もしかして気になる？」

　僕の視線に気づいたらしいアキ君。

　なかなか勘がいい。

「安心していいよ。ちゃんと穿いてるから」

　と、どこかの芸人みたいなことを言って、シャツの裾をめくって見せてくれる。




　穿いていなかった。

　見えたのはショートパンツの類ではなく、水色の小さなショーツだった。




「見せなくていいですっ」

「アキ！」

　僕が悲鳴じみた抗議の声を上げるのと、佐伯さんが威い嚇かくするような声を上げるのが同時だった。

「えー、ちゃんと穿いてるのに」

　ふたり分の非難の声を受けて、口を尖とがらせるアキ君。

　どうやら同じ『穿いている』でも、僕とアキ君の間には『何を』の部分に致命的な差があったようだ。

　もうこうなるとジェンダーフリーだとか性別がバリアフリーだとかいうより、単にフリーダムなだけに思えてきたな。さすが佐伯さんの友達、なんて言うと彼女に怒られそうではあるが。

　アキ君が座布団の上に腰を下ろした。

　どうやらまたあぐらをかいているようだ。なぜその恰好でそんな座り方をするか。このテーブルがガラストップでなくてよかったと思う。
















「ユキも入ってきたら？」

　こちらの気も知らず、アキ君がそう言ってくる。

「僕はもっと後で入りますよ」

　何というか、女の子のすぐ後というのも少々抵抗があるのだ。

　そのあたりは当然、佐伯さんとふたりでも変わらなくて、彼女のすぐ後に入ったことはほとんどない。反対に佐伯さんも僕に続いて風呂に入ることはあまりないので、案外同じようなことを思っているのかもしれない。

「でも、ボク、もう寝るよ？」

「けっこう早寝ですね」

　なぜ『でも』なのかよくわからないまま、そう聞き返した。

　時刻は午後九時を回ったところ。平均的な高校生ならまだ普通に起きているような時間だ。

「うん、時差ボケでね。昼間もそこそこ眠かったんだけど、そろそろ限界みたい」

「それは大変ですね」

　なるほど。時差ボケか。

　海外旅行の経験のある友人に聞いたが、時差ボケは数日くらいでは修正できなくて、個人差もあるだろうが、現地の時間に慣れるのにだいたい一週間から十日くらいはかかるそうだ。旅行はもちろんのこと、短期のホームステイでも、結局時差ボケが直らないまま日本に帰ってくることになるようだ。

　アキ君も帰国して一週間くらい。日中は佐伯さんとの一年ぶりの再会でテンションが上がっていたが、ここにきて限界がきたということか。

「僕や佐伯さんのことは気にせず、眠たかったら寝てくれていいですよ」




「一緒に寝るって約束したじゃない」

「してません」




　今日一日で似たようなやり取りを何度かしたせいか、間髪入れず答えつつも、僕は実に冷静に彼女の言葉を訂正した。

　しかし、このやり取りが聞き捨てならなかったのは佐伯さんだ。

「したの!?」

「してませんよ」

　何を聞いていたのだろう。一部だけを切り取って脊せき髄ずい反はん射しやで怒らず、もっと内容をちゃんと聞いてほしいものだ。

　次第に混迷の度を深めていく状況の中、アキ君のいる夜は更ふけていくのだった。
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　翌日曜日の朝。

　僕は佐伯さんとはちがう声に起こされた。




「グッモーニン、ユキ！」




　誰だ、と思って目を開ければ、そこには長めの髪を無む造ぞう作さにざっくり切っただけのような、少年みたいな女の子がいた。

「うわあ！」

　見慣れぬ顔に驚き、僕は弾かれるように体を起こした。相手もそれに合わせて咄嗟に飛び退く。

　誰かと思えば、アキ君だった。

「びっくりさせないでくださいよ……」

「びっくりしたのはこっち」

　アキ君は腰に手を当て、頰を膨らませる。

「すみません。寝起きで頭が回っていなかったようです」

　そう言えばアキ君が遊びにきているのだったな。

　改めて彼女を見れば、ボトムスは昨日と同じジーンズだったが、トップスは別のものに変わっていた。どうやらあの軽そうなバッグには、ちゃんとひと通りの着替えが入っていたようだ。そういうところはやはり女の子だな。

「おはようございます、アキ君」

「うん、おはよう」

　改めて朝の挨拶。

「アキ君が起こしにきてくれたんですか？」

「うん、そう」

　と、なぜか得意げにうなずくアキ君。

「佐伯さんはどうしました？」

「キリカなら朝ごはんの用意。だから、代わりに頼まれたの」

　そして、彼女はそう言うと、ベッドの端に腰を下ろした。ぎし、とスプリングが軋む。男の部屋に入ってきて、あまつさえそのベッドに座るとは、冷静に考えればなかなか迂う闊かつな行動である。

「よく寝られましたか？」

「んー、そこそこ？　昨日は時差ボケで眠いとか言っていたけど、結局キリカの部屋で遅くまで話し込んでて、いつの間にか寝落ちしてた」

　アキ君は苦笑する。

　しかし、見たところ眠そうには見えないので、時間は短くともよく眠れたのだろう。朝から元気なところも佐伯さんとよく似ている。

「ユキはいつもはキリカに起こしてもらってるの？」

「ええ。それが習慣になってますね」

　別に目覚まし代わりに起こしてくれと頼んだわけではないのだが、ここでの生活がはじまって早々にそれが当たり前になってしまったのだ。これでも佐伯さんに頼りっきりにしているつもりはないし、自分でもちゃんと目覚ましはセットしている。……そう言えば、時計は壊れたままだったな。

「そっか。いいなぁ、キリカは。ユキを毎日起こせて」

「それ、羨うらやましがるところですか？」

　さすがに佐伯さんも楽しくてこんなことをやっているのではないだろう。単に朝の習慣、或あるいは、放っておくと朝食がいつまでも片づかないから、僕を叩たたき起こしているのではなかろうか。

「うん、羨ましい」

　アキ君はきっぱりと言う。

「ユキを起こすのって、なんだか楽しいしね。だから、ユキとの思い出がまたひとつできたかな」

　そして、嬉しそうに笑った。

　別に僕との思い出はどうでもいいと思うのだがな。アキ君が会いにきたのは佐伯さんであって、僕はあくまでもおまけのつもりだ。僕がたまたま同どう棲せいしていたからこんなことになっているが、別々に住む普通の彼氏だったら昨日の時点で終わっている。

「さ、ほら、そろそろ起きないと。キリカばっかりにやらせることになるよ。ボク、手伝ってくるから、ユキも早く着替えて出てきて」

　そうしてアキ君はベッドから立ち上がると、部屋を出ていった。




　着替えてリビングへ出ていくと、彼女が言っていた意味がわかった。

　一日たったからといってダイニングのテーブルが広がるわけではない。三人で一緒に食事をしようと思ったら、昨夜の夕食に引き続き朝食もリビングのテーブルを使うしかないのだ。

　僕が出ていくと、ちょうどふたりでせっせとキッチンからリビングへ、三人分の朝食を運んでいる最中だった。

「あ、おはよう、弓月くん」

「おはようございます」

　僕を見て佐伯さんが声をかけてくる。

「もうすぐ用意ができるから、もうちょっと待ってて」

　何か手伝うべきかと思っていたら、先にそんなことを言われてしまった。どうやら僕の出る幕はないようで、先に顔を洗って戻ってくると、そのときには佐伯さんが言った通り朝食の準備はすっかり整っていた。

　やはりリビングのテーブルで、三人でとる食事は賑にぎやかで新鮮だった。
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　食後、一段落すると、僕は自室に戻った。

　ドアを一枚隔てたリビングからは、少女ふたりの楽しげな声が聞こえてくる。話の内容まではわからないが、時に声をひそめたり、時に大笑いしたりと、いろんな話題で盛り上がっているようだ。

　うるさいとは思わない。むしろ軽快な音楽を聴いているような心地で、それをＢＧＭに僕は勉強をしていた。

「ユキー、ユキー」

　不意に声。アキ君が僕を呼んでいるようだ。

　僕はシャーペンを置き、イスから腰を上げた。やれやれ。また何か用か──と思いつつも、僕の頰は少々緩んでいた。

「どうかしましたか？」

　出ていくと、佐伯さんとアキ君がテーブルに向かい合って座っていた。アキ君は僕の座椅子を使っている。

　その彼女が僕を見上げながら言った。

「お昼が近いよ」

「あぁ、本当ですね」

　時計を見れば十一時半といったところ。心地よい音楽をバックに調子よく勉強していたら、いつの間にかけっこう時間がたっていたようだ。

「お昼はどうするの？」

「それは何が食べたいかという質問ですか？」

　続くアキ君の問いにかすかな違和感を覚え、聞き返す。




「ううん。お昼は何を作ってくれるのかなって聞いてるの」




「はい？」

　思わず間の抜けた声を上げていた。

「僕が作るんですか？」

「うん、そう」

　アキ君が当然とばかりに、大きくうなずく。

「そこそこできるんだよね？」

　と、これは佐伯さん。

「ま、まぁ……」

「ほら、たまにはキリカに作ってあげないと」

　今度はアキ君だ。

「いや、しかし、いきなり言われてもですね。君たちが何を食べたいか聞いていませんし……」

「あ、わたしたちは何でもいいから」

「そうそう。ユキの得意なのでいいよ」

　佐伯さんとアキ君は包容力あふれることを言ってくれる。……僕の得意料理？　そんなものあっただろうか？

「それに準備もしていませんし……」

「あ、足りないものがあったら買ってくるよ。キリカが」

「……そこは自分で行け、コノヤロウ」

　次なる言い訳にはコントが返ってきた。このあたりのことを知らないアキ君ひとりに買いものをさせるわけにはいかないだろう。後で駅の周りを案内しようか。

　期待に満ちた視線がふたり分、僕に突き刺さる。

「……すみません。正直、自信がないです」

　が、ついに観念し、そう白しろ旗はたを上げた。

　思うに僕の料理スキルは一人用、自分用なのだ。ひとり暮らしをするために身につけた技術であって、決して人に振る舞うためのものではない。だから、佐伯さんやアキ君を満足させる料理となると、たぶんそのハードルは高すぎて越えられないだろう。

「もー、仕方ないなぁ、ユキは。じゃあ、今度またボクがきたときでいいよ」

　アキ君がケラケラと笑う。きっと最初から僕を困らせるためにやっていたことであって、期待はしていなかったにちがいない。

「……腕を磨いておきます」

「うん。期待してる」

　本当にそんな日がくるのかはわからないが、いつかくるかもしれないその日のために、どうやら僕は彼女たちを満足させる料理を出せるようにならなくてはいけないらしい。

　それってバリスタに料理人になれと言っているようなものではないだろうか。




　そうして昼どきとなった。

　本日のお昼の献立はオムライス。佐伯さんが何かとよく作るオムライスだ。

　しかし、出てきたそれはどこか不恰好で、チキンライスを包む卵もところどころ破れている。佐伯さんにしては失敗作だな、と思ったところでピンときた。

「アキ君が作ったんですか？」

「あったりー。キリカにおしえてもらいながら作ったんだ。……食べて食べて」

　なるほど。アキ君はさっそく料理に挑戦したのか。こうなると僕だっていつまでもコーヒー専門職人ではいられないだろう。

　アキ君のオムライスは見た目が悪くても、佐伯さんがレクチャーしただけあって、味には問題はなかった。
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　アキ君は午後の早い時間には帰るのだという。

　なので、昼食を食べた後、少し休んでからさっそく家を出た。学園都市の駅前を案内するためだ。

　駅の周辺には特にこれといったものはない。駅舎があり、駅前広場があり、ショッピングセンターがあり──そのショッピングセンターには、専門店街や飲食店街がある。ごく普通の駅前の風景。

　ただ、よく整備されている。景観を重視してデザインされている学園都市の中心だけあって、ちゃんとそれに相応しいものになっているのだ。駅舎は洒落しやれた作りになっているし、駅前広場はタイル敷きで、イベントが行えるよう客席も設けられている。

　おかげでゴールデンウィークに案内したゆーみにも好評だったし、アキ君も気に入ってくれた。




　そうして今、僕たちはアキ君との別れを惜おしんでいた。

　とは言え、何時何分に乗らないといけないような列車があるわけでもないので、さっきから改札前のコンコースでずっと無駄話をしている。電車はもうすでに二、三本見逃しただろうか。

「アキ君はまたアメリカですか？」

「うん、そう。キリカのところとちがって、うちはまだしばらくいることになるかな」

　ひと口に海外勤務と言っても、企業や業種、業務の内容によっていろいろあるのだろう。佐伯家のトオル氏は二年ですんだようだが、アキ君の父上はじっくり腰を据えて取りかかる仕事をされているにちがいない。

「でね、ユキ。どうだった、ボク」

「何がですか？」

　質問の意い図とがわからず、僕は問い返す。

「ユキって男の子みたいな女の子のほうがいいみたいだから、ボクはどうだったのかなって」

「いいも何も、君みたいなのは初めてですよ」

　アキ君は僕の周りにはいないタイプだ。

　宝龍さんはあの通り年上の女性らしい人だし、雀さんは融通の利かない委員長タイプだが、それ以外は普通の女の子だ。桜井さんにいたっては絵に描いたように女の子女の子している。

　と、そこで僕はあることに気づく。




「君、もしかしてわざとやってたんですか？」

「わざとっていうか、そっちのほうのボクを使ってただけ？」




「……」

　僕は呆気にとられ、説明を求めて佐伯さんを見た。

「うん。前からそういうところはあったかな。男の子にまじってバスケットボールをしてたり、女の子と一緒におしゃべりをしてたり」

　なるほど。それが佐伯さんの言っていた『リバーシブル』や『ツーウェイ』という表現なのだろう。

　つまりアキ君は自分を使い分けられるのだ。少年っぽい女の子と、たぶん女の子らしい女の子を。もしかしたらもっとあるのかもしれない。そして、彼女はそれを僕に選択させた。

　たぶん分岐は昨日、最初に会ったときに「では、『アキ君』で」と言ったことか。あのときに芳木燿は今のアキ君として振る舞うことを決めたのだろう。

「あれ？　ダメだった？」

　僕の沈黙を別の意味に捉えたのか、アキ君は的外れに首を傾げる。

「今度はもっと女の子らしくいこうかな」

「やっぱりできるんですか？」

　僕の中ではすっかり『アキ君』が定着してしまったので、どこか怖いもの見たさで聞いてしまった。

「うん、できるよ」

　大きくうなずくアキ君。

　そして、おもむろに彼女は、すっ、と僕との距離を詰めてきた。その動きはあまりにも自然で、逃げようという考えすら頭に思い浮かばなかった。そうして抱き合うくらい密着した状態から、こちらの腰に両腕を回してきた。

　そして、わずかに頰を赤くして、囁ささやくように言う。




「昨日、わたしの……見たでしょ。……えっち」




「ッ!?」

　あまりの火力に心臓が止まるかと思った。

　さらに砲ほう火かは続く。

「じゃあ、今度キリカに内緒で、わたしと──」

「ていっ」

　さらにアキ君が何かを言おうとしたが、しかし、そこに佐伯さんが割って入り、僕たちを強引に引き剝はがした。

「アーキー！」

　目を三角にしてアキ君を睨む。

「やだなぁ、キリカ。冗談だってば」

「でも、実際どうなのでしょうね」

　佐伯さんがエキサイトしないうちに、僕は口をはさむ。

「正直、成功していたとは言い切れない気がします」

「え？　どういうこと？」

　思いがけない言葉だったのか、アキ君がきょとんとする。

「確かにやっていることは男みたいでしたが、それでもやっぱりアキ君は女の子にしか見えませんでしたから」

　一緒にお風呂に入るだの寝るだのは、たぶん疑似的な少年──同性同士のつもりで言っていたのだろうが、むしろそれは逆にアキ君が女の子であることを意識させられるものばかりだった。

　そういうのは小学生や中学に上がったばかりの、まだ性別が曖あい昧まいなころなら通用したのだろう。だけど、高校一年生、もう間もなく二年生に上がろうかという少女にはむりだ。実際、僕が小学生のころの同級生に、男子と一緒にサッカーボールを蹴っているような女の子がいたが、中学に上がって制服のスカートを穿けば、やはり彼女も女の子だったんだなと思ったものだ。

「え？　あ、そ、そうなんだ……。あははは……」

　アキ君は僕の指摘に目を数回瞬かせ──それから自分の頰を両の掌てのひらで挟み込むと、乾いた笑いをもらした。たぶん振り返ってみて恥ずかしくなったのだろう。

「そ、それじゃあボク、ものすごく変な女の子みたい……」

「……」

　僕の目にはそれ以外の何ものでもなかったが。

「じゃ、じゃあ、ボク、もう行くね」

「え？」

「いきなりですね」

　唐とう突とつな宣言に、僕と佐伯さんが戸惑いの声を上げる。

「だって……。

　ユキが変なこと言うから」

「僕のせいですか……」

　勝手に自爆しただけのような気もするが。

「じゃあね、ふたりとも」

　そう言うとアキ君はあらかじめ買ってあった切きつ符ぷを自動改札機に通し、その向こうへとくぐり抜ける。

　それからこちらに振り返った。




「ボクの大好きなキリカとユキは、ずっとふたり一緒にいなきゃダメだからね。そしたらボクは、いっぺんにふたりに会いにこれるから」




　最後にそう言い残し、意外にもあっさりとプラットホームへ上がるエスカレータに乗って消えた。

　きたときと同じゆったりとしたデニムのロングパンツにスタジャンのスタイルで、デイパックひとつ引ひっ提さげて。自分のことは『ボク』。──そんな変わった女の子は帰っていった。

「わたしもやっぱり『ユキくん』って呼ぼうかなぁ」

　アキ君を見送った後、佐伯さんはふと思いついたようにそんなことを言った。

　そう言えば、文化祭のときに試しに愛あい称しようで呼び合ったことがあったな。

「あんなふうに呼ばれたのは、佐伯さん以外には初めてですね」

「弓月くんって、どこまでいっても『弓月くん』って感じだもんね」

　確かに愛称で呼ばれることの少ない人間ではあるな。

　そう考えるとどうやら僕には、僕のことを親しみを込めて呼んでくれる友人がひとり増えたようだ。あっさりしたさよならバイバイは、きっと「じゃあ、またね」とイコールなのだろう。
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　三月に入り、三学期の終了、ひいては僕の高校二年生という期間の終了が間近となってきた。

　これはそんなある日、ある朝のひとコマ。

　朝食後、食事の後片づけを終えた佐さ伯えきさんは、今は洗せん濯たくの最中。かすれたような甘い声で機嫌よく歌いながら、脱だつ衣い場じようとベランダを往復している。学校が近いから平均的な高校生よりも余裕があるとはいえ、短い時間の中で要領よく家事をこなしていく。

　一方、僕はというとそれらを佐伯さんに任せ、リビングの座ざ椅い子すでコーヒーを飲んでいた。ただし、決してのんびりといった調子ではなく、堂どう々どう巡めぐりのような考えごとをしている。ここ最近ずっとだ。

「君は毎日楽しそうですね」

「それはもう」

　佐伯さんは迷いなくうなずいた。

「未来は希望に満ちてるから」

「そうですね」

　彼女の返事に僕は笑いながら同意したつもりだったが、それはどこかぎこちなくて、苦笑めいたものになってしまっていた。

　本当にそうならいいと思う。

　僕は先日、あの人からカフェの権利を譲り受け、高校卒業と同時に休業中のその店をこの手で再開させることに決めた。もちろん、ただのコーヒー好きなだけの素人しろうとが、決意だけではじめられるほど簡単なことだとは思っていない。

　今は身近な人間から少しずつその話をしている最中だ。いずれは僕のそう広くない人脈を頼りに、現実的な計画を立てていかなくてはいけない。考えれば考えるほど不安だけが募っていく。

「わたしもさ、弓ゆみ月づきくんが卒業したら一緒に学校をやめよっかな」

　洗濯ものを干し終え、空の籠かごを抱えた佐伯さんが言う。

　僕がその現実的な計画とやらを実行に移したとき、そばにいるのは彼女だ。僕は曖あい昧まいな言葉ながら、すでにその申し入れを佐伯さんにしている。

「学校に行きながらじゃ十分に手伝えないでしょ？」

「いいえ、君にもちゃんと高校を卒業してもらいます。それどころか大学にも行ってください」

「えー、どうして？」

　不満げに聞き返してくる佐伯さん。

「うまくいくとは限りませんからね」

　もしかしたらうまくいかない可能性のほうが高いかもしれない。

「何かあったときのために学歴だけはきちんとそろえておいたほうがいいです」

「だったらなおさらじゃない？　お店をはじめたばかりのいちばん大事なときにこそ、一緒に力を合わせないと。勉強なんていつでもできるんだから」

　それも一理あるか。

　適切なタイミングでリソースをつぎ込むというのは正しい考え方だ。勉強ならいつでもできるというのも間違ってはいない。それこそ医学部に行けば、一度ちがう大学を卒業したが医者になるため医学部に入り直した、なんて話は珍しくないと聞く。卒業するころには三十前で、そこから研修医だ。

「まぁ、弓月くんがそう言うならそうするけど」

　と言いつつも、どこか納得しきれていない様子が見て取れる。

「そうするといろいろと遠のくなぁ」

「何がですか？」

「んー、いろいろ？　弓月くん真ま面じ目めだから、絶対にお父さんとの約束は守るだろうしなぁ。あ、でも、案外ちょっとだけフライングしそうかも。わたしの卒業が確定したしもういいんじゃない、みたいな微妙なフライング」

　佐伯さんは苦笑する。

　ぜんぜん笑えないと思うのだがな。

「何のことかわからないことにしておきますが、君、僕を信用してるんですかしてないんですか」

「もちろん、弓月くんのわたしへの愛は疑ったことはありません」

　きっぱりと言い切った。

　その清すが々すがしいまでの言いようは、こっちが面めん喰くらうほどだ。




「因ちなみに、朝、弓月くんを起こしにいって、そのままあれやこれやしているうちに一時間目に遅刻しちゃうのがわたしの夢です」




「いろんな夢を持っているようですが、それは一生追い続けていてください」

　高校生でそんなことがあってたまるか。

「むー、仕方ない。学生結婚、大学生人妻も夢のひとつだから、この際そっちで我慢しておくか」

「……」

　まぁ、それなら現実的、か？

　佐伯さんはリビングを出ていった。ひとりになった僕は、再び考えを巡らす。

　僕はもしかしたらこの件に佐伯さんを巻き込むことに抵抗を感じているのかもしれない。もしもこれが、僕が幼いときから抱いていた夢だったならば、もっと自信をもって彼女をつき合わせたのだろう。僕についてきてくれと言えたにちがいない。

　だけど、これは償つぐないと自己満足によるところが大きい。果たして、そんなものに佐伯さんを巻き込んでいいものか。

　そして、経営も商売も知らない身で考えていると、これから無謀なことに挑戦しようとしている気がしてならない。様々なことを勉強し、現実を知ったとき、この挑戦はどちらへと転がるのだろうか。意外と実現可能なのか、それとも思っていた以上に困難なのか。

　僕はカップに残っていたコーヒーを飲み干した。時間だ。そろそろ学校に行く準備をしないと。

　と、立ち上がろうと背もたれから背中を離したときだった。ふいに後ろからやわらかく抱きしめられた。

　いつの間にか佐伯さんが戻ってきていたらしい。




「弓月くん、不安？」




　顔を寄せ、彼女は聞いてくる。

「……」

　見透かされていたか。佐伯さんだものな。

　僕は、僕の体を抱く佐伯さんの手に自分の掌てのひらを重ね、答える。

「そりゃあ、ね」

「大丈夫だよ、弓月くんなら」

「そう言ってもらえるのは嬉しいですが、残念ながら根こん拠きよが弱いです」

　そんな言葉だけで勇気づけられるほど、僕はもう子どもではない。これからのことを実現させるためには、現実を見て、現実的に考えないと。ことと次第によっては、諦あきらめることも必要かもしれない。

「じゃあ、『わたしがついてるから』は？」

「……心強くはありますね」

　少なくとも、不安に負けてはいられない気にはなるな。
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　私立水みずの森もり高校は区画の角にあるため、その手前には交差点がある。

　僕と佐伯さんは学園都市の広い歩道を歩いて学校を目指すが、まだ登校ラッシュの前とあって同じ方向へ歩く同じ制服の生徒の姿は疎まばらだ。そして、その交差点に差しかかったとき、路側帯に黒塗りの高級車が停まっているのに気づいた。

　初めて見る車──かどうかは定かではないが、こんなところに立派な車が停まっているというのは、この二年間で初めて見る光景だった。

　気になりつつも通り過ぎようとしたら、僕たちの漸近に合わせるようにして、中から人が降りてきた。高そうなスーツを着こなした、身なりのよい初老の男性だ。明らかに僕たちに用がある様子で近寄ってくる。




「失礼ですが、佐伯貴き理り華か様でいらっしゃいますね？」




　正確には、用があるのは佐伯さんに、のようだ。

　僕たちは顔を見合わせる。

「冴さえ子こ様のお嬢様である貴理華様とお見受けしたのですが、もしや人違いだったでしょうか？」

　警戒心から返答に窮していた佐伯さんに、彼は再度尋たずねた。

　その口から出てきた冴子とは、佐伯さんのお母さんの名前だ。だが、しかし、そのことでむしろ佐伯さんの警戒心は強まっていた。

　彼女は戸と惑まどいがちに答える。

「確かに貴理華はわたしですが……」

「用があるのなら自分から先に名乗るのが礼れい儀ぎでは？」

　困った様子の佐伯さんを見かね、僕が続く。

「これは失礼しました。私としたことが貴理華様とお会いできたことが嬉しくて、ついつい先走ってしまいました」

　その人は人懐なつっこく、それでいて自分の失態を恥じ入るように笑った。

「私は紅こう瀬せ家で執事をしている加か々が良らと申します。私が仕える旦だん那な様──紅瀬怜れい太た郎ろう様は貴理華様のおじい様にあたる方です。まだお屋や敷しきにおられたころの冴子様も存じ上げております」

　加々良と名乗った彼は、優しげに微笑ほほえむ。

　つまり彼は、佐伯さんの母方の祖父に仕える執事だと名乗ったのだ。

「……」

　佐伯さんは何も言わない。
















　察しのいい彼女のことだから、おばさんの名前が出たあたりから予想はできていたはずだ。

「わたしは母の実家の人たちとは一度も会ったことがありません。話も聞いたことがありません。そんなわたしにいったい何の用ですか？」

　ようやく口を開き、問う。

「はい。ご存知かどうかわかりませんが、先日、旦那様の長男である巧こう一いち郎ろう様が亡くなられたのです。降って湧いたような交通事故でした」

「え……」

　突然の話に驚く佐伯さん。

　おそらくその巧一郎氏は冴子さんの兄にあたる人なのだろう。佐伯さんからすれば伯父だ。彼女が自分で言った通り一度も会ったことはないが、その伯父の死に平気な顔をしていられるほど佐伯さんは冷たくない。

　その横で、僕はどこかで聞いた話だと首をひねっていた。

　いったいどこだっただろうか。……ああ、思い出した。アキ君がくる少し前、ニュースで聞いたのだ。資産家の若夫婦が交通事故で亡くなったというあれだ。そうか。あれは紅瀬家──冴子さんの実家の話だったのか。

「冴子様が家を出ていかれ、巧一郎様まで亡くなられた今、紅瀬家を継ぐ方がいなくなってしまいました。そこで旦那様が目をつけられたのが貴理華様です。貴理華様をぜひ紅瀬の家にお招きしたいと」

　加々良さんは柔にゆう和わな笑みを浮かべる。

　きっと彼は心から紅瀬家に仕えていたにちがいない。当然、まだ少女だった冴子さんにも。その冴子さんが家を出てしまったのは残念だが、その娘である佐伯さんに巡り会えたことが嬉しいのだろう。

「あ、あの、母や父は……？」

　佐伯さんが問うと、加々良さんは申し訳なさそうに首を横に振った。

「旦那様は出しゆつ奔ぽんされた冴子様にはもう関わらないおつもりのようです」

　つまり佐伯さんだけを迎え入れたいということのようだ。

　それこそ降って湧いたような話に、僕たちは再び顔を見合わせた。
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　その日、僕たちは放課後を待たずして早退した。

　佐伯さんが紅瀬家の老執事、加々良さんに、これから学校があるので今は一緒に行けないと断ると、彼はまた放課後に迎えにくると言い残し、今朝のところは引き下がったのだった。

　その後、母親である冴子さんに連絡をとったところ、先のような指示があったのだ。もちろん、僕までつき合う必要はなかったのだが、佐伯さんとゆっくり話がしたかったので、タイミングをずらし早退した。

　僕と佐伯さんは今、僕があの人から譲り受けた閉店中のカフェにいた。

　ここにきた理由のひとつとしては、紅瀬家の関係者に見つからないように、だ。

　尤もっとも、向こうは登校途中の佐伯さんを待ち構えていたくらいだ。当然、親と離れて暮らしていることくらいつきとめているだろう。早ければ今夜にでもアパートに訪ねてくるかもしれない。ここにいてもその程度の時間稼ぎにしかならないにちがいない。

　もうひとつの理由としては──そもそも僕たちは普段からよくここに足を運んでいるのだ。

　ここにきて特別何かをしているわけではない。佐伯さんは店をああしたいこうしたいと夢を語り、僕は──たぶん意志を固めているのだろう。近い将来、あの人の跡を継いでこの店を再開するという意志だ。

「おかしなことになってきたなぁ」

「そうですね」

　カウンタのハイチェアの上で膝ひざを抱えて座り、困ったようにつぶやく佐伯さんに、僕は相づちを打つ。




　情報と状況を整理しよう。

　今朝、佐伯さんの母、冴子さんの実家であり資産家でもある紅瀬家の老執事、加々良が僕たちの前に現れた。

　理由は、佐伯さんを紅瀬家の跡継ぎとして迎えるためだ。何でも先日、長男である巧一郎氏が事故で他界し、後継者がいなくなったのだそうだ（おそらく子どももいなかったのだろう）。そこで白しら羽はの矢やが立ったのが、出奔した長女、冴子さんの娘である佐伯さんだった、というわけだ。




　僕は思わず口にしてしまう。

「君、向こうに行ったほうが経済的に何ひとつ不自由することなくて幸せなんじゃないですか」

　少なくとも、だ──ちょっとコーヒーが好きなだけの人間が店を開くという、無謀な挑戦につき合うよりはかなり未来があるにちがいない。

「確かに経済的な不安はないだろうけど、幸せもないと思うなぁ」

　佐伯さんはそうつまらなそうに言うと、カウンタに手をついて反動をつけ、座っているハイチェアごとくるくると回り出す。が、すぐに回転速度は落ち、僕のほうを向いてぴたりと止まった。彼女の目も僕に照準を合わせている。




「今度同じこと言ったら怒るからね。二度目はないから」




「……すみません。失言でした」

　いくら僕の計画につき合わせるのに抵抗があるとは言え、言っていいことではなかったな。彼女が睨にらむのもむりはない。

「おばさんは何と言ってるんですか？」

「そんなもの無視しろってさ」

「ま、当然でしょうね」

　まさかむりやり拉ら致ちされるわけでもなし。きっぱりと意志を伝えたら、それでこの件は終わりのはずだ。

「あと、すっごい怒ってた」

「……」

　それも、まぁ、そうだろう。

　おばさんとしては縁を切った実家のことに口をはさむつもりはないだろうが、それが娘を巻き込もうとしているとなれば別だ。

　何せおばさんが家を飛び出したのは、自分の望まない結婚をさせられそうになったからだ。今の紅瀬家が昔のままとは限らないが、下手するとおばさんの身代わりが佐伯さん、ということにもなりかねないのだ。自分を飛び越して娘にそんな話を持ちかけてきたら怒りもする。

　となると、後はおばさんと家の問題だ。佐伯さんはおばさんの指示通り無視を決め込んでいるのがいちばんいいのだろう。

「それはそうと君──」

　いいかげんちゃんと言っておこうと、僕は口を開く。

「見えてますよ」

「え？　あっ！　噓!?」

　ようやく気づいたらしく、佐伯さんは慌てて足を下ろして、上から押さえつけるようにして膝の上に手を置いた。

　僕たちは学校から直接ここにきた。つまり未いまだ制服のまま。ただでさえスカートを短く詰めているのに、そんな恰かつ好こうでハイチェアの上で膝を抱えたりしたら見えてしまうのも当然だ。

「見えてた!?」

「そりゃあ、ね」

　さっきからイスごとくるくる回るたびに、黒いストッキング越しに白い下着が見えて、目のやり場に困っていた。

「～～～～～ッ!?」

　僕が正直に言うと、佐伯さんは顔を真っ赤にした。

「君、普段は自分から見せそうな勢いなのに、今日にかぎって何ですか、その反応」

　こっちも調子が狂ってしまう。

「あ、うん。そうなんだけどね。最近自分でも変だなって思ってる。主導権イニシアテイブがないとダメなのかな？」

　それはまた我わが儘ままというか、難なん儀ぎな話だな。

「ほかにもおかしなところがあるんだけどね……」

　佐伯さんは言いにくそうにそう口にする。

「まだ何かあるんですか？」

「ううん。いいの、そっちは。……さ、そろそろ帰ろ」

　そうして佐伯さんは立ち上がった。
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　夕暮れの中を帰ると、アパートの前に黒塗りの高級車が停まっていた。

　僕たちの住むアパートは小さいながらなかなか洒落しやれた外観をしているとは思うが、ひと目で金持ちのものとわかる車はさすがに少々場違いだった。

「思ったより早かったですね」

「ねー」

　当然と言えば当然か。また放課後に迎えにくると言っていたのに、その裏をかくようにして学校を出てきたのだから。尤も、迎えに云うん々ぬんは相手が勝手に言ったことで、佐伯さんは了承していなかったのだが。

　向こうもこちらの姿を認めたのだろう。車から人の好さそうな初老の男性が降りてきた。

　加々良さんだ。

「おお、貴理華様。貴理華様もお人が悪い。待っていると申し上げたのに、先に帰ってしまわれていたなんて」

　老執事は特に気を悪くしたふうもなく、人懐っこい笑顔を浮かべながらこちらへ歩み寄ってくる。

「さあ、車にお乗りください。おじい様のところにご案内いたします。用意が必要でしたら、お待ちしますので」

「……お断りします。わたしはそのお話を受ける気はありません」

　佐伯さんは一拍おいてから、きっぱりと断った。

　すると、加々良さんはしばし考え、

「わかりました。確かにこのような急な話、今すぐ答えを出せと言うのもむりなこと。でも、せっかくですから、せめてひと目でもおじい様にお会いになってみてはいかがでしょう？」

　だが、佐伯さんは首を振り、なおも拒絶の意志を示した。

「母がどんな家に育ったか知りたいとは思っています。いつか祖父にあたる人と会えればとも」

「でしたら──」

「ですが、そのときは母も一緒です。仲違いをしたままで、わたしだけが会うわけにはいきません」

　それは僕も聞いたことのない彼女の気持ちだった。

　やはり佐伯さんとしては、母親が家を飛び出したからこそ自分が生まれたのだとしても、親が実家と疎遠のままというのは気持ちのいいものではないのだろう。いつかおばさんと一緒に、祖そ父ふ母ぼやその家族に会いにいきたいと考えているのだ。残念ながら、伯父にあたる人は先日亡くなってしまったようだが。

　加々良さんは目を丸くしていたが、やがてその目を細め、苦笑するように口を開いた。

「昼間、冴子様から連絡がありました。二十年ぶりでした」

　先ほどまでのどこか空気の読めない強引さは鳴りを潜め、とても穏やかな、落ち着いた話し方だった。

「ずいぶんと怒っておられました。絶対に貴理華様は紅瀬には渡さないと。何でももうおつき合いをされている方がおられるとか」

　そうして老執事は僕のほうをちらと見た。

　僕と佐伯さんの関係についてはまだおばさんには正式に言っていないはずなのだが、どうやらお見通しだったらしい。女親の勘というものだろうか。

　にしても、おばさんが親にではなく加々良さんに連絡をとったあたり、家との確執の根深さが窺うかがえる。

「とても残念でなりませんが、その意思がないというなら仕方ありません。貴理華様のお言葉は必ずお伝えいたします」

　加々良さんはその柔和な顔に寂さびしそうな笑顔を浮かべる。もとよりこうなることはわかっていたのかもしれない。

「ただ、」

　と、付け加える。




「お気をつけ下さい。怜太郎様は手段を選びません」




　それはどこか不吉にも聞こえる、警告の言葉。

　そうして老執事は恭しく一礼すると、車に乗り込み、走り去っていった。
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　その週の金曜日。

「ね、これどうかな？」

　夜、部屋から出てきた佐伯さんは新しく買ったらしいウルトラローライズデニムなんとかという、一度では覚えられないようなボトムスを穿はき、嬉き々きとして披ひ露ろうしてくれた。

「ナントカじゃなくて、ウルトラローライズデニムビキニパンツ」

「すこぶるどうでもいいです。何で君はそんな挑戦的なデザインのアイテムが好きなんですか」

　しかも、それを強調するためか、トップスもクロップド丈だ。これが似合ってしまうのが佐伯さんの恐ろしいところだが、しかし、まだ春の気配も見えてこない三月頭の恰好ではない。

「よくそんなものを買う気になりましたね」

　本当に今、そんなのが流は行やっているのだろうか？

「んー？　ぶっちゃけ、ノリ？　お京きようが絶対似合うからって。わたしもこれなら弓月くんもイチコロだと思ったー」

「……」

　桜さくら井いさんか。またよけいなことを……。

「ぇろい？」

「見てるだけでこっちまで寒いです。着替えてきなさい」

　そう言いつつも、僕はもう彼女を見ていなかった。直視するのは目に毒だ。テレビ番組をＢＧＭに本を読む。

「うーん、ノリとネタで買ってみたけど、思った以上にぇろカッコイイかも？　もういっそ上はビキニの水着でもいいかもしれない」

　しかし、そんな僕の態度にもかまわず、佐伯さんは続ける。僕は不ふ覚かくにも横目で彼女を見てしまうのだった。

　佐伯さんは、試し行こう錯さく誤ごするように、煽せん情じよう的なポーズをいろいろと試していた。

「……いつまでやっているんですか。早く着替えないと、僕が部屋にこもりますよ」

　僕は内心の動揺を隠しながら、最さい後ご通つう牒ちようのように告つげる。

「もぅ。……ふーんだ。暖かくなったら、絶対にまた穿くんだから」

「……」

　やっぱり穿くつもりなのか。

　不満げに頰ほおをふくらませながら部屋に戻っていく佐伯さん。しかし、その足が止まり、こちらに振り返る。

「でも、わたしは甘いので、弓月くんに『また穿いてほしい』とか『どんなふうになってるのか、いろいろ確かめたい』とか、『むしろそれを穿いた君とスキンシップがしたい』なんて頼まれたら、思わず期待に応こたえて穿いてしまうのです」

「頼みません」

　僕がきっぱり言い切ると、佐伯さんはいたずらが見つかった子どものように部屋に逃げ込んだ。

「まったく……」

　本当に主導権があると強気だな。

　暖かくなるころには彼女の興味自体がなくなっていることを祈ろう。

　程なくして再び現れた彼女は、パーカーにショートパンツというスタイルだった。ベクトルがちがうだけで寒そうな恰好には変わりないのだが、こっちは普段から見慣れているのでよしとしよう。少なくとも目のやり場に困るようなことはない。

　と、そこで僕と佐伯さんが言葉を交わすよりも先に、彼女が持っていた携帯電話ガラケーが着信を告げた。

「お父さんからだ。……はい、もしもし？」

　佐伯さんが電話に出る。トオル氏かららしい。

「噓！　どうして!?　……え、今から？」

　いったいどんな話なのか、佐伯さんがひどく動揺している。

　何ごとかと様子を見守っていると、彼女は一度端末を耳から離し、僕にひと言。




「お母さんにわたしたちのことがばれたって」

「え……？」




　ばれた？　何が？　交際についてはもう気づかれている。だとしたら、ここで一緒に住んでいることか。

「あ、はい。ええ、代わるわ」

　再びトオル氏と話しはじめた佐伯さんは、今度は端末をこちらに差し出してきた。僕は黙ってそれを受け取り、耳に当てた。

「代わりました。弓月です」

『ああ、弓月君か。私だ。妻に君たちのことを知られてしまった。どうやら実家のほうからリークがあったらしい』

「……」

　なるほど。こういう手できたか。

　おそらくこれだけでは紅瀬家が佐伯さんを手に入れる一手にはならないだろう。だが、おばさんがまっとうな感覚の持ち主なら、騙だましていた僕たちに怒り心頭で、交際は絶対に認めないにちがいない。

『すまないが、今からそっちに行く。妻がどうしてもと聞かなくてね。心の準備だけはしておいてくれないか』

「わかりました」

　そうして電話が切れ、僕は端末を佐伯さんに返した。それを受け取る彼女は、今にも泣きそうな顔をしていた。

「どうしよう……」

　佐伯さんが絶望的な顔をしてつぶやく。

「仕方ありません。僕たちが悪いんですから」

「一緒に住んでたこと？」

「それは悪いと思っていません。それを黙っていたことが、です」

　正直、油断していた。おじさんの許しを得たことで安心して、おばさんに話すのが延び延びになっていたのだ。すでにおじさんが味方にいるのだから、手順さえ間違わなければいくらでも説得のしようはあったはずなのに。

　こうなってしまってはおばさんからしてみれば、おじさんさえも一緒になってひた隠しにしていたも同然だ。

「今さらバタバタしてもはじまりません。落ち着きましょう」

「うん……」

　僕はとりあえず、新しくコーヒーを淹いれることにしよう。
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　それから小一時間ほどして、玄関チャイムが鳴った。

　それまでテレビを点つけっぱなしにしたまま黙ってリビングで待っていた僕たちだったが、そのときもやはり無言で互いに顔を見合わせた。同時に立ちあがる。

　ふたりして玄関に行き、ドアは佐伯さんが開けた。

「お母さん……」

　そこに佐伯さんの母、冴子さんが立っていた。隣にはトオル氏もいる。おじさんの運転するクーペでここまできたのだろう。

　おばさんは何も言わないが、怒っているのは明らかだった。よほど怒っているからこそ、安易な言葉が出てこないのだろう。

　緊迫した空気が流れる。

「ご無ぶ沙さ汰たしています」

　僕はふたりに軽く頭を下げた。

　おばさんは相変わらず何も言わず、当たり前のように一緒にいる僕と佐伯さんをそろって眺め、難しい顔をした。怒りの対象には僕も含まれているのだ。

　横でおじさんが「ああ、うん」と、歯切れ悪くうなずいた。

「入って」

　このままでは埒らちがあかないと思ったのか、それともここで話すことではないと思ったのか──佐伯さんが中に入るよう促した。彼女は踵きびすを返し、短い廊ろう下かを戻っていく。

「どうぞ」

　用意していた来客用のスリッパは僕が出した。




　リビングへと場所を移す。

　玄関以上に生活感のある空間を見て、おばさんが息をのんだ。この一年近く、娘が自分に黙って男と一緒に住んでいたことが本当だったと実感したのだろう。

「座ってください。今、コーヒーを淹れます」

　僕はおばさんの悲しげな顔を見て見ぬ振りをしつつ、そう勧めた。

　おばさんのその表情は、佐伯さんにこそいちばん堪こたえただろう。僕たちがちゃんと話さず、結果的に騙すことになってしまった代だい償しようだ。

「座ろう」

　おじさんにそう促され、おばさんは腰を下ろした。

　が、その後もリビングやキッチン、今は閉じられている僕たちのそれぞれの私室の扉に、順に目をやっていた。

　すでに準備していたこともあり、四人分のコーヒーはすぐに用意できた。

「お待たせしました」

　僕と佐伯さんは普段使っているマグカップ、おじさんたちには来客用のコーヒーカップだ。それもおばさんは見比べるように眺める。




「貴理華、どういうことか話してちょうだい」




　ようやくおばさんが口を開いた。いつもは穏やかな口調だが、今はこの上なく厳しい。

　佐伯さんはちらりとおじさんを見た。

「お前の口から話しなさい」

「……わかったわ」

　おじさんの態度が変わっていなければ、彼は僕たちの味方だ。ここにくるまでの道中、僕たちの擁よう護ごをしつつおばさんにひと通りの説明はしたにちがいない。その上でおばさんは佐伯さんに説明させようとし、おじさんもそれが筋だと考えたのだ。

　夏休み前、おじさんに対してしたように、佐伯さんはおばさんにも僕たちが一緒に住むに至った経けい緯いを話した。

「ああ、なんてことなの……」

　その説明を聞き終えたおばさんは、悲ひ嘆たんに暮れるように頭を抱えた。

「私が許した」

　おじさんだった。

「私が、弓月君がどんな人間か判断した上で許したんだ。それでいいじゃないか」

「よくありません。あなたはいいかもしれません。貴理華も。でも、私はこんなこと認められません」

　おばさんはおじさんを見ながら抗議する。

　彼女からすれば、そんなものは男の勝手な言い分だろう。女親としては絶対に認められないにちがいない。

「お母さんだってお父さんの家に転がり込んだじゃない」

　佐伯さんのその言葉におばさんは、今度は佐伯さんをキッと睨んだ。

「私は高校を卒業した後のことよ。それに親にはちゃんと言って、縁を切った上で家を飛び出したの。貴理華にそれだけの覚悟はあるの？」

「……」

　そう言われてしまえば佐伯さんは黙るしかなかった。

　残念ながら、佐伯さんとおばさんの場合では何もかもがちがいすぎる。まだ養われている身で親に黙っていた佐伯さんに対して、おばさんはすべてを捨てて家を出ていったのだから。

「ねぇ、どうしてこんな大事なことを黙っていたの？」

「……ごめんなさい」

　こちらが全面的に悪い以上、佐伯さんにもう弁解の余地はなかった。項垂うなだれて謝るしかない。

　続けておばさんは僕を見た。

「弓月さん。ご両親はこのことをご存知なの？」

　その口調は娘に対するものよりは幾分かやわらかかったが、僕を非難する響きもかすかに含まれていた。

「いえ、まだ知りません。佐伯さんと同じように言いそびれたままです」

「一度ご両親を交えてお話をしたほうがいいかもしれないわね」

「……」

　僕は心の中でため息を吐ついた。

　これまたややこしくなりそうだ。父は兎も角として、母は先日ついに父からあの人が亡くなったことを聞いたそうだ。もちろん、僕が出生の秘密を知ってしまったこともだ。おかげでこれまで以上にぎくしゃくしている。

　母は僕を責めまい。責めるならおそらく自分だ。悪いのは自分だと。自分が悪いから息子は家を出ていき、こんなことになってしまったのだと。

　それを考えると陰いん鬱うつな気分になる。

「待って、お母さん」

　そこに佐伯さんが割って入ってきた。

「今は弓月くんの家族を巻き込まないで」

「でもね、貴理華」

　おばさんは彼女の勢いにわずかにたじろぎつつも、言い含めるように言葉を紡つむごうとする。

「彼には彼の家の事情があるの。お願い」

　佐伯さんは僕と母の間にある事情と、それによってできた溝のことをある程度知っている。これ以上その溝が深くならないようにと、気を遣ってくれたのだ。

　娘の懇願にしばし考えていたおばさんだったが、

「わかったわ。今はここだけの話にしておきましょう」

「ありがとうございます」

　僕は頭を下げた。

「でも、貴理華、あなたはつれて帰ります。用意しなさい」

「どうして!?」

「当たり前でしょう！　まだ高校生なのに男の人と同どう棲せいなんて」

　語気を荒らげる佐伯さんにつられ、おばさんも声が大きくなる。

　そこで佐伯さんははっとした。

「……まさかわたしをお母さんの実家にいかせるつもりなの？」

「安心しなさい。それとこれとは別です。あなたをあの家には絶対に渡しません」

　最大の懸念はおばさんの口から否定された。さすがに怒ってはいてもそこまで短たん絡らく的てきではなかったらしい。




「それと弓月さん。残念だけど、これ以上貴理華との交際は認められないわ」




「お母さんっ」

「あなたたちはそろって私を騙していたのよ？　私があなたたちをひとりの人間として信用できないと思うのは当然でしょう？」

「騙すだなんて、そんな……」

　おばさんはあえてきつい言葉を選んだのだろう。かくしてそれは効果的に佐伯さんに響いた。

　無論、僕にもだ。

　一度目は失敗。では、二度目は何だ？

　一度目、おじさんのときに僕たちはわかったはずだ。いつまでも黙っておくことはできないと。状況を悪くするだけだと。にも拘かかわらず、その失敗と反省を活いかさず、おばさんに言わないままでいた。騙していたと言われても仕方のないことだ。

　彼女は助けを求めるように、唯一の味方であろうトオル氏を見た。

「今は言う通りにしなさい」

　だが、それがおじさんの返事だった。

「さぁ、用意して、貴理華」

「っ！」

　佐伯さんは両の掌をテーブルに叩たたきつけると、その勢いで立ち上がった。そのまま歩調も荒く自室に入ると、やはり叩きつけるようにしてそのドアを閉めた。

　佐伯さんのいなくなったリビングに重苦しい空気が満ちる。誰も言葉を発しようとしなかった。

「さっきは貴理華の手前、ああ言ったけど──」

　やがてその沈黙を破っておばさんが口を開いた。

　ドアの向こうにいる佐伯さんに聞かせまいとしたのか、ややトーンを落とした声だ。話し方も落ち着いている。

「あなたたちの交際を金こん輪りん際ざい認めないと言っているわけじゃないの。でも、少し時間をおきましょう？」

「はい……」

　僕はそう答えるよりほかはなかった。

　程なくして部屋から出てきた佐伯さんは、デニムのパンツルックに薄手のコートを羽は織おり、手にはいくらか持ちものを詰め込んだらしいバッグを持っていた。

「弓月くん……」

　彼女は今にも泣きそうな声で僕の名前を呼んだ。

　僕は「何とかします」と言いたかったが、今それをおばさんに聞かれて後々変に態度を硬化されても困る。

　この場はその言葉を飲み込んだ。

「週明け、また学校で会えますよ」

「うん……」

　そうして佐伯さんは両親につれられて出ていった。




　展開としてはいつぞやの再現のようだ。この部屋を後にしたのが僕ではなく、今度は佐伯さんだったというだけで。

「でも、今回も何とかするさ」

　あのときとはちがい、僕はもう今の時点で決意を固めていた。

　まだその方法は見えていないけれど。

　それでも僕は必ずどうにかすると、固く心に誓った。
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　週明け、月曜日。

「おはようございます」

「おはよう、恭ゆき嗣つぐ」

　朝、昇しよう降こう口ぐちで宝ほう龍りゆう美みゆきを見つけ、僕は声をかけた。

「今日はひとり？」

　宝龍さんは視線をあたりに巡らせる。ほぼ毎日一緒の佐伯さんの姿を探しているのだろう。

「ええ、まぁ」

　僕は靴を履き替えながら、曖昧に返事をする。

「ところで宝龍さん、今年もちゃんと進級するんですか？」

「できるのか、とは聞かないのね」

　宝龍さんは留年をしている。入学以来常に学年でトップの成績を維持しながら、一昨年度の学年末考査をすっぽかし、追試にも現れず──結果、二度目の一年生を経験したのである。

　なぜそんなことをしたのかは今もって不明、としておこう。

「大丈夫よ。ちゃんと進級するわ」

　宝龍さんは僕が靴を履き替えるまで待ってくれていた。

　一緒に歩き出す。と、少し進んだところに佐伯さんの姿があった。ちょうど階段のところだ。

　彼女は僕に気がつくと、力のない笑みを見せた。

「おはよう、弓月くん」

「おはようございます」

　二日ぶりに見る佐伯さんだった。

　この土日、電話では声を聞いていたし、メールのやり取りもしていたが、今まで毎日顔を合わせていただけに、たった二日でも懐かしく感じた。

　佐伯さんから外で会おうという話も出たが、今はおばさんの神経を逆さか撫なでするようなことは避けたほうがいいと思い、僕はそれを断った。おばさんはまだ怒っている。むりやりつれ戻された佐伯さんも腹を立てている。ふたりはほとんど口を利いていない状態らしい。

　佐伯さんを加えて階段を上がる。

「これから、どうするの？」

　彼女は不安そうに聞いてきた。

「その話は後でゆっくりしましょう。昼休みに、場所は──」

　どこがいいだろうと考え、隣にいる宝龍さんの存在を思い出した。

「屋上がいいですね」

「わかった」

　そこで二階に到着する。

　僕の教室はこの階、佐伯さんはもうひとつ上だ。

「じゃあ、また後で」

「うん……」

　そうして僕たちは別れた。

「妙な雰囲気ね」

　教室に向かって廊下を進んでいると、宝龍さんがつぶやいた。

「何かあった？」

「人に話すようなことではありませんよ」

「屋上の鍵かぎは私が持っているのだけど？　貸してほしくないの？」

「そうきましたか」

　とは言え、宝龍さんは詮せん索さく好きな性格ではない。むしろその反対だ。僕が言いたくないと言えば、黙って鍵を貸してくれることだろう。でも、彼女は僕たちの事情を知っている上、有ゆう事じの際は誤ご魔ま化かすのに協力してほしいと巻き込んでいる。知らせておく義務は多少なりともあるか。

「先週の金曜、僕と佐伯さんのことが彼女の母親にばれましてね。佐伯さんがつれ戻されたんですよ」

　僕はそう手短かに説明した。

「まだ言ってなかったの？」

　宝龍さんの口調にはわずかに驚きよう愕がくの色が含まれていた。

「ええ」

「呆あきれた」

　確かにやることが後手後手に回ってしまったことは否めない。僕と彼女の同棲も、佐伯さんの両親が帰国するまでにしておけばよかったのだろう。そうでなくともおじさんに知られ、許しを得たタイミングでおばさんにも話していればここまでこじれることはなかったはずだ。

「それで、どうするの？」

「それを昼休みに話し合うんですよ」

「そうじゃなくて、恭嗣がこれからどうしたいのか、という意味よ」

「もちろん、これまで通り佐伯さんとの生活を続けたいと思っています」

　少し前の僕なら、『なるようになる』とか『学校では会えるのだから』とか思っていたかもしれない。或あるいは、おばさんが言う通りに時間をおくことを考えたかもしれない。でも、どうやら今の僕はちがうようだ。また佐伯さんとの日々を取り戻したいと考えている。

「……そう」

　宝龍さんは短くそう答えただけだった。

　僕たちはしばし無言で歩き──もう間もなく教室というところで、宝龍さんがぴたりと足を止めた。

「……手、出しなさい」

　僕は言われた通り手を差し出す。

　宝龍さんは少しの間じっと僕の掌を見ていた。が、やがてスカートのポケットからそれを取り出すと、僕の手の上に落とした。

　キィホルダもついていない裸の鍵。

　屋上の鍵だ。

「ありがとうございます」

　僕はお礼を言い、確かにそれを受け取った。
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　そうして放課後。

　佐伯さんには午前中の休み時間の間に、屋上へは食事をしてから行くとメールを送っておいた。

　僕は学食で久しぶりに滝たき沢ざわと一緒に昼食をとった後、その足で屋上へと向かった。宝龍さんから借りた鍵で鉄扉を開け、三月上旬の空の下に出る。

　さほど待つことなく佐伯さんは現れた。

　グラウンドからは見えないよう、反対側のフェンスに寄りかかっていた僕を見つけると、彼女は笑顔で寄ってきた。朝の沈んでいた気分は少し上向いたようだ。

「弓月くん、これ。寒いだろうと思って買ってきた」

　そう言って彼女が差し出したのは、自販機で購入したと思おぼしき缶のミルクティだった。

「ありがとうございます」

「どういたユア・ウしましてエルカム」

　さっそくいただくことにする。

　掌に伝わってくる缶のぬくもりを楽しみつつ、プルタブを引き起こした。ひと口飲むと、そのぬくもりは体をも満たす。

　と、そのとき隣で佐伯さんが「ふあぁ」と小さな欠伸あくびをした。

「どうしたんですか？　寝不足ですか？」

「うん」

　彼女は素直にうなずく。

　それから手に持っていた缶を口に運んだ。カフェインで眠気覚ましというわけではないだろうが、彼女のほうはカフェオレだった。

「ほら、今までより起きるのが早いから」

「ああ、そうでしたね」

　今日は決して近いとは言えない実家からの通学だったのだ。当然、朝も早く起きなくてはならない。こっちにいたときとはちがって家事をしなくていいはずだが、その分を差し引きしてもマイナスか。

「まぁ、ここまではお父さんが車で送ってくれたんだけどね」

「そのおじさんは何か言ってましたか？」

　トオル氏は車中、彼女に何を語ったのだろう。

「うん。お父さんもタイミングを見てお母さんを説得するから、今は口答えしないで我慢しなさいって」

「そうですか」

　おじさんはまだ僕たちの味方であるようだ。プラス要因だな。

「やっぱり今すぐにとはいかないのかな……」

　佐伯さんは不安を隠せない様子でつぶやく。

「でしょうね。少なくとも無策でお願いにいったところで、ほいほい許してもらえるとは思えません」

　かと言って、悠ゆう長ちようにもしていられない。おばさんの実家、紅瀬家の問題もあるのだ。

　そもそも僕たちがこうなったのも紅瀬家のせいだ。尤も、紅瀬の家を嫌っているおばさんがいくら怒っているとは言え、そう簡単に佐伯さんを養子にやったりはしないと思うが。それでも早く決着をつけたいというのが正直な気持ちだ。向こうが次の手を打ってくる前にどうにかしたい。

「佐伯さん、今週の日曜日、おじさんとおばさんに会わせてもらえますか？」

「え？　う、うん、いいけど。でも、どうするの？」

「もちろん、あっちもこっちも一挙に解決するつもりです」

　戸惑いがちに問うてきた佐伯さんに、僕はそう答える。

　尤も、そんな都合のいい方法、そういくつもないけれど。
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　その週の土曜日、僕は一度実家に帰り、そこで一泊。

　日曜日の午後になって佐伯家を訪れた。

　もちろん、事前に佐伯さんが話をつけてくれていたので、門前払いを喰らうようなことはなかった。

　佐伯夫妻と会うのは一週間ぶりとなる。おばさんはその一週間で怒りが落ち着いたのか、或いは、単にそれが大人の対応というものなのか、お茶菓子まで用意して客としてもてなしてくれた。

　リビングでは僕と佐伯さんが三人掛けのソファに並んで座り、おじさんは僕らから九十度写した位置にある一人用のソファに腰を下ろしている。おばさんはお茶菓子を運んできたお盆を膝に乗せ、床の上に直に座った。

　僕たちの正面にいるのはおばさんだ。都合がいい。今日僕が相対すべきは彼女なのだから。

「まずはお詫わびをしたいと思います」

　僕は紅茶をひと口いただいてから切り出した。

「今回の件、ずっと黙っていてすみませんでした」

「それについては貴理華やうちの主人も同じなので、弓月さんだけを責めることはできないわ。頭を上げて」

　ありがとうございます──と言ってから、僕は下げていた頭を上げた。

「その上で改めてお願いします。僕たちがこれまで通りの生活をするのを許していただけないでしょうか」

「わたしからもお願い、お母さん」

　今度は佐伯さんも加わった。身を乗り出すように頼み込む。

　おばさんは、今日は烈れつ火かの如ごとく怒り出すようなことはなく──僕たちを見、ため息をひとつ。

「今日、弓月さんがうちにくると聞いたときから、そう言い出すと予想していたわ。でも、ダメよ」

「お母さんっ」

「わかるでしょ？　それは高校生の恋愛の範はん疇ちゆうじゃないわ」

　おばさんはあくまで優しく言い聞かせようとする。

　だが僕も、それこそおばさんではないが、僕が先のようなことを言えば彼女がそう返してくることは予想していた。当然すぎて予想ですらない。

　だからと言って、諦めるわけにはいかない。

　僕は改めて姿勢を正す。




「では、佐伯さん……貴理華さんを僕にください」




「……」

　さすがにこれにはおばさんも（もちろん、おじさんもだが）驚いたようだ。言葉を失なくしている。驚いていないのは事前に打ち合わせをしていた佐伯さんだけだ。

「弓月さん、あなた……いえ、あなたたちかしらね」

　おばさんは僕の横で同じように背筋を伸ばしている佐伯さんに目をやって、すべてを察したようだった。

「何を言ってるのかわかってるの？　あなたたちはまだ学生なのよ？」

「今は確かにそうです。でも、僕は進学するつもりはありません」

　やりたいことがあるんです──僕はそう打ち明けた。




　僕がある人からカフェを譲り受けたこと。それを自分の手で再開させたいと思っていること。そして、そのときには佐伯さんにそばにいてほしいと思っていること──それらを話した。

　二日前まではまだ未来図は漠然としていた。だけど、昨日家に帰ったときに、本格的にその話を父と詰めた。結果、僕が大学に入った場合に必要になるはずだった授業料を、その開店資金として充あててもらえることになったのだ。これで資金面はほぼクリアとなり、少なからず現実味を帯びてきたのだった。

　まぁ、どんな種類のお金だったとしても、親に借りるというのも情けない話ではある。頼るのはこれっきりにし、借りたものはできるだけ早く返したいところだ。

　正直、僕はこれでおばさんを説得できるとは思っていなかった。

　佐伯さんとのことは、彼女の将来に責任を持つ約束にはなるが、いま同棲を認めてもらう理由にはならない。店のことに至っては、あまりに無謀すぎてむしろマイナス要因にしかならないかもしれない。

　それでも僕の何かが伝わればと思っている。




「お母さん、わたしたちは真剣よっ」

　僕の話の最後を引き継いで、佐伯さんが声を上げた。

「貴理華……」

「わ、わたっ……わた、しは……」

　彼女は言葉を詰まらせ、一度唾を飲み込む。




「わたしは彼が好き！」




　そうして意を決したように言い放った。

「認めてくれないっていうなら、わたしにだって考えがあるわ」

「あなた、何を……」

「わたしはお母さんの娘だってことよ」

　瞬間、おばさんははっとした。佐伯さんが何を言わんとしているか理解したからだろう。即ち、おばさんが若かりしころ、望まぬ結婚を強しいられそうになって家を飛び出したのと同じことを、佐伯さんは自分もすると言ってるのだ。

「あなた……」

　今度の『あなた』はおじさんのことだった。

　冴子さんは困ったようにトオル氏を見る。

「……」

　その彼は何も言わず、目を閉じて腕を組んでいた。

　おじさんはかつてまさしくこの場所で、僕に佐伯さんを任せてもいいと言った。それが本気か冗談かはわからない。仮に本気だったとしても、今まさに娘が無謀な若者に奪い去られようとしているのを見て、心変わりしても不思議ではない。それが男親というものだろう。




「古い言い方かもしれないが、『男に二言はない』だよ」




　僕たちが見守る中、おじさんは静かに口を開いた。

「私は、一度はふたりが一緒にいることを許したし、そのまま貴理華を任せたいとも言った。それを撤回するつもりはない」

「でも、あなた……」

「大丈夫だ。彼は私たちが最初に思った通りの青年だ。……そうだろう、弓月君？」

「そうありたいと思っています」

　問いかけられて、僕はうなずき、答えた。

「ふたりが若くて心配だというなら、大人である私たちが手助けをしてやればいいし、万が一貴理華がうちに戻ってくるようなことになったとしても、そのときはまた迎え入れてやればいいさ。もちろん、そんなことはないにこしたことはないがね。君も『男に二言はない』を貫いてくれよ？」

「……はい」

　これでも僕は交渉の材料とするために口先だけのことを言っているつもりはない。一度口にしたことには責任を持たないとな。

　後はおばさんだ。

　注視する僕たちに向けて、彼女は聞こえよがしのため息を吐いた。

「これじゃまるで私だけ理解がないみたいね。この中では私が一番常識人だと思ってるのだけど」

　完全に呆れ口調。

　と、そのとき、この緊迫した状況にそぐわないコミカルなメロディが流れた。誰かの携帯電話の着信メロディらしい。反応したのはおばさんだった。彼女はエプロンのポケットから端末を取り出し──そのディスプレィを見て眉をひそめた。そうしてから「ごめんなさい」とひと言断って中座する。

　キッチンへ行ってから電話に出た。

「もしもし。加々良さん、またあなたなの？」

　その名に僕はどきっとする。

　このタイミングで紅瀬家からの連絡は、果たしていいのか悪いのか。よもや逸はやる僕たちを窘たしなめるためとは言え、おばさんが向こうの要求を吞のむとは思わないが……。

　思いがけず予断を許さぬ状況になった。

「またその話？　もうその話はいいわ」

　そこでおばさんはちらとこちらを見た。

「どんな条件を出されようとも、貴理華は絶対にそちらに渡しません。それにあの子にはもう決まった相手がいます」

　僕たちは思わず顔を見合わせた。

　佐伯さんは喜き色しよく満まん面めんで目を丸くしている。

「お父様とお母様にもそう伝えて。……いえ、いいわ」

　その瞬間、冴子さんの中で何かが切り替わった気がした。

「私が自分で伝えます。ほかにも言いたいことがたっぷりありますから。この際、ふたりにはそれをすべて聞いてもらいます。近々そちらに行きますと、そう伝えなさい。いいですね、加々良」

　そして、おばさんは、あの人の好さそうな老執事を呼び捨てにすると、ものすごい剣けん幕まくで電話を一方的に切った。

　なんだ今の、怒れるお嬢様みたいなモードは。

　僕たちは再び顔を見合わせる。

「わたし、お母さんを怒らせなくてよかった……」

「……」

　それは僕も思った。
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　佐伯邸から駅へ向かって歩く。

　僕の手には佐伯さんの鞄かばんがあった。あの日、彼女が出ていくときに持っていた荷物だ。そして当然、隣には佐伯さんもいる。

「よくもまぁ、あんな穴だらけの説得が通用したと思いますよ」

　今さらながらつくづく思う。

　僕の言い分がそうだったのは先にも述べた通り。佐伯さんだってそれは同じだ。認めてくれないなら出ていくと脅したところで、行くあてはあってもその先がない。親の援助なしではどうしようもなかったはずなのだ。きっとおばさんもそれはわかっていただろう。

「いいじゃない。結果オーライってことで」

　佐伯さんは吞のん気きだ。

　それでも認めてもらえたのは、僕たちの何かが伝わったというよりは、おばさんの心の広さや甘さの結果なのかもしれない。

　あのタイミングで加々良さんからの電話があったときは、正直ひやっとした。

　僕としては、将来ではなく現時点で僕たちを認めてもらうことで、おばさんが紅瀬家の思惑を突つっ撥ぱねる口実にしてもらうつもりだったのだが……ギリギリ間に合ったというところか。いちおう『あっちもこっちも一挙に解決する』ことはできたので、それこそ結果オーライだろう。

　そうしておばさんからも許しを得た僕たちは、さっそく学園都市のアパートに戻っているのだった。

「でも、ちょっと危なかったかな？」

「何がですか？」

　というか、むしろ一から十まで危なくて、最初から最後までずっと綱渡りだった気もするが。

「最近のわたし、少し変だから」

「そう言えば、前にそんなことを言っていましたね」

　確か加々良さんが現れた日の午後、佐伯さんと店で話したときだったか。

「どうかしたんですか？」

「あ、うん、えっとね。わたし、弓月くんのことが好き……なんだけど、最近それを口に出して言うのが、なんか恥ずかしくて……」

「……」

　いま言ってるじゃないかと指摘したいところだけど、たぶん今は自分のことを客観的に説明しているだけで、これが気持ちを伝えるという行為になるとまた別の何かがはたらくのだろうな。

　そうか。それでおばさんたちと話しているとき、あんなにも言葉に詰まりながら決死の覚悟のように言い放ったのか。

　いったい急にどういう心理なのだろうか。

　と、佐伯さんを見れば、偶然同じタイミングでこちらを見ていた彼女と目が合った。

　視線が交錯して、数秒、

「っ!?」

　どこか間の抜けた時限爆弾のように、佐伯さんの顔がいきなり真っ赤になった。僕の視線から逃げるように背後に回り込み、腰に手を回して抱きついてくる。

　僕たちは足を止めた。




「佐伯さん？」

「わ、わたしは──」




　佐伯さんは僕の背中に額をつけ、何をか伝えようする。

　一度、深呼吸。

　そして、




「今、本気で弓月くんに恋をしています」




　ああ、だからだろうか。彼女が自分の気持ちを今までのようにストレートに口にできなくなったのは。

　それでも佐伯さんは、そんな自分のまま今の気持ちを僕に伝えようとしていた。

「わたしは弓月くんのことが好き」

　だから──、

　だから、僕も彼女の本気に応える。

「僕もですよ。僕も君のことが好きです」

　僕がそう伝えると、彼女は僕の腰に回した手に少しだけ力を込めた──。
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　暦こよみが一月から二月に変わった。

　わたしは部屋の壁にかかっているひと月ごとのカレンダを一枚めくる。と、祝日でもなく何の印もつけられていないのに、14の数字が目に飛び込んできた。

「あ、バレンタインか……」

　バレンタインディ。

　言わずと知れた、女の子が好きな男の子にチョコレートを贈る日。

　もちろん、わたしがチョコを贈るのは弓月くん以外にない。

　クリスマスデートは流れてしまったし、今は弓ゆみ月づきくんも元気がない。もともと元気なんて言葉が似合わない人だけど、今はまだクリスマスイブの件が尾を引いているのか、時々自分でも気づかないうちに物思いに耽ふけっていることがある。




　先日、弓月くんはわたしに話をしてくれた。

　自分の出生について。

　そのことでお母さんを親として尊敬できなくなったこと。

　あの日、病室で亡くなったのが誰で、そして、弓月くんがどんな後悔を抱えてしまうことになったのか──。




　たぶんわたしにできることはない。

　これは弓月くんの家庭と、弓月くん自身の気持ちの問題だから。

　だからわたしは、せめてそばにいようと思う。彼のそばにいて、いつも通りの日常を過ごすのだ。




「ゆっみづっきくーん！　ごはんにする？　お風ふ呂ろにする？　それとも、わ、た、し？」




「因ちなみに、一緒にお風呂に入って、うっかりわたしを食べるという裏メニューもあります」

「君は部屋から飛び出してくるなり、何をわけのわからないことを言ってるんですか」

　怒られてしまった。

　そうか。これはちがってたか。
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　二月の上旬。

　セットした目覚まし時計のアラームに起こされ、わたしは目が覚めた。

　次第に大きくなっていくアラームを止めるために手を伸ばしただけでも、部屋が底冷えするほど寒いのがわかる。ひと晩ですっかり部屋の温度が下がってしまったのだろう。布団ふとんがわたしに出るなと摑つかんで放さない。でも、意を決して温かい布団を跳ねのけ、ベッドを降りた。

　寒い。

　気合いを入れて布団を出たところで、寒いものは寒い。

　でも、こういうときは動くにかぎる。

　わたしはさっそくパジャマから部屋着に着替えた。

　佐さ伯えき貴き理り華かのスタンダードであるフード付きパーカーに、今日はいつものショートパンツではなくグレーのミニスカートをチョイス。また弓月くんに「見るからに寒そうです」と言われそうだけど、それはそれでわたしのナマ足が気になっている証拠なので悪い気はしない。オシャレの前には寒さなど二の次なのだ。

「んー、どれどれ……」

　出来栄えはどうかと姿見の前でくるりと回ってみる。

「わ！」

　と、スカートがふわりと浮き上がり、慌てて手で押さえた。あまり張り切って回ると見えるかも。……よし、ここぞというときに繰り出す必殺の弾として頭に込めておこう。これで弓月くんを撃ち抜くのだ。

　部屋を出るとまずはリビングの照明とエアコンを点つけ、全面窓のカーテンを開け放ってから洗面所にいく。

　洗面台で顔を洗い、自慢の髪にブラシを通した。

　仕上げに鏡に自分の顔をいろんな角度で映し、「うん、今日もかわいい！」と自分に言い聞かせる。

　リビングに戻ると今度はキッチンへ。さっそく朝ご飯を作りはじめる。

　本日のモーニングは洋風で。

　トーストに、プレーンオムレツとサラダ、それにオニオンコンソメスープを添えてちょっとしたモーニングプレートにする予定。いよいよ定番となりつつある気がするけど、気にしない気にしない。

　お母さんゆずりの手際のよさで次々とメニューをそろえていき、後はトーストを焼くだけというところで、ちょうど弓月くんを起こす時間になった。我ながら見事な時間配分だ。

　彼の部屋のドアをノックする──が、返事なし。よしよし、弓月くんはまだ微睡まどろみの中にいる模も様よう。たいへんよろしい。

　わたしは大きく息を吸うと、




「グッモーニンッ！」




　勢いよく部屋に飛び込んだ。

　部屋の照明を点けると、案の定、弓月くんはまだ布団の中で丸くなっていた。朝になってもすぐに起きられないくらい深く寝入ることは少ないので、たぶんもう一度声をかければ目を覚ますだろう。

「おはよう、弓月くん。朝だよ、起きて」

「うーん……」

　予想通り、弓月くんはわたしの声に反応して、身じろぎをはじめた。

　まずは目を開けようとして、飛び込んできた光のまぶしさに腕で顔を覆う。そうして目が慣れてきたころにベッドの上で体を起こした。

「……おはようございます、佐伯さん」

「うん、おはよう」

　まだ本調子じゃなくて少し間延びした感じの弓月くんの朝の挨あい拶さつに、わたしも微笑ほほえんで応こたえた。

　そうしながら少しベッドから離れ、さり気なく弓月くんに全身が見えるようにする。

「相変わらず寒そうな恰かつ好こうをしていますね。寒くないんですか？」

　わたしは心の中で思わずガッツポーズをする。

　弓月くんは意外にもというべきか、見た目通りというべきか、スロースターターだ。朝はなかなか頭の回転数が上がらないのか、この手の質問も三日に一度くらいはしている。果たして自分で気づいているのかいないのか。

「かわいい服を着るのに、寒いなんて言ってられないから。防御力を犠ぎ牲せいにして、攻撃に極振りです」

「君が言うとぴったりの表現ですね」

　どこか呆あきれ口調の弓月くん。

「なんとスカートの下も、ぇろさ重視で防御力低めです」

「よけいなことを言わなくてよろしい。……ほら、出ていってください。僕もいいかげん起きて着替えますよ」

「はぁーい」

　どこか慌てながら怒る弓月くんに、わたしは部屋から追い出されてしまう。

　残念。回ってみせられなかった。
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　その後、起きてきた弓月くんと一緒に朝ご飯を食べ、朝のうちにこなせる家事を終えると、彼と並んで登校する。

「君、学校ではくれぐれも気をつけてくださいよ」

　朝の一件のせいか、道々、弓月くんは小言とも注意ともつかないことを言ってくる。心配性だなぁ。学校でのわたしは鉄壁キリカだと常々言っているのに。

　今のわたしは制服に着替えるとともに、黒のストッキングを履いていた。

　こうなると弓月くんは途端に気にしてくれなくなる。弓月くんはタイツ・ストッキング派ではなく、ナマ足派と見た。

「今は誰でも写真や動画を簡単にとれる時代なんですから」

　たぶんスマートフォンやデジタルカメラのことだろう。

　去年の春にいわゆる携帯電話ガラケーを買って一年近くがたつけど、携帯端末のスタンダードはものすごい勢いでスマートフォンへと移りつつある。わたしの周りも、週が明けたら誰か必ずひとりかふたりはスマートフォンに買い替えているような状況だ。

　確かにあれを使えば簡単に写真が撮れる。動画だって撮影できるはずだ。最近のニュースを見ていれば、定期的に盗撮だとか隠し撮りだとかの話題が出てくる。女の子にとっては隙すきを見せられないいやなご時世だ。

「ね、今度一緒にスマホに買い替えようか？」

「君、僕の話を聞いてましたか？　……まぁ、それも考えなくはないのですが、果たして今のところそんな必要があるのかどうか」

　弓月くんは、わたしに文句言いたげにしながらも、いちおう話にはのってくれる。

「そういうのって買った後に使い道が広がるんじゃないかな」

「でしょうね」

　弓月くんもそういうものだとは思っているらしい。

　実際、そういうものだろう。なければないで今まで通りやっていけばいいけど、あったらあったでそれを積極的に使って生活を便利にしていくものだ。




「買ったら家で写真を撮る練習とかしちゃう？」

「そう言えば、アパートの周りに猫が住み着いていますね」




「……」

　おい、わたしは猫以下か。ここにどんな服を着て、どんなポーズでもやってくれそうなモデルがいるというのに。……まぁ、弓月くんもこちらの意い図とをわかっていて、わざとはずしてきているのだろうけど。

「とか言いつつ、油断と隙だらけのわたしの部屋着姿を隠し撮り──」

「しません」

　そんなことを言っているうちに学園都市の駅と水みずの森もり高校を結ぶ道に合流した。

　ここからは生活が知れるような迂う闊かつな話はできない。それこそどこで誰が聞いているかわからないし、ボイスレコーダの類たぐいはガラケーの時代から機能として搭とう載さいされているのだから。




　学校に着くと、一旦昇しよう降こう口ぐちで弓月くんと別れる。そうして自分のクラスの下げ駄た箱ばこで上靴に履き替え戻ってくると、弓月くんの隣には宝ほう龍りゆうさんがいた。

「……」

　思わずむっとなる。




　宝龍美みゆきさん。

　はっと目を見張るような美人で──弓月くんのクラスメイトにして、元カノ。

　ただ、わたしは彼女に対して印象がよくない。

　それは弓月くんの元カノだからというだけではない。宝龍さんが弓月くんと交際してたった三ヶ月で別れたとき、弓月くんには悪あく評ひようが立った。弓月恭ゆき嗣つぐが宝龍美ゆきをこっぴどく振った、という内容のものだ。

　そのとき宝龍さんは、本当はそうではないのに、その誤解を解こうとしなかった。ただ黙って見ていたのだ。

　そのことがわたしは赦ゆるせないでいる。

　尤もっとも、悪印象を持っているというなら、わたしに対する彼女もそうだろう。

　何せわたしは去年の秋、家庭の事情から情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになり、宝龍さんだけでなく弓月くんまで振り回した。あのときの彼女は相当怒っていた。

　きっと宝龍さんもわたしのことを赦せないと思っているにちがいない。




「じゃあ──」

　わたしはここで、と言おうとして、その言葉を途中で飲み込んだ。

　それは最近、彼女がこちらに歩み寄る素振りを見せているからだ。三学期に入って早々、一緒に帰ろうなんて言ってきて、無理矢理それにつき合わされたし、それ以外にも時々校内で話しかけてきたりもする。

　そんなことをされても、わたしには戸と惑まどいしかない。

　それはまだわたしが彼女を赦そうという気持ちになっていないとか、にも拘かかわらず彼女は水に流そうとしているとか、そういう理由。あと、宝龍さんははっきり言って恰好いい。生き方も見た目も、その在り方すべてが恰好いいと思う。だから、そんな彼女に、こちらの心の準備ができていないうちから歩み寄られて戸惑うのだ。

　わたしもこのままではいけないという思いはある。誰かを憎んだままでいるのは、思いのほか疲れるものだ。

　だから、わたしはここで逃げずに踏ん張ることにした。

　にも拘らず、だ──宝龍さんは、弓月くんの横に無言で並んだわたしを見て、可お笑かしそうにくすりと笑ったのだった。

　まるでわたしの心を見透かしているかのように。

「……」

　やっぱりいつものように、ここで別れたらよかった。
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　ある日の休み時間、わたしはお京きように相談する。

「あのさ、バレンタインってどんなチョコをあげたらいいと思う？」

「え、何それ、わたしへの挑戦？　挑戦なのか!?　受けて立つわよ。表に出なさいよ」

　癖っ毛にくりっとした目が特徴の、どこか小動物的な印象のある親友は、目を三角にして吊り上げながら、のっけからキレてきた。

「まさか。むしろ同情とか哀あわれみ？」

「……」

　今度はギリギリと無言で首を絞めてくる。

　何も言わないところが本気を窺うかがわせて怖かった。




「真ま面じ目めな話──」

　と、お京が落ち着いたところを見計らって、話を本題に戻した。

　真面目な話、そこはけっこう悩みどころなのだ。

　何せ一緒に住んでいるから手作りチョコを渡そうにも、作っている最中に確実にばれてしまう。だったら市販のチョコにするべきかと思うけど、お手軽にすませようとしているみたいで少し抵抗がある。

　するとお京は、




「その１、わたしを食べてとばかりに水着で胸の谷間にはさんで渡す。その２、ご主人様のために心をこめて作りましたアピールにメイド服で渡す」

「うん、服の話じゃなくて、チョコの話」




　ダメだ。ぜんぜん役に立たないくせに、やけに魅力的な案ばかり出てくる。

　というのも、お京とはこういうアレな部分で趣しゆ味みが合うからだろう。バカげたことに、『ステキなコスチュームプレイのための三条件』なんてテーマで、三日続けて昼休みいっぱい話し合ったこともある。

「じゃあ、キリカは？　その３、どうぞ」

　お京は、まるでインタビュアーがマイクを向けるみたいにして、軽く握った拳を向けてくる。

　わたしは「うーん……」と考え、




「油断だらけの部屋着で渡す。それでチョコをうっかり服の中に落として、弓月くんに取ってもらう」

「もー、キリカったら、ぇろっちいなぁ」




　とてもダメなふたりだった。

　この後、その６までいったところで、さすがに脱線しすぎエスカレートしすぎと反省し、やめた。

　再び本題に戻る。

「なんでキリカが手作りチョコを躊躇ためらってるのかわからないけど──」

　もちろん、お京にはわたしと弓月くんが同どう棲せいしていることは話していないので、手作りチョコが選択肢から除外されていることは疑問にちがいない。

「今さら弓月さんがチョコの内容でどうこう言うとは思えないし、だったら『何を』じゃなくて『どんなふうに』が重要になってくるんじゃない？」

「確かに、それは言えてるかも」

　そりゃあ弓月くんだっていいものをもらえば嬉しいだろう。手間暇かけた手作りチョコなら喜んでくれるはずだ。でも、手作りじゃないから、スーパーのバレンタインコーナーに積んであるチョコだからと、それでわたしの何かを量ったりはしないだろう。最悪あげなくても……あ、それは気にするか。誕生日もすっごい気にしてたし。

「というわけで──その７、弓月さんの家でチョコを作る。それで爆発させてクリームまみれになってドジっ子アピール」

「もういいってーの！」

　だんだんわけがわからなくなってきた。

「さ、そんなことより、今晩弓月くんと一緒に食べる夕飯のメニューを考えないと」

「嫁力高すぎぃ！」

　バレンタインも大事だけど、今夜のおかずも同じくらい大事なのだ。
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　結局、バレンタインをどうするか結論が出ないまま、その日が一日一日、刻一刻と迫ってきていた。

「ぶっちゃけ、どっかで買うしかないんだろうけど……」

　手作りができない以上、残っている選択肢はそれしかないのは動かしようのない事実だ。手がかかっていないとか、お手軽だとか言っていられない。だったら、せめて一いちノの宮みやあたりのデパートの特設コーナーで、今しか買えないような有名専門店のものを買ってこようか。

「それもなぁ……」

　お金がかかってる＝愛情、みたいでちょっと、と思わなくもない。

「……」

　あぁ、これはダメだ。泥沼だ。見事に泥沼にはまっている。考えれば考えるほど泥沼だ。

　と、考えごとをしながら昼休みの校こう舎しやの中をふらふら歩いていたら、行く手に見知った顔を見つけた。……ただし、見知った顔であることと、会いたい相手であるかは相互に無関係なのだけど。

　宝龍さんだった。

　彼女は男の先生と廊ろう下かで立ち話をしていた。廊下を走って、先生に怒られているのだろうか？　……うん、ない。あの人が廊下を走るようなキャラとは思えない。まぁ、それでも体育の授業では走っているのだろうけど、正直、その姿すら想像できなかった。

（いったい何の話をしてるんだろう……？）

　横目で見ながら、すぐそばを通り過ぎる。

　宝龍さんのほうも一瞬だけわたしを見たが、それだけだった。先生との話を途切れさせるようなことはしなかった。

「今年もちゃんと進級するんだろうな？」

「ええ、もちろんです」

　宝龍さんは微笑みながら答える。

　あぁ、そう言えば、この人は成績優秀で眉び目もく秀しゆう麗れいな優等生なのだった。確かに留年はしているけれど、実際のところ成績を悪くして進級できなかったわけではないので、優等生であることには変わらないのだろう。

「そうか。まぁ、それならいいんだ」

　あーあ、先生も鼻の下を伸ばしちゃって。

「その節はご心配をおかけしました」

「いや、心配というかだな──」

　そのあたりでわたしは真横を通り抜け、後の会話は次第に聞こえなくなっていった。

　思いがけず珍しいものを見てしまった。

　少々複雑な気持ちになりながら、わたしはあてどもなく廊下を歩き続ける。




「何か悩みごと？」




　しばらくして後ろから声をかけられた。

　ただでさえ複雑な気持ちがさらに複雑怪奇なものになり、わたしは思わず口をムニムニ動かしてしまう。

　もちろん、声の主は宝龍さんだ。

　わざわざ追いかけてきたらしい。わたしの隣に並ぶ。

「何か用ですか？」

「あら、用件ならもう言ったわよ。何か悩んでるみたいだから、相談に乗ってあげようと思ったの」

「……」

　あの一瞬で見抜いたのだろうか。だとしたら、観察力が優れているのか、それとも勘が鋭いのか。

「けっこうです」

　わたしは素そっ気けなくお断りする。

「私もよくするのよ。歩きながら考えごと。考えがうまくまとまらないと、夜中でも外を歩くわ」

「やめてください、そんな危険なこと」

　こんな美人が真夜中に散歩に出るとか、どれだけ危機感がないのだろう。それとも何かあっても返り討ちにできる自信があるのだろうか……って、なんでわたし宝龍さんの心配をしなくちゃいけないのだろう？

「それで、どうしたの？」

　しつこく聞いてくる宝龍さんに、わたしは深々とため息を吐つく。

「もうすぐバレンタインですよね？　弓月くんにどんなチョコをあげたらいいかと思って、考えてるんです」

　そうしてからわたしは観念したように口を開いた。




「それを私に聞く？　これでも恭嗣の前の彼女よ？」

「聞いてきたのそっちですよね!?」




「あぁ、そうだったわ」

「……」

　わたしは思わず目だけで天を仰いだ。……この人は遠回しに喧けん嘩かを売りにきたのだろうか？

「バレンタインねぇ」

　いったいどこまで本気だったのかはわからないけど、今度はちゃんと考えるつもりのようだ。

　わたしと宝龍さんが並んで歩く。

　するとどうしても注目を集めてしまう。宝龍さんが人目を惹ひくのは言わずもがな。わたしも、まぁ、そこそこではある。それにこのツーショットはかなり珍しいだろう。本邦初公開かもしれない。

「手作りでいいんじゃないの？　あなたならお手のものでしょうに」

　宝龍さんは当然のように言ってくる。もちろん、わたしもそれくらいできる。でも、結局のところ、問題はそこではないのだ。

「まぁ、そうなんですけどね。でも、一緒に住んでると、作ってるのが絶対にばれますから」

「それもそうね」

　何が可笑しかったのか、彼女はくすりと笑う。

「だったら、市販のものを買うしかないわね。必ずしも買ったものより手作りが上ってわけじゃないし、下手な手作りを渡すよりは外れのない市販のものをって考える女の子も少なくはないわよ」

「そういうものですか」

　一年、じゃなくて、二年早く生まれた年長者の意見だ。

「だから、せめて有名店のものを買うか……と言っても、値段なんて渡す側の自己満足でしかないけれど。恭嗣なら何をもらっても喜ぶでしょうし」

「そうでしょうね」

　お京と同じ結論だった。

　と、そこでふと思った。この人もバレンタインディにチョコをあげたりするのだろうか？　だとしたら、誰に？　もしかして弓月くん？

　わたしは横目で宝龍さんの様子を窺う。

　すると、彼女も同じようにこちらを見ていて──横目同士で目が合うという奇妙な事態になった。




「気になる？　私が恭嗣にチョコをあげるかどうか」




「……」

　うわぁ、やりにくい……。この人、鋭すぎる。弓月くん、よくこんな人とつき合っていたなぁ……。

「弓月くんはわたしの彼氏なのでやめてください」

「あら、生なま意い気き。……安心しなさい。あげるとしても単なる義理チョコよ。日ごろのお礼を兼ねてのね」

「日ごろのお礼なら、矢や神がみさんにあげたらどうですか？」

　弓月くんから聞いた話、それまで幽霊部員だった宝龍さんが去年の春、唐とう突とつに文芸部に顔を出すようになって以降、その面倒を見ているのが矢神さんなのだとか。一説によると、単に扱いにくい彼女の世話を押しつけられているだけとも。

「もちろん、矢神君にもあげるわよ」

　宝龍さんはさらりとそう言う。

　あ、やっぱりあげるんだ。矢神さんとしては、そんなものじゃ足りないくらい苦労しているだろうけど。

「話を戻すけど──」

　と、宝龍さん。

「もういっそ恭嗣本人に聞いてみたら。どんなチョコがほしいか。……ほら、もう教室は目の前よ」

「あ……」

　宝龍さんがかたちのよい顎あごで示す廊下の先には、確かに弓月くんのクラスの教室が見えてきていた。

　彼女と話しているうちに、いつの間にかこんなところまできていたらしい。

「呼んできてあげましょうか？」

「いえ、けっこうです」

　別に騙だまされてつれてこられたわけでもないのに、わたしはむっとしながら答える。宝龍さんがまた小さく笑った。

「そう。どうしてもサプライズを大事にしたいのなら、それもいいかもしれないわね。でも、反対に一緒に住んでることの利点を活いかすのも手じゃなくて？」

「一緒に住んでる利点、ですか？」

「そうね」

　と、宝龍さんは少し考える素振りを見せる。

「一緒にチョコを作るとか、かしらね」

「あ、なるほど」

　まさしく逆転の発想。目が覚めるような意見だ。

　それは一理あるかもしれない。わたしは弓月くんを喜ばせたり、びっくりさせたりすることばかり考えていた。だけど、バレンタインを理由にいつもとはちがう時間を一緒に過ごすというのも面白い趣向かもしれない。

　わたしはその場に立ち止まった。考えるためというのもあるけど、これ以上弓月くんの教室に近づかないためでもあった。そろそろ宝龍さんと別れて引き返そう。

「ところで、ひとつ聞きたいことがあるのだけど」

　と、宝龍さんが今までとは打って変わって真面目な顔つきで、何やら切り出したときだった。

「ああ、宝龍さん」

　呼びかける声。

　正面を向き直れば、そこには弓月くんのクラスメイト、滝たき沢ざわさんがいた。

「あ、滝沢さん。こんにちは」

「佐伯君か。こんにちは」

　滝沢さんは爽やかに挨拶を返してくる。

　そうしてから宝龍さんとわたしを交互に見て、「ふむ」とひとつうなずく。

「かわいい後輩をいじめるのは感心しないな」

「あら、人聞きの悪い」

　彼の冗談に笑って答える宝龍さん。

「いじめてなんかいないわよね？」

　それをわたしに聞くのは、典型的ないじめの構図だと思うけど。

　確かにいじめられてはいない、だけどいじめられていないことが何かの罰ゲームのようでもあった。なんでわたしがこの人と普通に話をしないといけないのかと。

「それで、何か用？」

「ああ、そうだった。雀すずめさんが探していたよ。相談したいことがあるらしい」

「そう。ナツコが。何かしらね」

　そんな上級生ふたりが会話する様子を見ながら、わたしは思う。

　このふたりは絵に描いたような美男美女のカップルだ。

　もちろん、『カップル』は言葉の綾あやで、そんな関係ではないけど。でも、誰が見ても恰好いい男子生徒と、はっと息をのむような美人女子高生とで、絵になるふたりなのは確かだ。

（ただ、それ以上にお似合いなのが弓月くんというところに腹が立つんだけど……）

　滝沢さんとはまたちがった意味で、弓月くんは宝龍さんとぴったりだ。

　それは外見ではなく、内面によるものだろう。

　一見して近寄りがたい、一歩引いて世の中を冷めた目で見ているような宝龍さんも、弓月くんに向かってはいろんな顔を見せるようだ。冗談を言ったり、からかったり。そうかと思ったら、相談相手にもなったり。

　一方、弓月くんは、世捨て人の哲学者みたいなところがあって、眠そうな見た目とは裏腹に頭の回転が速い。頭のいい宝龍さんの相手が務まるのだ。

　その関係を言葉に表すなら、きっと『信頼』だろう。

　そういう意味ではお似合いなので──去年、いや、もう一昨年か、なぜこれで破局したのか不思議なくらいだ。たぶんそれはまだふたりが恋愛に疎うとかったからだろう。そのあたりがもう少しちがっていたら、今でも関係は続いていたかもしれない。

　じゃあ──果たして、わたしと弓月くんは？　わたしたちは周りからはどんなふうに見えているのだろう？

「それじゃあ、佐伯さん、またね」

「え？」

　名前を呼ばれて、わたしははっと我に返る。

「あ、あの、何か話があったんじゃ……？」

　口ぶりからして大事な話のようだった。もしかしたらわたしの悩みごと云うん々ぬんすら口実で、そちらこそが本題だったのかもしれない。

「いいわ。また次の機会にする」

　だけど、宝龍さんはあっさりとそう言うと、踵きびすを返して教室のほうに歩いていってしまった。

　わたしはその場にひとり残される。

　まぁ、本人がいいと言うのならいいのだろう。必要があればまた声をかけてくるにちがいない。
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　その日の夜だった。

「ね、今度、一緒に料理してみない？　初めての共同作業です、みたいな？」

　夕食後にリビングでひと休みをしているとき、わたしは切り出してみた。

　テーブルをはさんだ向かいでは弓月くんが、コーヒーを片手に読書をしている。確か本は、この冬デビューしたばかりの無名の新人作家の作品だと言っていた気がする。意外だ。弓月くんがそんな方面にアンテナを伸ばしていたなんて。

「せまいでしょう」

　わたしの問いに、彼は無む情じようにもそう返してきた。

　実際問題として、ここは単身か子どもがいない世帯用のアパートだ。キッチンがあまり広くないという現実が確かにある。

　どうせなら新婚夫婦を想定して、キッチンを広めにすれば夢も広がるというのに。横たわっているのは現実だけか。

　ところが、弓月くんはそう応えておいて、何やら考えはじめた。

「たまには僕が作りましょうか？」

　そうして出てきたのがこれ。

　前にアキに言われたことで、何か思うところがあったのか。もしくはわたしの言葉を「たまにはお前が作れ、コノヤロウ」と誤解したのか。

「あ、いや、そういうんじゃないから」

　もちろん、そのどちらでもない。

　昼間、宝龍さんに言われたように、一緒に住んでいることの利点を活かした時間というものをもってみたかったのだ。

　わたしは「うーん」と考えてから、

「じゃあ、お風呂は？」




「そっちもせまいです」

「あ、広ければいいんだ」




「すみません。最初に持ってくるべき理由を間違えました」

「聞こえなーい」

　ここぞとばかりに弓月くんの訂正の言葉を、自分の声でかき消す。

「じゃあさ、今度温泉旅行とか行っちゃう？　それで家族風呂を借りるの」

「ダメに決まってるでしょう。ふたりで温泉旅行に行く高校生がどこにいますか」

　ここに同棲している高校生の存在は無視かい。

　わたしは単に、水着着用でもいいので一緒にお風呂や温泉に浸つかって、ゆったり過ごしたかっただけなのだけど。

　弓月くんとしては不測の事態を危き惧ぐしているのかもしれない。……一緒にお風呂に入って、うっかり盛り上がってそのままスキンシップとか、十分にアリではないだろうか。気がついたら邪魔になったビキニのブラがお風呂の縁へりに引っかけてあったりして。どんとこい、不測の事態。

　とは言え、弓月くんのガードは固い。

「君、どうかしたんですか」

　取りつく島もない弓月くんの態度に口を尖とがらせていると、その彼が聞いてきた。




「今日はいつもの冗談とは少しちがうみたいですが」

「え？　普段から本気だけど？」




「……」

「……」

　今ここで初めて明らかになる見解の相違。

　そして、沈黙が降りてきた。

　まぁ、わたしが常日ごろから本気なのはおいおいわからせるとして、

「せっかく一緒に暮らしてるんだから、もうちょっと一緒に何かしてもいいのかなぁって思った」

　別に弓月くんを責めているわけではないけれど、何となく拗すねたように言ってしまう。

　すると、弓月くんはさらりと返してきたのだった。




「だから、今こうしているじゃないですか」




「へ？」

「本当のことを言えば、最初は顔を合わせるのは最低限にして、後は部屋にこもっていてもいいかと思ったこともありました。でも、妙なきっかけで一緒に暮らすようになったんです。そんな関係では寂さびしいですからね」

　確かに言われてみれば、弓月くんはずっとそうだったような気がする。食後とか勉強の合間の休きゆう憩けいとか、何かと一緒にコーヒーやらお茶やらをよく飲んでいる。食事が終わったら黙って部屋に入る、なんてシーンは記憶にない。

　そうか。わたしはそんなこともわからないくらい、一緒にいるのが当たり前になっていたのか。

　思いがけず弓月くんの気持ちが聞けて、頰ほおが緩む。




「わたし、弓月くんのそういうところ──」




　と、言いかけたところで、わたしの言葉が途切れた。

（あ、あれ……？）

　口を開けたまま、次の言葉が出てこない。

　何が言いたいかは自分でもちゃんとわかっている。普段からよく臆おく面めんもなく言っていたはずだ。なのに、今はそれがうまく出てこない。発しようとすると顔が熱くなるばかりで、言葉にならなかった。

「どうかしたんですか？」

「う、ううん。何でもないっ」

　そんなわたしの様子に、弓月くんが怪け訝げんな表情で問うてきて──わたしは慌てて誤ご魔ま化かす。

「そうですか？」

　と、彼はやはり訝いぶかしげな調子。

　うーん、ちょっと変だな、今日のわたし。……ま、いっか。そのうち直るだろうし。
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　宝龍さんの言う『また次の機会』は意外と早く訪れた。

　あれから数日後の昼休み、彼女に「ちょっといい？　話があるの」と声をかけられ、そのまま屋上へと場所を移した。そのときわたしはお京たちクラスメイトと一緒だったけど、宝龍さんの改まった様子に断ることができなかった。

　そうして今、わたしたちは屋上にいる。




「最近の恭嗣、少し様子が変だけど、何かあったの？」




　切り出されたはこれだった。

「最近……いいえ、たぶん冬休みの少し前からね、様子がおかしかったのは。休みが明けたらずいぶんと雰囲気が変わっていたわ。休み中に何かあった？」




「まるで昔の恭嗣に戻ったみたい」




「昔……」

　わたしはその言葉に過か敏びんに反応してしまった。

　我知らず、そのフレーズを繰り返す。……そうだ。この人は昔の弓月くんを、わたしの知らない弓月くんを知っているのだった。

「そんなこと宝龍さんには関係ないと思います」

　だからだろうか。気がつくとわたしは、そんなふうに冷たく切り返していた。

　少しだけ目を丸くする宝龍さん。

「それもそうね」

　そして、かすかに寂しげに笑って、それだけを言った。

　わたしに背中を向け、フェンス越しに学園都市の街並みに目をやる。

「あ……」

　わたしは小さく声をもらす。

（何やってんだろう、わたし……）

　宝龍さんだって弓月くんのことを心配しているのに、それを自分が知らない彼を知っているというだけで、勝手に不機嫌になって邪じや険けんにするなんて。わたしは自分に呆れ、腹が立ち、掌てのひらの固いところで頭の横を、二、三回叩たたいた。

「あ、あの……」

　宝龍さんの背中に呼びかける。

「ありました。弓月くんにとって大変なことが」

「そうなの？」

　彼女がこちらを振り返った。

「でも、言えません。それは弓月くんの家庭の事情だから。わたしが勝手に言うことはできません」

「そう。それなら仕方がないわね」

　宝龍さんは納得したようにうなずき、意外にもあっさり引き下がった。

　たぶん弓月くんの変調に明確な理由があって、それをわたしが把は握あくしていることで、ひとまず安心できたのだろう。

「弓月くんのこと、見ててくれませんか」

「え？」

　わたしの言葉に、宝龍さんが小さく声を発した。

「あ、いや、別に衝動的な行動に走ることはないはずですけど、それでもいろいろ心配だから……」

　自分でも要領を得ない説明だと思う。

　実際、何か気をつけなくてはいけないことがあるわけではない。だけど、何となく見守っていないといけない気がするのだ。それならば彼女が適任だろう。

　宝龍さんが微笑む。

「わかったわ。貴方あなたのいないところのことは任せなさい。私がちゃんと恭嗣を見ててあげるから」

「ありがとうございます」

　わたしは軽く頭を下げた。

　これなら安心だ。

「それから──」

　と、わたしは続ける。

「それが弓月くんの目の理由です」

　わたしが見つけ、宝龍さんも気がついていたという、弓月くんの目。




　そこにあるものを瞳ひとみに映しながら、もっと別のものを見ているような目──。

　わたしと同じものを見ていないような目──。




　今ならわかる。

　あれは弓月くんにすら伏せられていた、弓月くんの秘密によるものだったのだと。それによって弓月くんはお母さんへの接し方を見失い、アイデンティティをも希薄にしてしまって──自分を含めた世界を他ひ人と事ごとのように見ていたのだ。

「そう。おしえてくれてありがとう。……やっぱり貴方は知ることができたのね」

「……」

　それはどうだろう。たまたまわたしがあの場に居合わせたからかもしれない。あの日、学園都市の駅前のクリスマスツリーの下で彼の背中を見つけなかったら、今もまだ知らないままだったかもしれない。

　だとしたら──苦悩する弓月くんを、その理由も知らないまま横でただ見ているだけだなんて、考えただけでもぞっとする。

「さっき昔の弓月くんって言いましたよね？　本当はいつから弓月くんのことを知ってたんですか？」

　宝龍さんは、たまたま留年して、そこで弓月くんと出会ったのだと主張している。じゃあ、何で留年した？　何で学年末考査に出ず、何でせっかく設けられた追試もすっぽかした？　そこはずっと誤魔化して、煙けむに巻いて、曖あい昧まいにしている。

　今ならおしえてくれるような気がした。




「さぁ？　内緒」




「……」

　おい……。

　今でもおしえてくれなかった。彼女は笑ってしらばっくれるだけ。

「代わりに、構想中の新しい小説の話をしてあげるわ」

「は、はい？」

　唐突に何を言い出すのだろうか。

「あるところによくひとりになりたがる女の子がいました」

　わたしの当惑をよそに、彼女は唄うたうように話し出す。




「ある秋の日、その女の子が校舎の屋上で風にあたりながら孤独に浸っていると、学校にひとりの中学生の男の子が現れました」




「っ!?」

「その男の子は学校見学にきたようで、学生課の職員と一緒に廊下を歩いていました。たぶん学校を案内してもらっていたのでしょう」

　これは去年の夏前、彼女が弓月くんに語った話と同じだ。弓月くんに話して──でも、あっさり噓だと翻ひるがえした話。ただ、あのときよりも描写が詳しかった。

「女の子はすぐに興味がわきました。見つかったら勝手に屋上に出ていることがばれて、怒られてしまうにも拘らず、思わず魅入ってしまいました。なぜなら彼は、自分の志望校に希望に満ちた目を向けながら、時折どこか遠くを──遠くのさらに遠く、ここではないどこかを見るような目を見せたからです。……いったいどうしてそんな目をするのだろう？　彼に何があったのだろう？」

　そこで、彼女は一拍おいた。

　そうしてからわたしを真まっ直すぐに見ながら続けた。




「あの目を自分がどうにかしてあげられないだろうか」




「それでわざわざ留年までしたんですか？」

　わたしもその視線を真っ直ぐに受けながら問い返す。

「さぁ？」

　にも拘らず、宝龍さんはまたも笑って、肩をすくめたのだった。

「さ、さぁって……」

「だって、あくまでも新しい小説の話よ？　今のところ構想はここまでで、この先のプロットはまだ組んでいないもの」

　あっけらかんとしてそんなことを宣のたまう。

「まったく、もぅ……」

　わたしは腰に手を当て、呆れながらため息を吐いた。

「続きはどうしたらいいと思う？　よい先輩後輩になる？　偶然危ないところを助けてもらったのをきっかけに、年上の彼女？　それとも貴方が言うように、留年して同じクラスになればいいかしら？」

「知りませんよ、そんなこと」

　わたしはもはや投げやりだった。

「後から現れたかわいい後輩に彼を取られたらいいんじゃないですか」

「あら、生意気ね」

　宝龍さんは笑う。

　わたしとしては人を喰くった性格よりよっぽどましだと思うのだけど。

「続き、決まったらおしえてください」

「気が向いたらね」

　わたしは、きっともうどうでもよくなったにちがいない。自然と笑みがこぼれ──宝龍さんも年上の女の人らしく大人っぽく微笑んだ。

　わたしたちはお互いの顔を見て笑みを交わす。

　彼女は絶対に本心を明かさないだろう。いいところまで話しておきながら、でも、最後にははぐらかしてしまう。そうなのだと断言はしない。

　だから、あまり期待せずに待っていよう。





§§§






　二月十四日。

　バレンタインディ。

　ついにこの日がやってきた。




「じゃーん。ハッピーバレンタイーン！」




　その日の夕食後、食器の後片づけやら何やらが一段落してから、わたしは用意しておいたチョコを両手で弓月くんに差し出した。

　結局、市販のチョコにした。

　一ノ宮のデパートをいくつか回り、バレンタイン特設コーナーで今しか出店していない有名洋菓子店のものを買ってきたのだった。

　座ざ椅い子すに座る弓月くんは、目の前に突き出された小さな直方体のそれを見て、目を数回ぱちくり。

「僕にですか？」

「ほかに誰がいるのかと」

　この状況でよくそんなことが聞けるなぁと、わたしは呆れる。

「ありがとうございます。嬉しいです」

　ようやく弓月くんがチョコを受け取った。

　彼はそれを横に回してみたり裏返したりして、いろんな角度から見ている。当然、チョコはラッピングされているので、得られる情報は少ない。

　わたしも弓月くんの向かいに腰を下ろした。

「君のことだから張り切って手作りするものだと思っていました」

　いちおー弓月くんの頭に今日がバレンタインだという意識はあったらしい。だったら、先の質問は何だったのだろう？　作っている姿を見ないから、すっかりもらえないものだと諦あきらめていたのだろうか。

「それも考えたんだけどね。一緒に住んでるからばれずに作るのはむりだし。だから、サプライズ優先でこっそり買っておいたの」

「なるほど。佐伯さんらしいです」

　弓月くんは納得したように笑う。

　お京や宝龍さんが言ったように、弓月くんは手作りじゃないから、買ってきたものだからと、残念がったり幻滅したりはしなかった。

「ね、今度一緒にチョコかケーキでも作ろうか」

「あぁ、いいですね」

　果たして弓月くんが読んだのは空気かこちらの意図か。今度はキッチンがせまいなどとは言わず、笑って快かい諾だくしてくれた。

「チョコ、ほかにも誰かからもらった？」

　彼女のわたしが言うのもあれだけど、弓月くんが方々でモテまくるとは思えない。となると、くれるならば──、

「まぁ、もらいましたね」

　途端に歯切れが悪くなる弓月くん。

「宝龍さん？」

「……ですね」

　やっぱり。

　まったく、あの人は。悪びれもせず微笑む顔が目に浮かぶようだ。……まぁ、本人が言ったように、日ごろのお礼を兼ねた義理チョコなのだろうけど。

「開けてみてよ」

「いいんですか？」

　わたしの催促に、弓月くんはラッピングを剝はがしはじめる。

　丁てい寧ねいに包装紙を外すと、出てきたのは小さな箱。蓋ふたを開ければ、ひと口サイズのチョコが六つ、大事そうに寝かされていた。

　たったこれだけのチョコに四桁けたのお金が財さい布ふから飛んでいってしまうのだから、さすが有名洋菓子店といったところ。

「食べさせてあげる」

「いいですよ、そんなの」

　誰が見ているわけでもないのに、恥ずかしがる弓月くん。

「ダーメ」

　手作りをあげられなかった代わりとして考えついたのがこのオプションだった。品質よりサービス、である。……まぁ、要するに、お京が言うところの「『何を』じゃなくて『どんなふうに』」を考えた結果だった。

　わたしは座椅子から立ち上がると、テーブルをよけて弓月くんのほうへと回る。




　そうして彼の膝ひざの上に、向かい合わせで座った。




「君、食べさせてくれるんじゃなかったんですか？」

「もちろん、そのつもり」

　わたしのサービスは最上級。

　あーん、なんてそんなお手軽なものではない。

　わたしは箱からチョコをひとつ取り出すと、それを唇くちびるで軽くはさんだ。

「んー」

　顔を寄せていく。

「何のつもりですかっ」

「だから、食べさせてあげるの」

　一度チョコを指で持ち、そう答えてからまた唇へ。

「やめてください」

「ん！」

　断だん固こ断だん行こうとばかりに唇を突き出す。

　すると弓月くんはわたしの揺るぎない決意を感じ取ったのか、ため息をひとつ。覚悟を決めたようだった。

　わたしは改めて顔を寄せていく。




　そうしてあと少しで口移しでチョコが渡されるというとき、わたしはそれを口から離した。

　チョコがふたりの間に落ちる。




　代わりに、唇が重なった。




　彼は驚いていたようだったが、すぐにわたしの唇を求めてきた。

　わたしも負けじと彼を求める。

　互いに奪い合うような、それでいて一緒にひとつの作品を丁寧に作り上げるような、そんなキスが続く。

　次第に頭の芯しんが痺しびれて、とろけるような感覚がわたしを襲った。変になりそうだった。

　それをたっぷり味わってから、どちらからともなく唇を離す。

　このままスキンシップまでいってしまうだろうかと、かすかな期待に胸をドキドキさせていたのだけど、残念なことにそれはなかった。

　でも、十分だった。

　わたしの口から、我ながら妙な色気を感じる艶つやっぽいため息が漏れる。

「チョコを食べさせてくれるんじゃなかったんですか」

　何やら文句らしきことを訴えてくる弓月くん。

　さんざん堪たん能のうしておいてよく言う。

「食べさせてあげるのはチョコとはかぎらないのです」

　わたしはしれっとそう答えた。

　それに高級チョコに負けないくらいのものを食べさせてあげた自信はある。

「チョコとわたし、どっちが甘い？」

「そう言うのはちゃんと僕にチョコを食べさせてから聞いてください」

　弓月くんは不満げに言うと、服に引っかかっていたチョコをつまみ上げ、口の中に放ほうり込んだ。服の上だからセーフ、といったところか。まぁ、床に落ちたところで家の中だし、わたしがちゃんと毎日掃除をしているので、それくらいなら大丈夫だ。わたしなら食べる。もったいないし。

　わたしは弓月くんの感想を待った。

　が、なかなか出てこない。

「あれ？　イマイチだった？」




「そりゃあそうでしょう。僕にとって君以上に甘いものなんて世の中にないんですから。今は何を食べても見劣りしますよ」




　今度はわたしが目をぱちくりさせる番だった。

「どうしてくれるんです」

「もうっ」

　弓月くんにしては気の利いた答えに、わたしは恥ずかしくなって──彼を押し倒した。

　ふたりでもろともに倒れる。

「もちろん、ちゃんと責任とってあげる」

　わたしはもう一度彼にキスをした。




　むしろ弓月くんにこそ言葉に責任をもってもらわないと。

　高級チョコでは満足できないなんて贅ぜい沢たくなことを言うのなら、わたしがそれ以上のものを毎日味わわせてあげる。

　飽きたなんて言わせないし、絶対に飽きさせないんだから。








あとがき






　小説は完結して初めて作品として完成する──と、わたしは思っています。

　それに、何十巻と続く作品もそれはそれで魅力的なのでしょうけど、どうもわたしにはそういうのは向いていないようです。




『佐さ伯えきさんと、ひとつ屋や根ねの下した　I'llアイル haveハヴ Sherbetシヤーベツト! 5』を手に取ってくださり、ありがとうございます。またお会いできましたね。九く曜ようです。

　本編、もしくは、あらすじを読んだ方はもうおわかりでしょうが、本シリーズはこの五巻をもって最終巻となります。

　ありがたいことに、すべてのエピソードを最後まで書き切っての終わりです。小しよう説せつ家か冥みよう利りに尽つきるというものですね。




　こうしてシリーズが完結したことを惜しんでくれる方も少なからずおられるかと思いますが（い、いるよね……？）、わたしは常々冒頭のように考えています。

　つまり──小説は完結して初めて作品として完成する、と。

　ですので、惜しんでもらえるのも嬉うれしいのですが、物語が完結し、ここに作品が完成したことを喜んでいただければと思います。




　本シリーズがはじまったのが十七年の二月。そこから一年半かけて五冊刊行したわけです。三、四ヶ月に一冊と思えば、そこそこいいペースですね。

　振り返ってみればあっという間なのですが、一巻一巻はそうでもなく──毎度毎度地味にえらい目に遭っています。特に後半。四巻はご存知の通り、別シリーズとの同時刊行で作業量も二倍。そして、この五巻は、ウェブ版だけではページが足りなかったり、方針の変更があったりで、半分以上新規で書くことになりました。




　ところで、この一年半の間に二回ほどパーティに招待していただきました。会場では楽しい時間を過ごさせてもらったし、大ファンの作家さんに声をかけられてひっくり返るほど驚いたりもしました。ありがたいことです。それはいいのですが、なぜかいつも刊行の前の月なんですよね。

　おかげで大阪から東京に出ていって、ホテルでチェックインした後は時間まで原げん稿こう。パーティが終わってホテルに帰ってきたら、また原稿。ついでに行き帰りの新幹線でも、やっぱり原稿──二回ともこれでした。

　腹が立つことに、ホテルって筆が進むんですよね。コーヒー、好きなだけ飲めるし。今度原稿に詰まったらホテルに籠こもろうかしら？

　それはさておき──次の機会ではもっとゆっくりしたいものです。




　では、最終巻ならではの話をしたいと思います。即すなわち、キャラの今後の話です。

　まずは、弓ゆみ月づきくんと佐伯さん。

　わたしがウェブで公開している別の作品を読んでくださっている方はすでにご存知でしょう。ふたりはこの先もカフェを経営しながら、幸せに暮らします。そのカフェのほうはというと、どうにも危なっかしい感じではあるのですが、いろんな人に助けられつつやっていくようです。年下のかわいい彼氏もちの美大生とか、ハイスペック高校生カップルとか。

　次に宝ほう龍りゆうさん。

　彼女は後にシングルマザーとなります。お相手は内緒。既存の人物かもしれないし、これから別の作品に登場する人物かもしれないし。

　で、その宝龍さんが産んだ娘というのが彼女以上の超天才なのですが、これが十六のときに殺人容疑をかけられ逃亡。おかげで宝龍さんは公安にマークされるのですが、どこからともなく大金が振り込まれてくるので、悠ゆう々ゆう自じ適てきのセレブ生活。弓月夫妻のカフェに毎日のように顔を出してはちょっかいをかけている──というのが設定。……果たして、この設定を活いかす機会はくるのでしょうか。謎なぞです。

　そして、黒いアリス。

　彼女に関しては、前巻でお約束した通り、作中で少しだけ説明させてもらいました。ほとんど説明していないも同然の、説明にもなっていない説明ですが。……やっぱりああいう生き物だと思ってもらったほうがいい気がしますね。

　作中でも本人が言っています。「少し遊びが過ぎたようね」と。あれがすべてを物語っていますね。使い勝手のいい便利キャラだったので、少々遊び過ぎました。反省。

　とりあえず、この先もゆーみは弓月くんの妹であることは間違いないようです。




　というところで、そろそろお時間のようですので──最後に謝辞です。

　まずは、フライ様。わたしのような知ち名めい度ど皆かい無むの作家のイラストを最後まで引き受けてくださり、ありがとうございました。このシリーズはフライ様の絵でもっていたようなものです。それから担当の佐々木様。あまりの難なん産ざんに二度も締め切りを延ばしてもらう羽目になりました。本当にすみませんでした。そのほか、デザイナーさんや校正さんなど、この作品の刊行に力を貸してくださったすべての方にお礼申し上げます。

　そして、何より本シリーズに最後までおつき合いくださった読者の皆様に、心から感謝したいと思います。ありがとうございました。

　ではまた、別の作品、次の作品でお会いできることを願って。


二〇十八年七月　九く曜よう
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